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章 項     目 特    記    事    項

１
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

1.適用基準等

Ⅲ．建築工事仕様

２.　敷地面積

３.　工事内容

棟名称

構　造

建築面積

工事項目

１.共通仕様

２.特記仕様

1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)特記事項は、○印の付いたものを適用する。

延べ面積

3)項目に記載の（　）内番号は標準仕様書の当該項目、図又は表を示す。

工事特記仕様書

Ⅰ．工 事 名

Ⅱ．工事概要

１.　工事場所

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、公共建築工事標準仕様書(「建築工

事編」最新版)(以下「標準仕様書」)及び公共建築改修工事標準仕様書（「建築工事

偏」最新版)

2.施工条件

3.発生材の

　処理等

・本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であっ

て、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

(平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。) 

施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、

建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化

等の実施について適正な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した

条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

　（1.3.11）

  等

8.建築材料

・ 特別管理産業廃棄物　・有(　　　　)　処理方法(　　　　)

・ 引渡を要するもの　（・無　　　　・　　　　　）

・ アスベスト成形板等解体時の留意点

　　1.手ばらし等、出来るだけ粉塵の発生しない方法で行うこと。

　　2.可能であれば湿潤状態（散水）として作業を進めること。

　　3.飛散されない様にすること。

　　4.保護具及び作業着を着用すること。

　　5.解体されたボード等は、蓋のある容器に入れること。

 ・建設発生木材

・ 再資源化を図るもの　・コンクリート塊

 ・アスファルトコンクリート塊

  引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し監

　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事

 に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進

 に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係

 法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に

　情報交換

　システムの

　利用

工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、

「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換

実績報告を行うこと。

システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステムへ

が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の4月1日から8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して

当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物

処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することは

できない。

　廃棄物税

　受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者

　適用する

　技術者

督員へ提出すること。

　　6.事前に使用箇所や状況の調査を行い記録すること。

　職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

分別解体等の方法

工程 作業の有無 分別解体等の方法

造成等 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

基礎・基礎ぐい ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

上部構造部分・　 ・有・無 ・手作業

外装 ・手作業、機械作業の併用

屋根 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

建築設備・内装等 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

その他 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

　 （1.3.3）

　 （1.5.2）

4.建設副産物

5.三重県産業

6.電気保安

7.技能士

本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

　１） 建築工事標準詳細図

　２） 建築物解体工事共通仕様書

　３） 津市公共建築物等木材利用方針

　濃度測定

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

ｴﾁﾙ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ
適用 施設用途 ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

住宅

その他

学校,教育施設

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ﾎﾙﾑ

　測定方法（・パッシブ法　 ・アクティブ法　）

　報告書提出部数　2部

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の

指定工法による。

された建設機械の使用に努めること。

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定

　 の工法

　 の防止

　 （1.5.9）

9.化学物質の

10.特別な材料

11.騒音・振動

12.工事写真

13.完成図書

14.完成写真

　 （1.7.2）

施工範囲

　との取合い ・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

・駆動装置又は電動建具等の2次側配管配線及び操作スイッチ施工図

・設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督

　員の承諾を受けること。

15.設備工事

　工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ

共、既存にならい補修すること。

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報する

　発生時 とともに、所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日

までに監督員に提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、

当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

（現状地盤はB.M 　　　　　　　mm）
16.設計GL

17.養生その他

18.事故の

　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

監修（最新版））に従い撮影する。

　提出部数　１部　用紙は上質紙とする。

・ 作成する (・ 完成図　・ 保全に関する資料　・ (　　　))

 　完成図はCADにより作成することとし、著作権（著作権法第２７

　 条及び第２８条に規定する権利を含む）は発注者に移譲するも

　 のとする。また、製本２部により提出すること。

・ デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。

　（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

　箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できな

　い場合や枚数が多大になる場合には、監督員と協議すること。

　写真は、着工前・施工中・完成を同一場所から、黒板なしで撮影

　すること。

1,027.98 ㎡

津市豊が丘二丁目地内

（仮称）津市豊が丘会館別館

鉄骨造

299.64 ㎡

435.86 ㎡

・ 図示のベンチマーク(B.M)　　　　+ 80　mm

(原図:A2)

A-01

建築工事特記仕様書１

　対象箇所（・図示(図面番号：A-13)　・(　　　　　　　　）)

・ 完成図作図範囲（設計図を訂正）

建築工事、外構工事

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

施工方法に関する事項

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手

本工事は都市公園施設内で行われるため、次の事項を施工条件とする。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防

　止に努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに

　提出し工事の遂行に影響の無いよう努めること。

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規

　制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事と

　し又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意

　をもって地元調整を行い、工事の再開は市監督員の承認を得てから

　行うこと。

　道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全の

　注意を払うこと。また、公園利用があるため、仮囲い等で工事エリ

　アを明確に分離し、交通誘導員等の配置により、注意を図ること。

※　場外退出時、車両足廻りの洗浄等を行い、汚損等しないようにす

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事

　請負者の責任において速やかに現状復旧するとともに市監督員に報

　告書を提出すること。

※　大型車両通行時には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全

　に十分配慮すること。

※　工事着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監

　ること。

　員立合いのもと写真に記録しておくこと。また、工事過程に於いて、

　既設施設に破損等を与えた場合は、請負者の負担において速やかに

　復旧すると共に、市監督員に報告すること。

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められる

　ものは本工事に含む。なお内訳書の数量は参考とし、当図面を優先

　する。

※　工事期間中も公園は開放されているため、十分に安全を期すること

　　なお、８月５日、６日は盆踊りが行われるため休工とする。

　までに市監督員の承諾を得ること。

　事に影響を与えない範囲とする。

　設関係者」)及び市監督員の承諾を得るものとし、また休日等の行

　現場作業着手までの敷地内調査は、事前に施設管理者(以下、「施

※　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意しかつ周辺

(　　外　構　　)

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

 処理し、監督員にマニフェストA、B2、D票を提示すること。

　き、木材の利用に努めること。

　Ｆ☆☆☆☆以上とする。

1） 本工事に使用する木材は、津市公共建築物等木材利用方針に基づ

2） 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、

場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、

 係の手続き

1） 消火器に係る消防法用設備等設置届出書の作成

　・本工事　（・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事）

　・別途工事

２）防火対象物使用開始届出書

　書類の作成（建築図面の作成及び建築に関する部分の記入）を

　行うこと。

法に基づく労衛

生害防止措置

　労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある

本工事の受注者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事

の請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

の使用の禁止

1）一般事項

資機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不

正軽油(地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等)の規定に

違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

2)調査の協力

力しなければならない。また受注者は、下請負者等に同調査に協力す

るよう管理及び監督しなければならない。

3)是正措置

　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を

講じなければならない。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用

が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなけ

ればならない。

　屋外広告物を設置する場合は「三重県屋外広告物条例」第23条に規

定する屋外広告業の登録事業者であること。

　市工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（

　受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協

19.消防法関

20.労働安全衛生

21.不正軽油

22.屋外広告物



抜取試験方法    ・ 超音波探傷試験    ・ 引張試験

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS

2.監督員事務所

数量 個

足

組 台

着

個

個

受注者加入

個

電話・FAX

台 台

個

個 個

台

台

部 位 等

床

内壁・天井

屋根

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り、調合ペイント塗り

合板張り又はビニール床シート張り

仕 上 げ

3.仮設便所

構内既存の施設4．工事用水

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

5.工事用電力

　 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

構内既存の施設

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

　起因する電力料金は本工事に含まれる。

6.足場

４
　
地
　
業
　
工
　
事

・設置する。

監督員事務所の規模（単位：㎡）

10程度 20程度 35程度 65程度 100程度

適用

規模

種類 黒板・白板書棚机・いす 掛時計 温度計

数量

種類 長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類ロッカー

数量

種類 消火器 掃除具 インターネット 冷暖房機器

監督員職員事務所の仕上げ

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン

足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)

（厚生労働省平成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場

手すり先行専用足場方式により行うこと。

2.適用基準

3.施工記録

4.根拠資料

に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。

国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するため

に講ずべき措置」（平成28年3月4日）

たうえで提出し、確認を受けること。また電流値が記録されたチャート

紙等の原本を合わせて提示し、必ず監督員の確認を受けること。

の施工記録を取りまとめ、翌週以内に監督員に、工事打合せ簿を添付し

　受注者は、杭の施工期間中は、１ 週間ごとに、その週に施工した杭

替する記録を確保するための手法については、施工計画書に明記してお

くこと。

　なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代

　共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した

施工管理資料の根拠となる資料（施工記録の原本、チャート紙、電子的

な記録やプリントアウト紙等）は、受注者において全て適切に管理し、

保管しなければならない。保管期間は契約書第３１条第４項又は第５項

（第３８条においてこれらの規定を準用する場合を含む。）の規定によ

る引渡しを受けた日から１０年とする。

　また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または

提示しなければならない。

　の備品

1.監督員事務所

1.杭の施工管理 杭工事特記仕様書による。

・ SC杭　　

試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

試験方法　・ 平板載荷　　・ （　　　　　）　　　　　

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

・ PHC杭　

  　　・ A種  ・ B種　・ C種　・ D種　・ E種　・ F種

・ PRC杭

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

(参考表)

種別 杭径(mm) 杭長 継手数 セット数 備考
長期設計

支持力(kN/本)

　　先端形状    ・ 開放型　　・ 閉そく型

施工方法

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

　・ セメントミルク工法

　　　・ オーガーの支持地盤への掘削深さ 

　　　・ 杭の支持地盤への根入れ深さ

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

・ 鋼管杭　　　・ SKK400　　・ SKK490  

・ H形鋼杭　 　・ SHK400　　・ SHK490M

補強方法　　・ 補強バンド　　・ （　　　　　）

継手　　　　・ JISA5525(鋼管ぐい)

施工方法

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

   （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

施工方法

　・ アースドリル工法

　・ リバース工法

　・ オールケーシング工法

　・ 鋼管コンクリート杭工法

5.試験杭及び

 試験掘(4.2.2)

6.杭の支持地盤

7.水平方向の

　位置ずれ

8.杭の載荷試験

(4.2.3)

9.地盤の載荷

 試験 (4.2.4)

10.既製ｺﾝｸﾘｰﾄ

　杭 (4.3.2)

(4.3.3)

(4.3.4)

(4.3.5)

(4.3.7)

11.鋼杭地業

(4.4.2)

(表4.4.2)

(4.4.4)

(4.3.3)

(4.3.6)

(4.3.5)

12.場所打ち

　コンクリート

　杭地業

(3.3.3)

3.山留めの撤去

(3.2.5)

2.建設発生土

　の処理

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・ 自由処分

種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

(表3.2.1)

(3.2.3)

1.埋戻し及び盛土

7．交通誘導警備員

・ 撤去　　　　・存置

３
　
土
　
工
　
事

鉄筋定着

　・ 各部配筋参考図による

継手位置

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

4.継手

(5.3.2)

3.内法直径

・ ガス圧接

・ 重ね継手

径 部 位

(5.5.2)

8.機械式継手

及び溶接継手

・ 機械式継手　　種類(　　　　　)　　工法（　　　　　）

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 鉄筋相互のあき(　　　　　　)mm

・ 溶接継手

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 鉄筋相互のあき(　　　　　　)mm

　　　　　　　　 工法(　　　　　)

 の試験(5.4.9)

7.圧接完了後

(5.3.7)

6.各部配筋

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

耐久性上不利な部分(塩害を受けるおそれのある部分等）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

軽量コンクリートで土に接する部分

(5.3.5)

(5.3.4)

厚さ及び間隔

5.鉄筋のかぶり

(5.2.2)

(5.2.1)

1.鉄筋の種類

2.溶接金網

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

  鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

網目の形状、寸法

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

種類の記号 径 備 考

・D16以下

・（　　　　）

・D19以上

・SD295A

・SD295B

・SD345

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

５
　
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

(2.3.1)

(2.3.1)

構内既存の施設　　・ 利用できる　　・ 利用できない

支持地盤の位置、種類　・ 図示（図面番号：　　　）　・（　　　　）

　・ 打込み工法　　設計支持力（　　　　　　)

　　　　　　　 　打込み杭の推定支持力の算定方法（　　　　　　　)

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

  　 （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　　　　　　・（    )m　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　　　　　・（    )m　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　径　　・ 300　　・ 350　　・　400　　・ 450　　・（　　　）

　　長さ　(　 　)m

先端形状　　・ 開放形　　・（　　　　）

　・ 打込み工法　　設計支持力（　　　　　　)

　　　　　　　 　打込み杭の推定支持力の算定方法（　　　　　　　)

継手　　　　　・ アーク溶接　 ・ 無溶接継手（工法:       )

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

(4.3.7)

拡底　　　・ 行わない　　　・ 行う(　　　)(4.5.5)

(4.5.4)

(4.5.3)

孔壁の超音波測定　　・ 行う　　・ 行わない

鉄筋かごの補強

帯筋　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　・ 標準仕様書[4.5.3](a)(ⅲ)による　・ 図示（図面番号：　　　)

コンクリートの種別　　・ A種　　・ B種

　設計基準強度　(　　　)N/mm2

　セメントの種類　　・ 高炉セメントB種　　・ （　　　　　　）

　最小かぶり厚さ　（　　　）mm

　構造体強度補正値（S）・３N/mm2　　・（　　　　　）

(表4.5.1)

13.地盤改良

　　・ 六価クロム溶出試験

　　・ 室内配合試験

　　・ 一軸圧縮試験

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。 地業

14.砂及び砂利

(4.6.3)

15.捨コンクリート

(4.6.4) 地業

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （　　　　）             

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

16.床下防湿層

(4.6.5)

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

　ポリエチレンフィルム厚さ　 ・ 0.15mm以上　　・（　　　　）

　・ 標準仕様書[5.3.4](c)(1)

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　・ 標準仕様書[表5.3.4]　　・図示（図面番号：　　　）

　　　　　　　　 不良部分の修正方法(　　　　　　)

　　　　　　　　 不良部分の修正方法(　　　　　　)

普通コンクリートの設計基準強度

(6.10.1)

(6.11.3)

(6.11.1)

(6.2.4)

(6.2.2)

(6.2.1)

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの

使用骨材による

種類及び強度６
　
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・21(N/mm2)

設計基準強度 Fc 適 用 箇 所 施工時期 スランプ

・18(cm)

・

・ 

設計基準強度 Fc スランプ
気乾単位

容積質量
種類適用箇所

2.コンクリートの

　類別 (6.2.1)

(表6.2.1)

3.コンクリート

 の仕上り

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

　・ A種    ・ B種    ・ C種

(6.2.5)

4.セメント

(6.3.1)

(表6.3.1)

類別   ・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類

・ 大臣認定品　　図示（図面番号：　　　　）

種類　　・ 普通ポルトランドセメント、混合セメントA種

　　　　・（　　　　　　）

　・ 適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

高炉セメントB種又はフライアッシュセメントB種

(6.3.1)

5.骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、工

事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機関で行い、

試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行う者が、

生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を行うこと。

・ 特殊な骨材の使用

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 再生骨材Ｈ

    (6.3.1)

6.混和材料

    (6.3.2)

混和剤の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

8.コンクリート

　強度試験

圧縮強度試験の供試体の材齢

(6.9.3)

　・ 材齢28日　　　・型枠脱型用

　・ 材齢28日を超え91日以内

(6.8.3)

(6.8.2)

7.型枠 材料　　・複合合板　　(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

・ 断熱材の兼用

・ ＭＣＲ工法用シート

スリーブの材種、規格等

(表6.8.1)

　・ 標準仕様書[表6.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

・ 常時土又は水に直接接する部分　　図示（図面番号：　　　　）

９.寒中コンク

リート

適用期間(　　　　　)

　・ 調合管理強度、調合強度を積算温度を基に定める(6.11.2)

(6.12.2)

10.暑中コンク

リート

構造体強度補正値(S)

　・ 6　N/mm2　　　・（　　　　　）

適用箇所　　・ 図示（図面番号：　　　　）

リート

(6.13.1)

(6.13.2)

11.マスコンク

セメントの種類　　　・ 中庸熱ポルトランドセメント

　　　　　　　　　　・ 低熱ポルトランドセメント

　　　　　　　　　　・ 高炉セメントB種

　　　　　　　　　　・ フライアッシュセメントB種

　　　　　　　　　　・ 普通ポルトランドセメント

・(  地盤柱状改良  )工法

D16以下

D19以上

・18(cm)

基礎、躯体 ・15(cm)

種類防水押エ ・　19t/m3

・24(N/mm2)

・18(N/mm2)

・18(cm)

混和材料   ・図示（図面番号：S-01）

打増し厚さ　　・ 図示(図面番号：S-14）

　　・ 図示(図面番号：A-15）

A-02

(原図:A2)

建築工事特記仕様書２

配置　　・ 図示(図面番号：A-54）

S-12

捨て、土間、デッキ上

厚さ(mm)　　・ 60  　・ 　100　・ 　150

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

（   ）mm以下

・ 21(N/mm2)

・ 試験掘　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：S13）

防水保護コンクリートの設計基準強度

施工範囲　　・ 図示

・ 図示

90°未満の折曲げの内法直径　　・図面番号：S-02 90°と同様

・ 試験杭　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　 ）



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS

・(    )

9.ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

      (7.2.6)

（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨

・ 適用する1.施工管理技

術者

2.製作工場

(7.1.4)

(7.1.3) 製作工場の性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　・J　　・R　　・M　　・H　　・S

3.鋼材

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

  ・ A種  　・ B種　  ・ C種  

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み   

　建方用　・図示（図面番号：　　　　　）・SS400　   ・ (      ) 

適用箇所及び種類

　・図示(図面番号：　　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ すべり耐力試験　　　　試験方法等　　・（　　　　　）

すべり耐力等の確認方法

　・ りん酸塩処理

　・ ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

摩擦面の処理

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料等、ボルトの径

　・ 行わない　　・ 行う　　　試験方法等　・（　　　　　　）

すべり係数試験

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

高力ボルトの径

　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト1種(F8T相当)

　・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

　・ トルシア形高力ボルト2種(S10T)　

種類        

(7.4.7)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.2)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.3)

4.高力ボルト

5.普通ボルト

    (7.4.2)

(表7.2.3)

(表7.10.1)

(7.10.3)

(7.3.2)

(7.2.4)

7.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

めっき高力ボルト

6.溶融亜鉛

      (7.2.5)

8.溶接材料

柱底均しモルタルの工法、厚み

無収縮モルタルの材料及び調合

10.ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

11.柱底均し

　モルタル

(7.2.7)(7.7.8)

板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験12.材料試験等

     (7.2.9)

     (7.10.3)

  (表7.10.2)

(7.2.10)

仮組を行う範囲

・ 行わない　　・ 行う13.仮組

     (7.3.10)

　・ 行わない　　　・ 行う

溶接作業の技量付加試験

開先の形状15.溶接部の開先

(7.6.4)

      (7.6.3)

14.溶接作業に

おける技能資格者

エンドタブの切除　　

(7.6.7)

16.溶接施工

(7.6.11)

板厚が異なる場合の突合せ継手溶接部

　・低応力高サイクル疲労を受ける部位　図示（図面番号：　　　　　）

17.溶接部の試験 試験の種別                                        

・ 超音波探傷試験 　　 ・ （　　　　　）

溶接区分 AOQL(%) 検査水準 備 考

・ 2.5  
現場溶接

・ 4.0
・ 2.5

工場溶接 ・ 6
・ 4.0

・計数連続生産型抜取検査

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製ｽﾘｰﾌﾞの内面(鉄骨に溶接されたものに限る)

  ・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]　　（　　　）種

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・ 行わない　　・ 行う

　　種類

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]  (     )種

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.2]  (     )種

18.錆止め塗装

(7.8.3)

(表8.4.3)

(8.4.5)

(表8.4.2)

(8.4.4)

(8.4.3)

(8.4.2)

3.ALCパネル

・間仕切

・床

・屋根

　壁パネル

・外壁
・A種　・B種

・E種
・C種　・D種

構法

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

耐火性能

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・150
　パネル

・ F種・120

・100

　パネル
・ F種・100

・100

　パネル

・100

(N/mm2)
幅(mm)厚さ(mm)

荷重種類
呼び寸法単位

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

 

 

 

　　・パネル開口の限度　　・図示（図面番号：　　　）

 

1.アスファルト

　防水

(表9.2.3)

～(表9.2.8)

(9.2.2)

(9.2.3) 改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

 

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート

　・ ポリエチレンフィルム（厚さ　0.15mm以上）

　・ フラットヤーンクロス（70g/㎡）

押え金物　

　・ アルミ製　L30×15×2.0    ・図示（　　）

断熱材

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法

種類　　　　　　　　　・ 空洞ブロック16

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ 21N/mm2    ・ （　　　　　）

コンクリートの調合　　・ 標準仕様書[表8.2.2]以外のとき(8.3.3)

(8.2.5)

(8.2.4)

(8.2.2)

　ブロック造

1.補強コンクリート

2.コンクリート

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

(8.3.2)

(8.3.3)

 及び塀

 ブロック帳壁

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

ブロックの種類　　　　・ 標準仕様書[表8.3.1]

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法、ブロックの厚さ

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

化粧　　　　　　　　　・ 有り　　・ 無し

部 位 種 別 仕 様

接合部（ボルト接合の場合）20.軽量形鋼構造

(7.11.2) 　・ 普通ボルト接合　　・ （　　　　　）

(7.9.2)

19.耐火被覆

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

(表9.2.3)

～(表9.2.6)

　乾式保護材　・ 使用する

脱気装置

屋根露出防水における仕上塗料

　・ 図示(図面番号：　　　）　種類（　　　　）　使用量（　　　）

(表9.2.7)

(表9.2.7)

(表9.2.8)

屋内防水密着工法における保護層

　・ 図示(図面番号：　　　）

(表9.2.9)

防水層の下地モルタル塗り(9.2.4)

　・ 図示(図面番号：　　　）

　種類　　・B種　　・（　　　　）

立上がりのコンクリート打放し仕上げの種別

　立上り部保護れんが　・ JIS R 1250   ・（　　　　）

　・ 設置数量　図示(図面番号：　　　）　　種類（　　　　　）

　・ 屋根保護防水断熱工法

　・ 屋根露出防水断熱工法

屋根保護防水

７
　
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

９
　
　
防
　
水
　
工
　
事

８
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

スランプ　　　　・ 15cm  　  ・(       )

　　　　・ (           )

12.無筋コンク

リート

(6.14.1) 設計基準強度　　　・ 18(N/mm2)　　 　・ (      )　(N/mm2)

スランプ　　　　　・ 15cm　　　・ 18cm

混和剤　・ 標準仕様書[6.13.2](b)(1)

適用箇所  標準仕様書[6.14.1]

　　　　　・ 上記以外の適用箇所 (　　　　　　)

適用箇所

　・ 図示(図面番号：　　　　）コンクリート

    (6.15.1)

13.流動化

(7.2.1)

  ・ 標準仕様書[表7.2.3]

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 標準仕様書[7.2.5](a)(b)以外の溶接材料

材料

　　（　　　　　　）

種類及びねじの呼び等

建築用ターンバックル胴　　　　・割枠式　　　　　・（　　　　）

建築用ターンバックルボルト　　・羽子板ボルト　　・（　　　　）

　・ 標準仕様書[7.2.9](b)    ・ (  　　)

・　JIS G 0901により行う

　・ 図示（図面番号：　　　　）

    (7.12.4)

    (7.3.2)

JIS形、ナット回転法かつボルト長がねじの呼びの5倍を超える場合

　・ 回転量（　　　　）°

  ・ 適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する (材料：　　　　)

外壁、屋根及び床パネル構法

パネル幅を300mm以下とする部分　　　・ 適用あり

・ フラットパネル
・ A種

・ デザインパネル
　パネル ・ B種

・ タイルベースパネル

・ フラットパネル
・ B種

・ デザインパネル
　パネル ・ C種

・ タイルベースパネル

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・外壁

・間仕切壁

表面形状及び 働き幅
種類 板厚(mm)

原料区分 (mm)
工法

4.押出成形

　セメント板

(8.5.2)

(8.5.3)

(8.5.4)

(表8.5.1)

(8.5.5)

(表8.5.2)

　　　風圧力に対応した工法　　・ 適用あり

出隅、入隅等の取合い部の伸縮目地幅(mm)      ・ (      )

間仕切壁パネル構法

外壁パネル構法

パネル相互の目地幅 (mm)

出隅、入隅の接合部の伸縮調整目地幅 (mm)  ・ 15　・ (     )

目地及び隙間の処理　　・ (　　　　　　)

　　風圧力に対応した工法　　・適用あり

　　パネルに欠き込みを行う場合

　・ 長辺 8以上、短辺 15以上　　・ (           )

改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

仕上塗料

保護コンクリートの厚さ(9.2.5)

屋根露出防水絶縁断熱工法

　・ 図示(図面番号：　　　）

　ルーフドレン回り及び立ち上がり部周辺断熱材の張りじまい位置

(9.2.4)

　こて仕上げ　・ 水下 80mm以上　　・ (            )

　床タイル張り　・ 水下 60mm以上　　・ (            )

屋上排水溝

種　　別 施　工　箇　所

(9.3.2)

(9.3.3)

(表9.3.1)

～(表9.3.3)

2.改質アスファルト

　シート防水

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

脱気装置

(9.3.3)

断熱材                                  

　・ 屋根露出防水絶縁断熱工法

  　 種類　（　　　　）　　　厚さ（　　　）mm

種　　別 施　工　箇　所3.合成高分子系

　ルーフィング

　シート防水

(9.4.2)

  (9.4.3)

(表9.4.1)

  (9.4.2)

(表9.4.2)

(表9.4.3)

ルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート 

  ・ 発砲ポリエチレンシート 　　・　（　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

  (9.4.3)

S-M2又はSI-M2で立上りを接着工法

屋内保護密着工法

　　立ち上がり面のシート厚さ　・ 15mm　　・（　　　）mm

　　モルタル塗り厚さ　　・（　　　）mm

　　保護コンクリートの厚さ　　・（　　　）mm

　風圧力に対応した工法　　　・図示(図面番号：　　　　　）

機械的固定工法

  (9.4.4)

  (9.4.4) 　　床塗りの工法　・標準仕様書[15.2.5](b)(2)(3)　・（　　　　　)

Y-2

Y-1

X-1

X-2

種　別施　工　箇　所

脱気装置（ X-1 )

4.塗膜防水

(表9.5.1)

(表9.5.2)

(9.5.3)

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

保護層（ Y-2 ） 　・図示（図面番号：　　　　　）

下地処理((b)(1)から(3)以外の場合)　・図示（図面番号：　　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

固定金具　　材質、寸法形状（　　　　　　　）

断熱材　　　材質、厚さ（　　　　　　　　　）

　　立上り部の保護モルタル塗厚さ　・ 7mm以下　・（　　　）mm

増張り (S-F1、SI-F1、S-C1）

　PC入隅部、ALC下地でS-C1の場合　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　PC下地、ALC下地でS-C1の場合　　・ 図示（図面番号：　　　　　）

目地処理 (S-F1、S-F2、SI-F1、SI-F2、S-C1)

(9.6.3)(9.6.4)

塗布防水 (9.6.1)

5.ケイ酸質系

防水層の種別及び工程　　　・C-UI　　　　・C-UP

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

　・ 図示（図面番号：S-04）

材質、形状及び寸法　　・ 図示（図面番号：S-01,04,20～26）

　・ 図示（図面番号：S-04）

　・ 図示（図面番号：S-20,25,26）

　・ 図示（図面番号：S-20）

材質、形状及び寸法　　・ 図示(図面番号：S-01,07,15）

溶接方法　　　　　　　・ 図示(図面番号：S-07）

　・ A種 (30)mm    ・ B種 (  )mm

　・ 図示(図面番号：S-05）

スカラップの形状　　・ 図示(図面番号：S-01,04）

　立ち上がり部の保護コンクリート　・ 図示(図面番号：A-17,20）

　・ 図示(図面番号：A-20）

A-03

(原図:A2)

建築工事特記仕様書３

　・ 図示（図面番号：S-20,25,26,27）

A-44

A-09,18

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

施　工　箇　所 保 証 期 限

10年A-2

種　　別

バルコニー(平場、立上り) 

適用部位　　　・ 図示（図面番号：　　　　）※10年保証

　構造用　・図示　・SNR400B   ・ (      ) 

　・ 図示

　・ 図示



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS

・ 標準仕様書[表9.7.1]による

 

 

6.シーリング

(表9.7.1)

(9.7.3)

(9.7.2)

(9.7.5) 接着性試験

  ・ 簡易接着性試験 　 　・ 引張接着性試験

使用

部位

種類

(名称)
品質

・ 2等

・ 1等

寸法・厚さ

(mm)

表面

仕上げ

・ 粗磨き

・ 水磨き

・ (    )

・ (    )

工法 形状

1.天然石

(10.2.1)

(表10.2.1)

(表10.2.2)
床

壁

(表10.2.1)

(10.1.3)

　
石
　
工
　
事

10

タ

イ

ル

工

事

11

1.伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

(11.1.3)

タイルの種類2.陶磁器質

　タイル張り

特注色

標準・ 
Ⅲ
類(

陶
器)

Ⅱ
類(

せ
っ
器)

Ⅰ
類(

磁
器)

区分(きじ)耐
滑
り
性

う
わ
ぐ
す
り

耐
凍
害
性

形
状
寸
法

工
　
　
法

役
　
　
物

施
工
箇
所

(表11.2.3)

　　シーリング材

　　　　打継、ひび割れ誘発目地　・PU－2　　・（　　　）

　　　　伸縮、その他目地　　　　・MS-2  　 ・（　　　）

位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]

　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　・ (        )

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

(10.1.5)

(10.3.2) ジェットバーナー仕上面　　　・手加工あり　・機械加工バフ仕上あり

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

取り付け工法6.乾式工法

　・ スライド方式　　・ ロッキング方式

たぼ用穴の位置　　　　　　・図示（図面番号：　　　）

風圧力に対応した工法　　　・図示（図面番号：　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　　・ 6mごと　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・図示（図面番号：　　　　）

(10.2.2)

(10.5.2)

(10.5.3)

受け金物の材質、形状、寸法

下地ごしらえ

　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

　・ あと施工アンカー横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法

(10.2.2)

5.内壁空積工法

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

(10.3.3)

(10.4.2)

(10.2.1)

(表10.2.2)

2.テラゾ

・大理石

使用

部位

種石の

種類

・ 大理石

種石の

大きさ

・ 1.5～12mm

寸法による

区分

・ 300型

・ 400型

表面仕上

 ・ (    )

使用

部位

種石の

種類

・1.5～12mm

大きさ

種石の

・平もの

・役もの

形状 仕上げ面

・ 片面

・ 両面

表面仕上

・(    ) ・(    )

テラゾタイル

テラゾブロック

寸法

(mm)

(10.1.3)

(10.1.5)

取付用モルタル　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

目地用モルタル　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

裏打ち処理材　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

3.その他の材料

(10.3.2)

石裏面処理

石裏面処理

　　・適用する

　　・適用する

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

石裏面処理材　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

ドレンパイプ　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

充填材料　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・ 図示（図面番号：　　　）

受け金物の材質、形状、寸法

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

　・ あと施工アンカー横筋流し工法

　・ 流し筋工法　　・ あと施工アンカー工法

アンカーの材質及び径　　・ SS400 M12　　・ （　　　　　　）

目地　一般目地

　・ 樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き 25～35φ

　・ （　　　　　　　　）

下地ごしらえ

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.3.2)

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

ドレンパイプの材質

　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

4.外壁湿式工法

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]　・ 図示（図面番号：　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

(10.3.3)

目地

　　目地幅(mm)　　・ 8以上　　・ (       )

　　シーリング材　・ 適用する

　の石張り

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ 屋内4mm以上、屋外3～6mm

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材　・ 適用する

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　・ 標準仕様書[10.6.2](e)(2)(ⅰ)

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　・図示（図面番号：　　　　）

(10.6.3)

(10.6.2)

(10.3.3)

7.床及び階段

　等の石張り

8.アーチ、上げ裏 取付工法　　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法

吊金物及び化粧吊りボルト

　・ 設ける

　　 吊金物　　　　・ ステンレス(SUS304)　径6mm長さ80mm(加工物)

　　 吊りボルト　　・ ステンレス(SUS304)　M10　化粧ナット付き

(10.2.2)

　　　　　　　　　 　　及び他の部材と取り合う箇所

(10.7.2)

(10.7.1)

(10.3.3)

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

目地　一般目地

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　・図示（図面番号：　　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

アンカーの材質及び径　　　　　　　・ （　　　　　　）

9.笠木、甲板等 取付工法　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法

取付け代(乾式工法の場合)(mm)

(10.2.2)

(10.7.3)

(10.7.1)

(10.3.3)

(10.5.3)

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法

　　　伸縮調整目地(外壁湿式工法の場合)

　　　　石材の厚さ　　　　　　　・ （　　　　　　）

(10.7.4)

10.隔て板

　　　　・ 適用する 　　図示(図面番号：　　　　　）　

石裏の補強用モルタル(乾式工法の場合)

アンカーの材質及び径　　　　　　　・ （　　　　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

(11.2.2)

・ タイルの試験張りを行う

・ 見本焼きを行う

(11.2.7)

(11.3.7)

(11.3.2)

(11.3.4)

(表11.3.2)

　　コンクリート素地面の処理

　　　・ 適用箇所　図示(図面番号：　　　　)

　　　・ 目荒し工法　　　・ ＭＣＲ工法

接着剤あと張り工事

セメントモルタル塗り又は接着剤あと張り工事

木

工

事
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1.木材 見え掛り部の表面仕上げ 

(12.1.4) 　・ A種　　　・ B種　　　・ C種

(表12.2.1)

(12.7.1)

(12.6.1)

(12.5.1)

(12.4.1)

(12.2.1)

(表12.1.1)

木材の含水率

　・ A種　　　・ B種

　・ A種　　　・ B種

造作材

下地材

種別部材名称

2.製材

(12.2.1)(b)(1)

製材

｢製材の日本農林規格｣による製材

（図面番号：　）
広葉樹製材

針葉樹製材

下地用

針葉樹製材
造作用

樹種・寸法・形状 等級 含水率

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）
・10%以下

(12.2.1)(b)(2) ｢製材の日本農林規格｣以外の製材

(表12.2.2)

樹種

樹　種 県産材部位

代用樹種の使用　　　・禁止する           　　

(表12.2.3)

　樹種、寸法、防虫処理、難燃処理及び含水率

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

取付け金物　　・ 標準仕様書[10.2.2](c)　　・ (        )

　　　　・ 標準仕様書[10.5.3](b)　　・ (   　　    )

取付け金物　　・ 標準仕様書[10.2.2](c)　　・ (       )

種 類目地寸法施　工　箇　所

3.陶磁器質

タイル型枠先付

(表11.4.1)

(11.4.2)

種別

　・ タイルシート法　　・ 目地桝法　　・ 桟木法

タイル型枠先付け面のせき板の種別　　・ (　　　　　　)

(11.4.3)

　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

造作用集成材

｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

3.集成材等 造作用集成材

｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

樹種・寸法・形状 等級

・図示

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・（　　　）化粧ばり造作用

集成材

化粧ばり構造用

集成材

化粧薄板厚さ

部材 接着 板面の 防虫
樹種名 等級 厚さ

名称 の程度 品質 処理等

(12.2.1)

(12.2.1)

4.単板積層材 ｢単板積層材の日本農林規格｣による造作用単板積層材

　樹種、寸法、化粧薄板の厚さ及び含水率

　厚さ、表面の品質及び防虫加工

｢単板積層材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

　厚さ、表面の品質、含水率及び防虫加工

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

　及びその他の

　合板

(12.2.1)

(12.2.1)

構造用合板の強度等級

パーティクルボード

(12.3.1)

(12.3.2)

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

薬剤加圧注入

　適用部位、保存処理性能区分　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

薬剤の塗布等

　処理方法　　・ 標準仕様書[12.3.1](3)(ⅱ)　　・（　　　　　）

ボード原料接着剤への薬剤混入

　　・ (　　　　　　　　)

防虫処理

　　・ (　　　　　　　　)

屋

根

及

び

と

い

工

事

13
厚さ

屋根葺形式 材種 備考
(mm)

・ 塗装溶融55%

アルミニウム－亜鉛 ・0.4
　 ルーフィング940

合金メッキ鋼板

下葺の種類

1.長尺金属板

(13.2.2)

(13.2.3)

(表13.2.1)  ・ アスファルト

5.床張り用合板

6.防腐・防蟻処理

　表裏面の状態、曲げ強さ、接着剤、難燃性による区分、厚さ等

葺

断熱材　　種別　　　　・ ガラス繊維シート　　・ (　　　　)

　　　　　厚さ(mm)　　・ 5　　・ (　　　　)

・ 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　 亜鉛合板めっき鋼板

・ （　　　　）

2.折板葺

(13.3.2)

(13.3.3)

・ はぜ締め形

・ 重ね形

緊結方法

材種 軒先面戸板

・ あり

・ なし

　　　　　防火性能　　・ (　　　　　)

風圧力及び積雪荷重に対応した工法

雪止め　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

耐風圧及び積雪荷重に対応した工法

   ・ 図示（図面番号：　　　　)

板厚(mm)
山の高さ

(mm)

山のピッチ

(mm)

・ 0.8

・ 0.6

・ 90

・ (　　)
・ (　　) ・ (　　)

耐力区分

玄関ホール 標準色150x150

樹種　　　・ 図示（図面番号：A-09,17～19,43～49）

（図面番号：A-09）

・（　　　）

腰壁 杉　上小節

杉　上小節見切

巾木 桧　特１等

　　適用箇所　（腰壁、巾木、見切、枠、造作材）

瓦棒葺

A-04

(原図:A2)

建築工事特記仕様書４

　 ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ取 合 い , ｻｯｼ廻 り 等

　 ﾊﾞﾙｺﾆｰ立 上 り 水 切 り 取 合 い 等

　 内 部 水 回 り 等

MS- 2

PS- 2

MS- 2

SR- 1

10× 10

15× 10

15× 10

男子便所1,2 汚垂タイル

湿式

接着 標準色

等の補強板

設備機器
耐水合板 Ⅰ類

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

※ 汚垂タイル：ｔ５　テーパー加工

122級 C-D

　 伸 縮 目 地 25× 10



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS

　・ セメントスタッコ以外の場合　 材所要量(　　　　kg/㎡)

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

種　類 大きさ 産　地 役物の種類 棟の工法3.粘土瓦葺

(13.4.2)

(13.4.3)

雪止め瓦　　　　　　　・ 使用する

瓦桟木の材種、寸法　　・ 杉又は桧　21×15　　・（　　　　）

棟補強用心材の材質、寸法　　・杉又は桧　40×30　　・（　　　　）

下葺材料の種類　　　　・（　　　　　　）

(14.8.2)

9.手すり

鋼

・ HL程度
ステンレス

材種 表面処理の種別

鋼

ステンレス

・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

施工箇所

材種 表面処理の種別

アルミニウム
・ (　　　　　　)

・ 標準仕様書[表14.2.2]の種別(　　　種)

スロープ・階段

施工箇所

10.タラップ

(14.8.3)
・ 

・標準仕様書[表14.2.2]の種別(　 種)

取付箇所 材種 寸法 形式

・ アルミニウム製 ・ 450角 ・ 額縁タイプ
・ 天井

・ 600角 ・ 目地タイプ

・ アルミニウム製 ・ 450角
・　床

・ 600角

材種  ・アルミニウム合金製  　・塩化ビニル製11.天井見切縁

12.点検口

15

左

官

工

事

既製目地材      ・ 使用する　　図示（図面番号：　　　　　）1.モルタル塗り

　　(15.2.2)

　　(15.2.5)

床の目地　　　　・図示（図面番号：　　　　　　）

2.セルフレベリング

　　(15.4.2)

種類　　・ せっこう系　　　・ セメント系

16

建
　
具
　
工
　
事

1.防火戸

2.見本の製作等

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.1.6)

3.防犯建物部品

建具見本の製作　　　・ 実施する

特殊な建具の仮組　　・ 実施する

防犯建物部品　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

4.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

(16.2.2)

(16.2.4)

(表16.2.1)

(表14.2.1)

　・ A種　　　・ B種　　　・ C種　　　　・（　　　）

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

網　目　　・16メッシュ　　・18メッシュ　　・（　　　　）

網の材質　・合成樹脂　　・ガラス繊維入り合成樹脂

建具の見込み寸法　・ [表16.2.1]　　・ 図示（図面番号：　　　）

結露水の処理方法　　　・(    　   )

(16.2.5)

(16.2.3)

5.網戸 形式　　　・可動式　　　・固定式

6.樹脂製建具

(16.3.2) 　　・ A種　・ B種　・ C種    ・（　　　　　）

　　・ T-A種　・ T-B種    ・（　　　　　）

　　・ H-A種　・ H-B種   ・ H-C種　 ・（　　　　　）

ガラス　　・複層ガラス　　・（　　　）

建具枠見込み寸法　　　・図示（図面番号：　　　　）

(16.3.3)

(16.3.4)

表面色　　・標準色　　・特注色

水切り板　ぜん板　　・図示（図面番号：　　　　）

丁番　　　・［表16.8.3］　・ 図示（図面番号：　　　）

(16.8.2)

7.鋼製建具

(16.4.2)

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(表16.2.1)

(表16.4.1)

(16.4.3)

(16.4.4)

(表16.4.2)

(表14.7.1)

(14.7.2)(14.7.3)

7.金属成形板

　板張り

(14.6.2)

(14.6.3)

・表面処理

・ パネル形
形　　状

・ スパンドレル形　

・ ステンレス　・　鋼
材　　種

・ アルミニウム　

施工箇所

取付け用下地　　・ 図示(図面番号：　　　　)

長尺ものにおける伸縮調整継手

　・ 設ける　　図示(図面番号：　　　　)

8.アルミニウム

　製笠木

5.軽量鉄骨

　天井下地

(14.4.2)

(表14.4.1)

(14.4.3)

野縁などの種類

　屋内    ・ 19形    ・ (　　　　　　)

　屋外    ・ 25形    ・ (　　　　　　)

(表14.4.2)

(14.4.4)

屋外の野縁受等の間隔　　・ 図示(図面番号：　　　　)

吊りボルトの水平補強、斜め補強

　・ 天井ふところ＞3.0m 　図示(図面番号：　　　　　)

　                       ・ 図示(図面番号：　　　    )

・ 耐風圧の補強　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 耐震天井　　　　　図示(図面番号：　　　　)

6.軽量鉄骨壁

　下地

スタッド、ランナーの種類   

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(14.5.3)

(表14.5.1)

スタッドの高さ5m超

　・ 標準仕様書[表14.5.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　・ 天井ふところ≧1.5m　・ 標準仕様書[14.4.4](h)

4.鉄鋼の亜鉛

　めっき

(14.2.3)

亜鉛めっきの種別

　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種　　・ F種
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金

属

工

事

1.あと施工

　アンカー

(14.1.3)

引抜き耐力の確認試験　　　・実施する　　　　　　　　　　　　

　設計用引張強度　　・ (　　　　　　)

2.ステンレス 表面仕上げ　　　・ HL仕上げ　　　・（　　　　）

3.アルミニウム

(14.2.2)

(表14.2.1)

　・ A-1 　・ A-2 　・ B-1 　・ B-2 　・ C-1 　・ C-2 　・ D

表面処理の種別

陽極酸化被膜の着色方法　　・ 二次電解着色　　・（　　　　）

　　常温乾燥形の塗装　　　　・（　　　　　）

(表13.5.5)

(13.5.3)

(表13.5.1)

(13.5.2)

4.とい 材種　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ 配管用鋼管(白管)

　　　　　・ (　　　　　　)

鋼管製といの防露巻工法

　・ 標準仕様書[表13.5.5]　　・ （　　　　　）

棟の工法　　・ 標準仕様書[13.4.3](d)　・図示（図面番号：　　　）

風圧力及び積雪荷重に対応した工法　　　・図示（図面番号：　　　）

桟木の留付け工法　　　　　　　　　　　・図示（図面番号：　　　）

(14.2.1)

吊りボルトの補強方法（＠900mm超）  ・図示(図面番号：　　　)

(15.8.3)

　吹付け

5.ロックウール 仕上げ吹付け厚さ　　（　　　）mm

(表15.6.1)

種別　　・A種　　　・B種

(15.6.2)材塗り

4.マスチック塗

(表15.5.2) 複層仕上塗材の上塗材の種類

樹 脂 種 類 溶 媒 種 類 外 観

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

厚付け仕上塗材

下地モルタルの接着力試験（外壁タイル張り等）　　・実施する

3.仕上塗材仕上

(15.5.2)

(表15.5.1)

種 類

・外装薄塗材E
・砂壁状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状ジュラク・内装薄塗材E
薄付仕上塗材

工　法仕 上 形 状呼 び 名

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　)

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・外装厚塗材C

・(　　　　)・(　　　　)・(　　　　)

・ひき起こし

・複層塗材E

・複層塗材RE

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・こて

・吹付け

・吹付け

・ローラー

・防水型複層塗材E

・防水型複層

　塗材RE

・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

軽量骨材

仕上塗材

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・吹付け

・こて・平たん状

・砂壁状

　　　　・JIS A 6909 調湿形

複層仕上塗材の耐候性　　・ 耐候形３種　　・（　　　　　）

外装厚塗材Cの上塗材

複層仕上塗材
・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・ローラー

・吹付け

内装薄塗材、内装厚塗材（吸放湿性を有するもの）

・ ポリウレタン系

・ シリカ系

・ アクリル系

・ ふっ素系

　 シリコン系

・ アクリル

ALCパネルの内壁目地　　　・ V形目地付き　　　・（　　　　　）(15.5.4)

(15.5.7) 仕上塗材の所要量等の確認方法　・ 標準仕様書[表15.5.4]　・（　　）

仕上材塗り　　　種類（　　　　　　）

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器と連動するもの

防火戸の指定　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

　　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

外部建具の性能等級等

外部建具の遮音性能等級

外部建具の断熱性能等級

外部建具の性能等級等

内部建具

(16.6.5)
(16.6.4)

鋼板類の厚さ　　・ [表16.4.2]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

8.鋼製軽量建具

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.4)

鋼板類の表面仕上げ

　　・ 塗装　　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板

　　・ ステンレス鋼板（・HL　・鏡面）

召し合せ、縦小口包み板等の材質

　・ 鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合板押出形材

鋼板類の厚さ　　・ [表16.5.1]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

　建具

9.ステンレス製

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

ステンレス鋼板　　・ SUS304　　・ （　　　　）

(16.6.2)

(16.6.3)

表面仕上げ 　　　 ・ HL　　　　・ 鏡面仕上げ                  

曲げ加工    　　　・ 普通曲げ  ・ 角出し曲げ

鋼板の種類、めっき付着量

　　　　　・ JIS G 3302　  ・Z12  ・F12  ・（　　）

　　　　　・ JIS G 3317 　 ・Y08         ・（　　）

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

(16.9.2)

(16.9.2)

10.木製建具

(16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.3)

建具材の含水率　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　 

(表16.7.6)

(16.7.4)

レバーハンドル、クレセント等の取付け位置

12.自動ドア開閉

　装置

(表16.9.1)

(表16.9.2)

開閉方法

　・ スライディングドア　　・ スイングドア

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(16.9.3)

　スライディングドア　・ 標準仕様書［表16.9.1］　　・（　　　）

　スイングドア　　　　・ 標準仕様書［表16.9.2］　　・（　　　）

(16.10.3)

　・ 標準仕様書［表16.10.1］　　・（　　　　）

14.重量シャッター

(16.11.2)

(表16.11.1)

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

シャッターの種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

鋼板の種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　　　・めっき付着量　　・Z12  ・F12  ・（　　）

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

スラットの形状　

　・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

15.軽量シャッター

(16.12.2)

(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

(16.13.2)

(16.13.3)

16.オーバーヘッド

　ドア

耐風圧性能の区分　JIS A 4715　・ (　　　　　　)

・スチールタイプ

・アルミニウム

　タイプ

・ファイバー

　グラスタイプ

・電動式

・チェーン式

・バランス式

セクション材料 収納形式 ガイドレール

・溶融亜鉛

　めっき鋼板

・ステンレス

開閉方式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

17.ガラス

留め材　　　・ シーリング　　・ ガスケット(　　　　　　)

ガラス溝の寸法、形状等

　・ 標準仕様書[表16.14.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

熱線反射ガラスの映像調整　　　・実施する

(16.14.2)

(16.14.3)

(16.14.4)

(表16.14.1)

表面形状、寸法、厚さ　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

壁用金属枠、補強材　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

力骨の材質等　・ SUS304、φ5.5はしご形状複筋、単筋　・ （　　　)

化粧目地モルタルの色　　・（　　　　）

シーリング材の種類　　　・（　　　　）

化粧カバーの材質、形状等　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

18.ガラスブロック

　積み

(16.14.5)

目地幅、伸縮調整目地　・ 標準仕様書[16.14.5](b)(2)　・（　　　)

風圧力に対応した工法　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

フラッシュ戸、戸ぶすまの合板

マスターキー　　・ 製作する　　・ 製作しない

　　　　　　　　・ 監督員と協議の上システムを決定する

キーボックス　　・ 要　　・ 不要

11.建具用金物

(16.8.2)

(表16.8.1)

金物の種類、見え掛かり部等の材質等

(16.8.4)

(16.8.3)

　・ 標準仕様書[表16.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　）

戸の見込み寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

枠及びくつずりの材料　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　引戸の召合わせ　　・ いんろう付き　図示（図面番号：　　　　）

フラッシュ戸の形状

かまち戸　　かまち、鏡板の樹種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　種類、材面の品質　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　接着の程度　　・ 1類（水掛り）、2類（その他）　・（　　　　）

　表面板の厚さ　　　・ 標準仕様書[表16.7.6]　　・（　　　　　）

ふすま　　　　　　　上張の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　　　　　　　　　縁の仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

性能値

13.自閉式上

吊り引戸装置

性能値

管理用シャッター、外壁用防火シャッター

　　・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

管理用シャッターのシャッターケース　・ 図示（図面番号：　　　）

スラットの材質、めっき付着量

　　　　　　・ JIS G 3312  ・ Z06  ・ F06  ・（　　）

　　　　　　・ JIS G 3322  ・ AZ90         ・（　　）

板ガラスの種類、厚さ、特性による種類等

固定方法　　　・ 図示（図面番号：A-44）

部材の種類　　・ 250形　　・ 300形　　・ 350形　　・ 400形　

表面処理　　　・（B-1）

バルコニー

・ 標準仕様書[表14.2.1]の種別(B-1種)

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：A-41）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：A-40,41）

　・ 図示(図面番号：A-39～42)

センサー種類　　・ 図示(図面番号：A-40)

　・ 図示(図面番号：A-39～42)

　　　　　・ステンレス（SUS316）  ・（　サラン　）

A-05

(原図:A2)

建築工事特記仕様書５

A-28

水切り板、ぜん板等　　・図示（図面番号：A-39,43）

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



特
工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項
縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS

A-06

(原図:A2)

建築工事特記仕様書６

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

・ メタルカーテンウォール(種類　　　　　　)

製品の寸法許容差　・　標準仕様書[17.3.13]による　・（　　　　　）

ガラスの取付け

　　・ 標準仕様書[表17.2.3]　　・ (　　　　　　)

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標準仕様書[表17.2.2]　　・ (　　　　　　)

　躯体付け金物取付け位置の寸法許容差

取付け

1.種類

・ PCカーテンウォール(17.1.1)

(17.1.3)

(17.1.3)

(17.2.2)

(17.3.2)

耐震性(　　　　　　)

水密性(　　　　　　)

気密性(　　　　　　)

耐火性(　　　　　　)

耐温度差性(　　　　　　)

遮音性(　　　　　　)

断熱性(　　　　　　)

カーテンウォールの材料

　ウォール

3.メタルカーテン

(表17.2.1)

(17.2.3)

(17.2.5)

(17.2.6)

材料 規格等

・ (　　　　) ・ (　　　　)

・ アルミニウム製 ・ 標準仕様書[16.2.3]

見え掛り部の仕上げ

・ 行う・ A-1

・ A-2

映像調整

製品の寸法許容差　　・ 標準仕様書[表17.2.1]

ガラス溝の寸法、形状等　　・ カーテンウォール製作所の仕様による

　　　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事
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2.性能等

性能の確認・判定方法（　　　　　　　　　)

断熱材(　　　　　　　　)

シーリング材の種類

　・ 構造用ガスケット（図示(図面番号：　　　　))

配筋　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

先付け材料

　・ サッシ枠　　・ ゴンドラ用ガイドレール　　・ (　　　　　　)

4.PCカーテン

　ウォール

(17.3.3)

(17.3.4)

(17.3.5)

(17.3.6)

(17.3.9)

カーテンウォールの材料

　コンクリートの種類及び品質　

鉄筋　　　　・ SD295A　　・ (　　　　　　)

補強鉄線　　・ 3.2　　・ (　　　　　　)

耐火目地材　・ (　　　　　　)

表面仕上げ材　・ 磁器質タイル

取付け

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標準仕様書[表17.3.2]　　・ (　　　　　　)

ガラスの取付け

　石材(　・ 花こう岩　　・ 大理石　　・ (　　　　　　))

　・ 構造用ガスケット（図示(図面番号：　　　　))

耐風圧性(　　B種　　)

・ A種

・ B種

・ C種

防火材料の指定箇所(　　　　　　)1.材料

18

塗
　
装
　
工
　
事

2.施工一般

～(18.14.2)

(18.2.2) 種類

塗料塗り

種別

SOP ・ A種

・ B種

施工箇所
素地

ごしらえ

錆止め塗料

の種類

下地の

種類

鉄鋼面

3.耐候性塗料

　塗り(DP)

(18.7.2)

(表18.7.1)

(18.7.4)

・ C種

・ B種

・ A種

・ A種

・ B種

・ C種

SOP ・ A種

・ B種

・ C種

・ B種

・ A種木部

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

ボード面

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

CL 木部

NAD

鉄鋼面

押出整形

セメント板

(素地B種)

(素地A種)

樋(養生管)

防水保護材

・ 1級　・ 2級

・ 3級

・ A種　・ B種

・ C種

下地の種類 施工箇所 上塗り等級 ｺﾝｸﾘｰﾄ,ECP面における種別
しらえ

素地ご
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2.ビニル床タイル

　張り

(19.2.2)

寸法 種類 厚さ(mm)

・ 300×300 ・ コンポジションビニル

　 床タイル

半硬質 ・ 2.0

・ コンポジションビニル

　 床タイル

軟質 ・ (　　　)・ 450×450

・ ホモジニアスビニルタイル ・ (　　　)

(19.2.2)

3.特殊機能床材

・ 視覚障害者用床タイル

　　材質(・ ビニル床タイル　　・ (　　　　　　))

　　寸法(・ 300×300　　・ (　　　　　　))

・ 耐動荷重性床シート

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

・ ゴム床タイル

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

・防滑り性床シート　種類（　）　性能（　）　厚さ（　）

　　厚さ(　　　　mm)　　種類（　　　　　　　）

・ 帯電防止ビニルシート・床タイル　　寸法(　　　　mm)

厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 1.5mm以上

4.ビニル幅木

(19.2.2)

下地　　・　モルタル　・　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ　・　木造

1.ビニル床シート

　張り

(19.2.2) ・ 突付け・ (　　　　) ・ 柄物

種類 厚さ(mm)色柄

・ NC　　・ NF ・ 無地 ・ 溶接

継目

・ 2.0

・ (     )

　　　　・（プラスターボード）

高さ　　・ 図示(図面番号：A-09)　　・ 60mm

FS 2.5

5.施工

(19.2.3)

継目　　・ 突付け　・ 熱溶接工法

織りじゅうたん

　 カーペット

種別

・ A種

・ B種

・ C種

・ 無地

・ 柄物

　 (標準品)

色柄 パイル形状

・ ループ

・ カット

・ カット、ループ併用 ・ アキスミンスターカーペット

・ ウィルトンカーペット

色柄 パイル形状種別

・ ダブルフェースカーペット

　 カーペット

・ 無地

・ 柄物

パイル長

・ 5～7mm

・ 4～6mm

・ ループ

・ カット ・ 全面接着

・ タフテット ・ グリッパー

・ 無地

・ 柄物

・ ニードル

　 パンチ

総厚さ

・ (　　　)

・ 全面接着

・ 無地

・ 柄物

・ ループ

・ カット

・ タイル 総厚さ、サイズ ・ 全面接着

　 カーペット ・ 6.5mm ・

・ 500角 ・

パイル長・総厚 工法

織り方

・ 帯電性(人体帯電圧の値3kV以下)

タイルカーペットの敷き方

　平場　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

　階段部分　

　　　　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

下敷き材　　・ 第2種2号、呼び厚さ8mm

　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

見切り、押え金物

6.ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

(表19.3.1)

(表19.3.2)

(19.3.3)

(19.3.4)

　　　　　　・ 材質（　　　　　　）　・　種類（　　　　　　)

　　　　　　・ 形状(図面番号：　　　　)

・ 弾性ウレタン塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

　　・ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

　　・ 薄膜流し展べ仕上げ

　　・ 厚膜流し展べ仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 樹脂モルタル仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 塗膜型塗床材仕上げ

(19.4.2)

(表19.4.4)

～(表19.4.8)

(表19.4.5)

7.合成樹脂塗床

　張り

(19.5.2)

(19.5.4)

(19.5.5)

(19.5.6)

(19.5.7)

材料　　・　単層フローリング

　　　　　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(1等)　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(1等)　

　　　　　・　ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(1等)

　　　　・　複合フローリング

・ (　　　　)

・ なら

　 (根太張用)

　 (根太張用)

・ 複合フローリング

・ フローリングボード

・ C種

・ B種

・ A種

材料 樹種種別

・ 釘留め工法

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 接着工法

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

材料 樹種

・ なら

・(　　 )

厚さ(mm) 大きさ(mm)

・ C種

・ A種

・ B種

裏面緩衝材

8.フローリング

防湿処理　　・ 図示(図面番号：　　　)

(塗装品)

(直張用

表面単板t=2.0）

・　合成樹脂発泡シート
以上

・L900×W75

・ 12

遮音シール材

　・ 適用する(・ シーリング材　　・ ジョイコンパウンド)

せっこうボードの目地工法

　・ 継目処理　　・ 突付け　　・ 目透し

(19.7.2) ・ 25

種別材種 工法

・ 吸音用グラス

　 ウールボード

・ グラスウール

　 成型板

・ 2号32K ・ グラスクロス19

・ 化粧ボタン止め

　 メッシュ張り(小口共)

　(タテ、ヨコ共@300程度)

厚さ(mm)

特定フロンを含まないもの

11.吸音材張り

合板類の張付け　　・ B種　　・ A種

下地　　・　軽量鉄骨　　・　木造　　・（　　　　　　）

・ 9.5(準不燃)

・ 12.5(不燃)
　その他のボード

　及び合板張り

(19.7.2)

(19.7.3)

(表19.7.1)

(表19.7.4)

(表19.7.5)

・ せっこうボード

・ トラバーチン模様・ 化粧せっこうボード

・ 木目模様

・ 普通

・ 立体模様

・ (　　　　　　) ・ (　　　　　　) ・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

壁

天井

・ 9.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ (　　　　　　)

・ 9

厚さ(mm)種別材種

・ ロックウール化粧

　 吸音板

・ けい酸カルシウム板 ・ タイプⅡ0.8FK

10.せっこうボード、

・ ( 6 )

・ 12.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

種別　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種

(19.6.2)

(表19.6.1)

　・ D種の畳床TK-（　・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ)

9.畳敷き

(19.8.2)

施工箇所 材料 防火性能

素地ごしらえ

(19.9.2)

12.壁紙張り

13.断熱材

・　フェノールフォーム断熱材

施工箇所 材種 種類 厚さ(mm)

・　硬質ウレタンフォーム断熱材

・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし)

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・　押出法ポリスチレンフォーム保温材(スキンなし)

・　A種硬質ウレタンフォーム保温材

・　フェノールフォーム保温材(3種 2号を除く)

せっこうボード面　　　　　・ B種　　・ A種

コンクリート面　　　　　　・ B種　　・ A種

モルタル・プラスター面　　・ B種　　・ A種

品質

ビニルクロス F☆☆☆☆倉庫以外

バルコニー下デッキPL 25mm

・　フェノールフォーム保温材(3種 2号を除く)

土間下 25mm

量産品
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フロア

(20.2.2)

床仕上材及び厚さ

(mm)

施工箇所 高さ

(mm)

備考所定荷重

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗
・（　　　）

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗

・（　　　）

試験方法　20.2.2(2)(i) ～ (iv)

寸法精度　20.2.2(5)(i) ～ (iii)

1.フリーアクセス

組立て方式

　　・ スタッド式　　・ パネル式　　・ スタッドパネル式

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

操作方法　　　　　　　　　・ 手動式　　・ 電動式　　 

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・ 標準仕様書[20.2.4](c)(3)　　・ 図示(図面番号：　　　　)

ハンガーレールの固定方法

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

表面仕上　　・ メラミン樹脂系化粧板

　　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

扉小口の材質　　・ ステンレス製　　・ アルミ製

寸法及び形状　　　　　　　・ 図示(図面番号：A-40)

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：A-40)

幅木　　　　・ 図示(図面番号：A-42)

　・ 溶接　・ あと施工アンカー（材質：　　　　　、寸法：　　　　）

2.可動間仕切

3.移動間仕切

4.トイレブース



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS
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・ 排水溝

　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号：　　　　)

・ ステンレスSUS304製　ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

・ (　　　　　　)

工法　　・ 接着工法　　・ 埋込み工法

(20.2.6)

　ホワイトボード

(20.2.8)

黒板の種類　　・ 焼付け　　・ (　　　　　　)

黒板の色　　　・ 緑　　　　・ (　　　　　　)

(20.2.14)

厚さ　　　　・5mm　　・ (　　　　mm)

(20.2.10) ・ 室名札

・ (　　)

・ アクリル

区分 材質

・ (　　)

取付方法厚さ

　 スクリーン印刷

・ シルク

寸法 印刷等の種類

・ 5mm

21
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(21.2.1)

(表21.2.1)
備考呼び径管の種類材種

・ 硬質ポリ塩化ビニル管 VP

排水管用材料1.排水管

2.排水桝等 ・ 排水桝

材質 用途 適用荷重 備考メインバーピッチ

・ 再生クラッシャラン　　・ 切込砂利又は切込砕石3.地業の材料

(21.2.1)

・ ふた/グレーチングの種類

(21.2.1) ・ 砂の粒度試験

4.埋め戻し土

　継手　　　　　　　　　　　・接着剤　　　・ゴム輪

　基床の厚さ、種類　　　　　・図示（図面番号：　　　　　）

硬質ポリ塩化ビニル管

　　厚さ、種類　　　　　・図示（図面番号：　　　　　　　）

遠心力鉄筋コンクリート管

縁石、側溝

6.街きょ コンクリート縁石、側溝

・ B種　・ A種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土

(21.2.1)

5.施工

(21.2.2)

(21.3.1)

(21.3.2)

地業　　

　材料　・　標準仕様書[4.6.2]　・図示（図面番号：　　　　　　　）

　厚さ　・　100mm　　　　・図示（図面番号：　　　　　　　）
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1.路床

(22.2.2)

(22.2.3)

(表22.2.2)

(22.2.4)

(22.2.5)

　C種の場合：建設発生土受入量(　　　　)m3

　・ A種　・ B種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土

盛土に用いる材料

　ジオテキスタイル　　・ 適応する

　添加量(　　　　)kg/㎡(目標CBR　　・ 5以上　　・ (　　　　))

　　　　　・ 消石灰(　　　　)号

　　　　　・ フライアッシュセメントB種　　・ 生石灰(　　　　)号

　種類　　・ 普通ポルトランドセメント

添加材料による安定処理

路床安定処理　　・ 行う

　・ フィルター層　　・ 砂　　

　・ 凍上抑制層　　・ 切込み砂利　　・ 砂　　・ (　　　　　　)

　・ 遮断層　　・ 川砂　　・ 海砂又は良質な山砂

路床の材料（厚さは図示（図面番号：　　　　））

　　　　　　 片道の運搬距離(　　　　　)km

3.アスファルト

　舗装

舗装厚　　　　　・ A-5-15　　・ (　　　　　　)

　　　　　　　　・ A-3-10　　・ (　　　　　　)

表層及び基層の種類

　・ 加熱アスファルト混合物　　・ 再生加熱アスファルト混合物

路盤材料

　・ クラッシャラン　　・ 再生材クラッシャラン　　・ (　　　　)

シールコートの施工　・ 行う（適用範囲　図示（図面番号：　　　　))

・ 透水性アスファルト舗装

・ アスファルト舗装

・ カラー舗装

・ 再生クラッシャラン

・ クラッシャラン

　 鉄鋼スラグ

・ インターロッキング

　 ブロック舗装

・ (　　　　　　)

・ クラッシャラン

・ (　　　　　　)

舗装の種類 舗装の厚さ(mm)

車道部　　歩道部

路盤材料

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

2.路盤

(22.3.2)

(表22.3.1)

(22.3.3)

(表22.3.2)

(22.3.5)

試験　・　路床土の支持力比(CBR)試験

　　　・　路床締固め度の試験

　　　・　現場CBR試験

(22.4.2)～

(22.4.6)

(表22.4.1)～

(表22.4.6)

早強セメント　　・ 使用しない　　・ 使用する4.コンクリート

　舗装 注入目地材料　　・ 低弾性タイプ　　・ 高弾性タイプ

目地　　・種類（　　）　　・間隔（　　）

構造　　　　・標準仕様書［図22.5.1］　　・（　　　）

(22.5.2)～

(22.5.6)

5.カラー舗装

(22.6.2)

(22.6.3)

種類

　・　加熱系　構成及び厚さ（　　　　　　　　　）

　　　　混合物　・　アスファルト　・　石油樹脂系

　　　　添加材　・　着色骨材　・　自然石

　・　常温系　

　　　　着色部下部　・　アスファルト舗装　・　コンクリート舗装

舗装材料及び厚さ

ストレートアスファルト

　　厚さ(mm)　・（　　　）　・ 図示(図面番号：　　　　)

　ファルト舗装

(22.7.2)

(表22.7.1)

6.透水性アス

7.ブロック系舗装 舗装 種類

・ コンクリート

　 平板舗装

・ 普通平板

・ 透水平板

・ 300角

・ (　　)

・ 60

備考

目地

表面加工

・ 砂　・ モルタル

厚さ(mm)寸法(mm)

・ たたき出し

・ 洗い出し

・ 研ぎ出し

・ (　　)

・ 舗石舗装 ・ 小舗石 施工方法・ 80～100

・ うろこ張り

・ (　　　)

基層

・ コンクリート舗装

・ アスファルト舗装

・ 花こう岩

・ (　　　)

・ 植生用ブロック

・ インター

　 ロッキング

　 ブロック舗装

・ 普通ブロック

・ 透水性ブロック

車道部

・ 80

・ (　　)

歩道部

・ 60

・ (　　)

表面加工

・ 標準品

・ (　　)

・ 80 ・ 100

(22.8.2)

(22.8.3)

・ 通路部　　　・　A種　　・ B種　　・ (　　　　　　)

(22.9.2) ・ 建物周囲　　・　B種　　・ A種　　・ (　　　　　　)

1.植栽地の確認

(　　　　　　)の試験　　　　　　・ 行う

植栽基盤整備工法

(23.1.3)

(23.2.2)

2.植栽基盤

　・ 樹木　　　　　　(　・ A種　　・ (　　　　))

　・ 芝及び地被類　　(　・ B種　　・ (　　　　))(23.2.3)

(表23.2.2) 有効土層　　面積　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　厚さ　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

排水設備　　・ 設ける

　　( ・ 暗きょ　・ 開きょ　・ 排水層　・ 縦穴排水　・ (　　　))

埋込み用土　・ 現場発生の良質土　　・ 客土

土壌改良材　　・（　　　　）

・　電気伝導度類(EC)の試験　　　　　　・ 行う

・　土壌の水素イオン濃度(pH)試験　　　・ 行う

3.植樹

(23.3.2)

(23.3.3)

樹木の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

株立数　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

刈込み　　　　・ あり　　・ なし

支柱材

　・ 丸太(防腐処理方法　　・ 加圧式防腐処理方法　　・ (　　　))

　・ (　　　　　　)

支柱形式　　　　・ 鳥居形　　・ 八ツ掛け系　　・ (　　　　)

幹巻き用材料　　・ 幹巻き用テープ　　・ わら　　・ もこ

8.砂利敷き

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)4.新植樹木の

　枯補償

(23.3.4)

(23.3.6)

5.移植樹木の

　枯損処理

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

6.芝 種類　　・ コウライシバ　　・ ノシバ　　・ (　　　　)(23.4.2)

(23.4.3)

7.屋上緑化

(23.5.3)

(23.5.4)

植栽基盤及び材料

・ 屋上緑化システム

　 　土壌層の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 排水量　　・ 軽量骨材(層の厚さ：　　　　)　・ 板状成形品

　　 植込み用土　　・ 改良土　　・ 人工軽量土

　　 樹木の材種　　図示(図面番号：　　　　)

　　 寸法　　　　　図示(図面番号：　　　　)

　　 株立数　　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 屋上緑化軽量システム

　　 芝及び地被類の樹種並びに種類等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 支柱　　・ 図示(図面番号：　　　　)

かん水装置　　・ 図示(図面番号：　　　　)

24

外
　
構
　
工
　
事

1.旗竿 材種　　　 ・ アルミニウム製　　・ (　　　　　　)

形式　　　 テーパー付き　　・ ロープ式　　・ ハンドル式

脚部　　　 ・ 埋込式　　・ ベース式

高さ(m)　　・ 5　　・ 6　　・ 7

2.フェンス ・ ネットフェンス　・ 網材種( ・ ビニル被覆鉄線　　・ (　　　))

・ メッシュフェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ 格子フェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

・ (80x300)

・ ピクトサイン

(多機能便所)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　　)

・ 案内板 ・ アクリル ・ (　　)・ (　　)

　 スクリーン印刷

・ シルク・ 5mm

・ 衝突防止表示　　　　図示（図面番号：　　　　）

・ 非常用進入口表示　　図示（図面番号：　　　　）

　ライニング

(20.2.11) 適用安全使用温度　　　　　・ (　　　℃)

(20.2.12)

・ アルミニウム

・ 横形

・ 縦形

ブラインド

ブラインド

・ (　　)

　合金 ・ (　　)

・ 25 ・ 鋼製

・ (　　)

・ (　　)

スラット 開閉方式

成形幅(mm)

スラットの

・ アルミニウム

ボトムレールの種類

形式

・ (　　)

　合金 ・ コード式

・ ギヤ式

・ (　　)

・ 80

・ 100

・ (　　)

ヘッドボックス・

　スクリーン

(20.2.13)

操作方法　　　　・ スプリング式　　・ コード式　　・ 電動式

寸法及び材種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材　　・ ｿﾞﾉﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑ

　　　　　　　　　　　・ 心材付き繊維積層

　カーテンレール

(20.2.14)

カーテンの形式等

・ (　　)

きれ地

・ ドレープ

・ レース

・ 図示(　)

・ (　　)

ひだの種類 形式 開閉操作

・ フランスひだ

・ 箱ひだ　・ つまひだ

・ (　　　　　　)・ 暗幕

・ 片引き

・ 引分け

・ 手引き

・ ひも引き

・ 電動

(遮光(　)級)

・ プレーンひだ　・ 片ひだ

(20.3.2)

(20.3.4)

(20.3.3)

(20.4.3)

(20.4.2)

カーテンレール　　・ アルミ製　・ ステンレス製

強さ区分　　・ 10-90　　・ (　　　　　　)

形状　　　　・ シングル　　・ ダブル

断面形状　　・ 角形　　・ C形　　・ D形

設計基準強度Fc　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

配筋　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

取付方法　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

間知ブロック積

コンクリート工事

補強鉄線の径　　　　　　　・ 3.2mm　・(　　　　　)

材種　　　　　　　　　　　・ (　　　　　　　　)

種類及び質量区分　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

目塗り　　　　　　　　　　・ (　　　　　　　　)

積み方　　　　　　　　　　・ 谷積み　　　　　・ 布積み

伸縮調整目地　　　　　　　・ 材種（　　　　　）・ 厚さ（　　　mm)

・ ピクトサイン

(一般便所)

・ (250x250)

・ (150x150)

　形状、寸法　　　　　　・図示（図面番号：A-49,50）

　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号：A-49,50)

　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号：A-49,50)

・　適用荷重（歩行用）

A-07

(原図:A2)

建築工事特記仕様書７

寸法　　・ 約35mm　　・ 図示(図面番号：A-45)

・ (ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ
印刷)

・(操作棒式)

・ コード式

・ ギヤ式

鋼製 車道用 5.0kN/㎡ 細目

・ ( 50 ) ・ ( 50 )

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

試験　・　アスファルト混合材等の抽出試験(※３箇所)

5.階段滑り止め

6.黒板及び

7.鏡

8.表示

9.煙突

10.ブラインド

11.ロール

12.カーテン及び

13.プレキャスト

14.間知石



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS

A-08

(原図:A2)

共同1棟可

清掃・片付け

工事

共同1棟可

養生

総
合
仮
設
工
事

直
接
仮
設
工
事

監督員事務所
同備品

現場事務所
下小屋
倉庫

仮設便所

仮囲い

安全費

機械器具損料

揚重機費

各種試験費

片付・清掃及び

発生材等の処理

周辺道路清掃

仮設足場

　

補強

切込

補強

切込

電力

用水

ルーフファン

配電盤･制御盤等の基礎(屋内外）

同上　穴あけに伴う補強

換気扇（取付枠共）

流し台・吊戸棚・IHｺﾝﾛ・ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

点検口
天井･壁･床及びパイプシャフトなどの

同上　天井穴あけ部の下地補強

･火災報知機･換気扇等の穴あけ

設備機器･ダクト類の化粧囲い

同上　穴あけに伴う補強

などの穴あけ
大理石･テラゾー･ALC･PC･RC版･鋼板
二重壁内の湧水処理費
二重スラブ内の水及び空気の漏通管

屋外配管用スタンション

マンホール･ハンドホールなどの化粧蓋
屋内外ピット･トレンチ及びそれらの蓋

配管・ダクトなどの貫通部防水仕舞

コンクリート立上げ
設備工事に伴う防水貫通用屋上スラブ

乾式壁に取付ける器具の下地補強

プルボックス

端子盤

埋込分電盤

壁ボード類の切込

軽量鉄骨下地天井、

機械搬入に伴う開口･閉塞及び補強

機器取付用ｱﾝｶｰ・架台

及び補強
鉄骨造の設備工事に関するスリーブ

同上鉄筋補強

するスリーブ及び箱入れ、穴埋め
鉄筋コンクリート造の設備工事に関

機械基礎及びその仕上

ユニットシステム(バス･トイレ･キッチ
ン)への配管･配線及び接続
保守用キャットウォーク･タラップ手摺
(設備機器に装着するものを除く）

配線
小便器用節水装置の制御盤以降の配管
ンバに至る配管･配線
煙感知機から連動制御盤を経て防煙ダ

避難器具

オイルトラップ

タラップ
同上内部仕上･マンホール及び
躯体･断熱及び防水工事
受水槽･その他の水槽等のコンクリート

枡及び枡蓋
雨水排水竪樋の桝までの横引き
雨水排水竪樋
排水溝(浴室･洗車場)

雨水配管の防露工事

ピット･トレンチ内の排水設備工事

を除く)
陶製以外の流し類(業務用等の厨房流し
排水設備工事
浴室及び便所の排水目皿及び

同上　附属金物及び接続工事

浴槽

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ・ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

ガラリ類(ガラリ取付け本枠等も含む）

寸法の場合)
鏡(衛生工事に関連しない場合･特殊

建物外内壁･ドア･窓枠に取付ける

洗面ｶｳﾝﾀｰ

消火器

衛生器具ﾕﾆｯﾄ

エレベーター機械室の天井フック取付
･床穴あけ及び床増内コンクリート

吊ボルト用インサート

別途機器などへの接続
(直接に接続するもの)
付属の制御盤以降の配管･配線
(接地等)
付属の制御盤への電源供給及び操作
回路の渡り配管･配線
エアコンのリモコン配管、配線
制御配線
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№

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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21

22

23

24

25

26

№

27

各設備業者に対して
無償にて使用させる
こと。

統括安全衛生管理は、

建築受注者とする。

工　事　区　分総合仮設・直接仮設　工事区分

工事区分
工　　種 項　　目 項　目 建築 電気 機械 項　目 建築 電気 機械

建築 電気 機械

仮設建物

工事施設

現場安全

機械器具

その他

片付清掃

吹出口･吸込口･照明器具･スピーカ

工事区分表

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



・面台、手洗い器、汚垂タイル等の壁その他との取り合いはシーリングをすること。

給湯室１

給湯室２
キッチン（ＩＨ対応）

倉庫１

倉庫２

倉庫３

６０Ｆ２ ＢＢ２ Ｃ３

耐火野地板ァ１８  

１
階

工 事 名 称

工 事 場 所

用 途 地 域

防 火 指 定

そ の 他

道 路 幅 員

敷 地 面 積

主 要 用 途

工 事 種 別

指定なし

法２２条地域

建 築 面 積

延 床 面 積

部　位

室　名

内
装
制
限 記号 下 地

巾 木

下 地Ｈ 記号記号 下 地記号 下 地
室名札

廻縁
ＣＨ

記号

床 腰 壁 壁 天 井
備 考

仕 上 仕 上 仕 上 仕 上 仕 上

外 部 仕 上 表 　設 計 概 要

内 部 仕 上 表

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

NS設計概要、外部・内部仕上表

市街化調整区域

新築

部　位

主 要 構 造 部 関 係 ・ ・ ・ そ の 他

ＮＭ－８６９７屋　根

部 位仕 上 仕 上 認定使用材料

ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＬＧＳ下地ＬＧＳ下地Ｗ１

アスファルトルーフィング９４０

裏張材：ポリエチレンフォームァ４

ＰＢァ１２．５
Ｗ２

研修室１

研修室２
モルタル金コテ下地 １００Ｆ１ ＢＢ１ ＬＧＳ下地Ｃ１

ＣＬ塗

階段下物入 ビニル巾木 ６０Ｆ２ ＢＢ２ Ｃ２

２
階

ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＬＧＳ下地Ｗ１

管理室 ビニル巾木 ６０ Ｃ３

共
通

男子便所１・２

女子便所１・２

ピクト

サイン

Ｃ１研修室３ １００Ｆ１ ＢＢ１

カラーガルバリウム鋼板ァ０．４

１，０２７．９８ ㎡

１６．０４ｍ

内壁ＰＢァ１２．５（通気工法）

内壁ＰＢァ１２．５（通気工法）

開口部

根廻り

軒　天

アルミサッシ・アルミドア

目地＠２０００内外

コンクリート打放補修　

内壁ＰＢァ１２．５（通気工法）

角波サイディングァ１８張（カラーガルバリウム鋼板ァ０．５）

窯業系サイディングァ１６張

金属系サイディングァ１６張
外　壁

段裏表シ　サビ止メ

２, ６００

 

２, ５００

化粧ＰＢァ９．５張Ｗ２

ＰＢァ１２．５
Ｗ３

Ｗ７

ＰＢァ１２．５

２, ５００

２, ５００

２, ５００

２, ５００

２, ６００

（倉庫２・３）

（倉庫１）

カラーガルバリウム鋼板ァ０．４　瓦棒葺

ＰＢァ１２．５

ＰＢァ１２．５

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

多目的便所

ビニル床シートァ２．５張

ＮＡＤ塗

ＮＡＤ塗

吊り下スクリーン（研修室１）

ステージ

ＢＢ２Ｆ２

Ｆ２

Ｆ２

A-09

(原図:A2)

ＢＢ３

ＢＢ３ ２００

床同材巻上げ

樹脂製見切り縁
２００

ビニル巾木

ビニルクロス張

ＰＢァ１２．５

ビニルクロス張

ビニルクロス張

Ｗ４

Ｗ４

Ｗ２

Ｗ２

Ｃ３

屋根表シＥＶピット コンクリート下地  

・使用建材：Ｆ☆☆☆☆（天井、壁、家具、建具仕上材、接着剤、下地共）

【仕上記号略号】＜特記事項＞ 【記号略号】

【シックハウス対応策】

・内部塗料は、Ｆ☆☆☆☆品　家具等Ｆ☆☆☆☆品

・クロルピリホス使用なし

記号

ＨＬ

ＰＢ

ＧＷ

ＬＧＳ

記号

ＤＰ

ＪＩＳ番号

Ｋ５６５８

名称

耐候性塗料塗

ヘアライン

石膏ボード

グラスウール

軽量鉄骨下地

・ボード類　壁コーナー処理は、特記なき限りコーナー保護金物の上、ジョイントコンパウンド塗とする。

・ＬＧＳ間仕切壁下地は、特記なき限りＷ６５とし、高さ４．０ｍを超える部分はＷ１００とする。

・ビニル床シート張りは、熱溶接工法とする。

・タイル使用箇所は、タイル割付図作成の上、監理者の承諾を受けること。

・ＷＣ内手摺は設備工事（下地補強建築工事）とする。

ＣＬ クリアラッカー塗

＜不燃＞：ＮＭ １８６４不燃化粧ＰＢァ９．５

ＰＢ（石膏ボード）ァ１２．５ ：ＮＭ ８６１９ ＜不燃＞

【防火認定番号】 【内装制限凡例】

不 仕上、下地共不燃材

不 仕上不燃材

準 仕上、下地共準不燃材以上

準 仕上準不燃材以上

難 仕上難燃材以上

ケイ酸カルシウム板 ：ＮＭ ８５７８ ＜不燃＞

化粧ＰＢァ９．５ ：ＱＭ ９８２４ ＜準不燃＞

名称

・壁ボード張部分は、ジョイントレス大壁工法とする。（寒冷紗・ジョイントテープ張処理）

・土間コンクリート下は、ポリエチレンフィルムァ０．１５敷

　（タテ、ヨコ重ね部分Ｌ＝２００以上とする）

・１階平屋部分及び２階天井裏は、全てＧＷ　２４㎏品　ァ１００を敷込むこと。

Ｋ５５３１

・使用建築材料：特記なき限りＪＩＳ・ＪＡＳ認定品を使用すること。

ＰＢァ１２．５素地（外壁側）

ＮＡＤ Ｋ５６７０ アクリル樹脂系非水分散形塗料

塗料一般 ：ＮＭ－８５８５ ＜不燃＞

＜準不燃＞ビニルクロス（ＰＢ下地） ：ＱＭ－９４０５

Ｆ４
ケイ酸質系塗布防水塗

（Ｃ－ＵＩ）

ＰＢァ１２．５
階段室 ６０Ｆ２ ＢＢ２ ビニル巾木  Ｃ３Ｗ２モルタル金コテ下地

ビニルクロス張

Ｗ２
ＰＢァ１２．５

ビニルクロス張

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５
Ｗ５

ビニルクロス張

ＰＢァ１２．５

ＬＧＳ下地Ｗ１ 杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＬＧＳ下地 杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

１００ＢＢ１
ＣＬ塗

玄関ホール・廊下 下足入Ｃ３ ２, ５００

Ｆ１

磁器質１５０角タイル張モルタル木コテ下地Ｆ３ Ｗ６

Ｗ８

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

ビニル床シートァ２．５張

ビニル床シートァ２．５張

陸屋根

ルーフドレン：鋳鉄製φ１００用

軒　樋：

タテ樋：

養生管：

塩ビ製角型（前高型）Ｗ１２０（カラー）

硬質塩化ビニル管（カラー）φ１００

支持金物　ステンレス製＠１０００内外

庇

樋

アルミ既製品（アルミ押出形材）

コンクリート金コテ押エ

保護コンクリートァ８０金コテ押エ

水性無機透湿型遮熱床塗

白ガス管　１２５Ａ　ＤＰ塗　Ｈ＝１５００（南側のみ）

勾配屋根

津市豊が丘二丁目地内

Ｃ４ ケイカル板ァ６　ＮＡＤ塗

化粧ＰＢァ９．５張

Ｃ５

２９９．６３㎡

４３５．８４㎡

地区集会所

・特記なき床ステンレス沓摺は、ＳＵＳ　　 ４０×２０×１. ５（ＨＬ）とする。

複合フローリングァ１２　直張

（塗装品）

耐摩耗　表面単板t=2 . 0

（塗装品）

耐摩耗　表面単板t=2 . 0

複合フローリングァ１２　直張

複合フローリングァ１２　直張

（塗装品）

耐摩耗　表面単板t=2 . 0

木製巾木（桧）

ＣＬ塗

木製巾木（桧）

木製巾木（桧）

・手すり、棚、設備機器などの取付壁面補強下地は耐水合板ァ１２とする。

アスファルト防水　冷熱併用工法（歩行用）

（仮）津市豊が丘会館別館建築工事

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

化粧ケイカル板ァ６張　アルミ製廻縁

アルミ

・フローリングと壁取り合い部には、エキスパンションゴムを設け、床と巾木は床勝ちの納まりとすること。

・参考メーカー品番及び認定番号は同等品以上とする。

・各トイレの間仕切壁には全てＧＷ２４㎏　ァ５０を敷込むこと。

ロックウール化粧吸音板ァ９
石膏ボードァ１２．５下張り

石膏ボードァ１２．５下張り

ロックウール化粧吸音板ァ９

メラミン不燃化粧板ァ３張

メラミン不燃化粧板ァ３張

[ＴＯＴＯ株式会社 ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ・ﾌﾛｱ
ＰＵ同等品程度]

汚垂ﾀｲﾙ（男子便所１・２）

伸縮目地　Ｗ２５　＠２０００内外　シーリング

　（丸環：ステンレス製　φ１９　内径１００㎜）

破風板：Ｈ１８０

断熱材
　　（ポリエチレンフィルムァ０．１５敷）

床：ポリスチレンフォームァ２５敷

　　　硬質ウレタンフォームァ２５吹付（ノンフロン）

デッキプレート（平屋部分）：

外壁・天井：ＧＷ　２４㎏品　ァ１００敷込



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

284.200

12.825

126.000

2.614

× ＝

× ＝14.00 20.30

5.70 2.25

＝×

× ＝14.00 9.00

0.581 4.50

１ ２１

２

建 築 面 積

Ａ

３

Ａ＋＋ ＝

求 積 表

床
面
積

１ 階

２ 階

㎡

㎡

㎡

㎡

求 積 計 算 表 面 積 表

建 築 面 積

延 床 面 積

１ ２１階床面積

２ ３２階床面積

＋

＋

＝

＝

1/300

20,3002,250

5
,
7
0
0

1
,
5
8
1

1
,
0
0
0

5
8
1

4,500

1
4
,
0
0
0

１

２

Ａ

1/300

2,250 9,000

1
4
,
0
0
0

5
,
7
0
0

２

３

合       計

敷 地 面 積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

22.13 3.11 68.8243 34.41215

16.82 6.18 103.9476 51.97380

16.82 8.16 137.2512 68.62560

48.30 9.25 446.7750 223.38750

48.30 16.31 787.7730 393.88650

12.25 2.24 27.4400 13.72000

30.32 11.39 345.3448 172.67240

21.59 5.83 125.8697 62.93485

21.59 0.59 12.7381 6.36905

1,027.98185

1,027.98 m2

敷地求積図・求積表、建築求積図・求積表、各室面積図・求積表

１ 階 建 物 求 積 図 ２ 階 建 物 求 積 図

22
.1

33.11

16.82
6.
18
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0.59

1

6

2

3

1/300敷 地 求 積 図

敷 地 求 積 表

1
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3

4

5

6

7

8

9

58.09

× ＝

× ＝

2.70ＥＶ

× ＝

× ＝

3.615

1.515 9.65 14.619

× ＝1.50 3.00 4.500

5.350 19.340

× ＝

5.70

4.685 2.00 9.370

玄関ホール

・廊下

1.80

2.45
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6.615 6.62
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,
7
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,
0
0
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2
,
5
0
0

8
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0
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2,250

4,000

4
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2
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1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

5
,
8
0
0

6
0
0

5
,
2
0
0

3,000 4,000

1/200２ 階 各 室 面 積 図

1,5003,500

2,1006,9002,250 5,350 5,300

2,000 7,650

9,650

3
,
6
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5

1
0
,
3
8
5

4
0
0

3
,
2
1
5

3,000 15,300

1,5001,500

3
,
6
1
5 1
,
5
1
5

2
,
1
0
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7,650 7,650

2,000 3,350

1
,
5
0
0

１ 階 各 室 面 積 図 1/200

4
,
6
8
5

階段室

廊下

倉庫３

男子便所２

給湯室２

ＥＶ

研修室３

管理室

女子便所２

階段下物入

女子便所１

玄関ホール

給湯室１ 倉庫２

研修室２

階段室

廊下 研修室１

倉庫１

ＥＶ

2,200 3,100

1,8002,450

1
,
6
4
5

2
,
1
5
5

1,800

8,8002,450

3
,
5
5
0

2
5
0

ＥＰＳ

2
,
4
0
0

2
,
6
8
5

男子便所１

290 2,710

2,155 295

2
,
7
0
0

3
,
0
0
0

ＰＳ１

ＰＳ２

× ＝

１ 階 各 室 求 積 表 （㎡）

× ＝

× ＝

3.00女子便所１

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

2.10 2.00

3.615

3.215

2.10 7.65

1.50

1.50

1.50

4.200

16.065

4.20

16.07

給湯室１

倉庫２

階段室

階段下物入

倉庫１

2.20

3.10 11.206

7.073
18.28

× ＝ＥＰＳ 0.25 1.50 0.375 0.38

3.55 5.325

× ＝

（㎡）２ 階 各 室 求 積 表

研修室３

管理室

× ＝

× ＝

× ＝

男子便所２

女子便所２

給湯室２

× ＝

× ＝階段室

倉庫３

× ＝

× ＝

2.70ＥＶ

× ＝

× ＝

× ＝

× ＝

5.80

4.20 4.00

3.00

2.50 3.50

2.50 4.00

0.60

5.20

4.20 3.00

4.20

1.50

2.50 1.50

廊下

10.000

3.750

12.600 12.60

8.750 8.75

16.800 16.80

2.10

2.10

6.90 40.020

1.260

10.920 10.92

11.26

40.02

1.80

8.80

2.45 6.615 6.62

7.560

13.200 24.51

2.45 7.350 7.35

※各室面積の合計は求積表の延床面積より大きいが、

　四捨五入によるものであり、法規チェック上安全側となるので

　このまま使用する。

× ＝

× ＝

ＰＳ１

ＰＳ２

× ＝

× ＝3.00
男子便所１

2.71

0.96 2.155

2.45

0.2950.96

0.29

2.068

0.283 0.28

2.685 8.055 8.06

1
,
7
8
0

2
6
0

9
6
0

ＰＳ３

× ＝ＰＳ３ 0.26 2.45 0.637 0.64

1.78 4.361
6.43

1
,
3
0
0

1
,
1
0
0

1.30 3.523

1.30

1.10 3.300
6.82

0.377 0.38

多目的便所

多目的便所

A-10

(原図:A2)

1/200.300

0.40

× ＝7.65

× ＝

10.385 79.445

2.20 0.880
80.33

× ＝10.385 7.65 79.445 79.45研修室２

研修室１

299.63 299.63

297.02 297.02

138.82 138.82

435.84

2.155

1.645 2.467

3.232 3.23

7.79

9
4
0

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



引違イＡＤ３

両袖引込ＡＷ２

引違イＡＤ３

両袖引込ＡＷ１
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0

4
6
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2
,
0
0
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1
0
0

9
0
0
1
0
0

0.46×0.785×2 = 0.72

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

2
,
5
6
0

1,640

78570785

2,700

70 70 70
622.5 622.5622.5 622.5

1
,
4
6
0

4
0

4
0

2
,
6
0
0

1
,
1
0
0

ＯＫ 40.02/20 = 2.00
→3.0（算定値）

ＯＫ 40.02/50 = 0.80 ＯＫ

判 定

換 気 算 定 表

Ｄ／Ｈ×１０－１

市街化調整区域 窓記号
必要換気面積（㎡）

室面積ｘ係数
判 定

排 煙 算 定 表

窓記号
必要換気面積（㎡）

室面積ｘ係数
判 定有効換気面積有効換気面積

1/100排 煙 根 拠 図

ＯＫ ＯＫ ＯＫ
0.46×0.785×2 = 0.72
0.46×0.6225×4 = 1.14

1.86
0.9×1.35 = 1.21
0.46×0.785×2 = 0.72

0.46×0.6225×4 = 1.14

4.71

ＯＫ
0.9×1.35 = 1.21

2.0×0.82 = 1.64

ＯＫ ＯＫ
0.46×0.785×2 = 0.72
0.46×0.6225×4 = 1.14

1.864.71

2.0×0.82 = 1.64

0.46×0.6225×4 = 1.14

３

１

２

0.66/2.67×10-1=1.47

0.66/2.12×10-1=2.11
13.41

■3.57×2.11(採光補正係数) = 7.53
■4.00×1.47(採光補正係数) = 5.88

3.57

4.00

0.46×0.6225×4 = 1.14
0.9×2.70 = 2.43
0.46×0.785×2 = 0.72

研修室１

研修室２

室面積ｘ係数

必要採光面積（㎡）
窓記号 窓の種類室 名

採 光 算 定 表

室面積

（㎡）

外倒シ研修室３ 40.02

2.0×1.64 = 3.28

有効採光面積

１

２

0.66/2.67×10-1=1.47

0.66/2.12×10-1=2.11
13.41

■3.57×2.11(採光補正係数) = 7.53
■4.00×1.47(採光補正係数) = 5.88

3.57

4.00

0.46×0.6225×4 = 1.14
0.9×2.70 = 2.43
0.46×0.785×2 = 0.72
2.0×1.64 = 3.28

→1.47（算定値）

→2.11（算定値）

→2.11（算定値）

→1.47（算定値）
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1/100採 光 根 拠 図
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1/300 1/300１ 階 採 光 根 拠 図 ２ 階 採 光 根 拠 図
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法規チェック
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（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号
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津市豊が丘会館
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配置図、附近見取図、平均地盤算定
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（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

避難はしご降下位置
ゼブラ表示（障害物なし）

+0.222



操作面積０．５㎡以上

8
5
0

工 事 名 称
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設 計 年 月 日
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縮 尺
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水谷　　浩
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(原図:A2)

コンクリート金コテ押エ

アスファルト防水　冷熱併用工法（歩行用）

　　　　保護コンクリートァ８０金コテ押エ

陸屋根：水性無機透湿型遮熱床塗

案内板

判定

ＯＫ

2,0009,300

9,960

給湯室２

ＩＨ対応の標識設置
避難器具設置場所

階判定有効面積階

１
階

２
階 138.83/30＝4.63ＯＫ

消防無窓階の検討

297.03/30＝9.91

CW1

AW4

TOTAL
AW5

2.10×0.9=1.89
AW1
AW2
AW3

0.90×0.612×2=1.10
0.90×0.612×2=1.10
0.90×0.937×2=1.68
1.36×0.837×2=2.27
1.36×0.837×2=2.27

10.31

※消防用設備等については、消防法施行令及び

　同規則の通り設置する。

消

タテ樋：硬質塩化ビニル管（カラー）φ１００

±０ 各階一般ＦＬからの高さを示す

階段手すり

凡　　例

室内空気汚染物質測定箇所を示す★

柱芯を示す

壁芯を示す

必要面積必要面積 有効面積
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TOTAL

CW1
1.36×0.612×2=1.66
1.35×(0.655×2+0.65)=2.64

1.36×0.762×1=1.03
5.33

西側 AW8

避難はしご格納箱
折りたたみ式　自在フック（５型）消防認定品

研修室３

±０

★

（１辺の長さは０．６ｍ以上）を確保すること
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50
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ＥＰＳ

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

跳ね上げステージ

( A-47参照)

( A-48参照)

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）床置台共

カガミ( A-46参照)

（丸環：ステンレス製　φ１９　内径１００㎜）

伸縮目地 Ｗ２５ ＠２０００内外 シーリング
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三橋　五百子

前田　祐作
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水谷　　浩

一級建築士　第304509号
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軒樋：塩ビ製角型（前高型）Ｗ１２０（カラー）

ケラバ唐草：アルミ既製品

アスファルトルーフィング９４０

裏張材：ポリエチレンフォームァ４

耐火野地板ァ１８  

屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４　瓦棒葺

225

2
5

2
5

A-14

(原図:A2)

軒先水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

ケラバ水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

片棟包み：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

片棟包み：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

軒先化粧面戸：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

軒樋：塩ビ製角型（前高型）Ｗ１２０（カラー）

アスファルトルーフィング９４０

裏張材：ポリエチレンフォームァ４

耐火野地板ァ１８  

屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４　瓦棒葺

軒先水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工
軒先化粧面戸：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工

1/100
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250 8,500 250 11,300
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屋 根 伏 図

225 2,025

2,000

ケラバ水切：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４加工
ケラバ唐草：アルミ既製品

落シ口

雨押え：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４

軒先唐草：アルミ既製品 軒先唐草：アルミ既製品

落シ口

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事
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アスファルト防水　冷熱併用工法（歩行用）
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
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事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/100立面図

A-15

(原図:A2)

Ｄ

誘発目地：２０×１５ ＠２０００内外

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

手摺：アルミ製　タテ格子( 木目調) （笠木よりＨ１１００）

( A-47参照)

破風板：Ｈ１８０

破風板：Ｈ１８０
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設 計 年 月 日
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縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝
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(原図:A2)

女子便所２

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



　　モルタル金コテ下地

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝
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会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子
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　　モルタル金コテ下地

天井：化粧ＰＢァ９．５

　　モルタル金コテ下地

　　ＰＢァ１２．５下地

　　　裏張材：ポリエチレンフォームァ４

　　　アスファルトルーフィング９４０

　　　耐火野地板ァ１８  
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タテ樋：硬質塩化ビニル管（カラー）φ１００

　　　　支持金物　ステンレス製＠１０００内外

　　モルタル金コテ下地

床：複合フローリングァ１２直張
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根廻り：コンクリート打放補修

目地＠２０００内外
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矩計図

壁：ＧＷ　２４㎏品　ァ１００敷込

水切：アルミ通気土台水切

柱芯

225 2,025

Ｘ１

　　モルタル金コテ下地 腰壁：杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

　　　ＰＢァ１２．５下地

　　ＰＢァ１２．５下地

　　ＰＢァ１２．５下地

給湯室２

カガミ：Ｌ４５００×Ｈ２２００（扉付）

天井裏：振止め補強

天井：ＧＷ　２４㎏品　ァ１００敷込

　　　　コンクリート金コテ押エ
　　　（笠木よりＨ１１００）

　　　　保護コンクリートァ８０金コテ仕上

陸屋根：水性無機透湿型遮熱床塗

床：複合フローリングァ１２直張（塗装品）

　　モルタル金コテ下地

床：複合フローリングァ１２直張（塗装品）

天井：化粧ＰＢァ９．５張 天井：化粧ＰＢァ９．５張

天井：化粧ＰＢァ９．５張

キ ー プ ラ ン 1/400

Ａ Ａ

横材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

縦材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠６００

A-17

(原図:A2)

床：ビニル床シートァ２．５張

床：ビニル床シートァ２．５張床：ビニル床シートァ２．５張

防湿ポリエチレンフィルムァ０．１５
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3
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巾木：床同材巻上げＨ＝２００

　　　樹脂製見切り縁

天井：ＧＷ　２４㎏品　ァ１００敷込
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,
3
6
0

外壁：金属系サイディングァ１６張

壁：ビニルクロス張

壁：ビニルクロス張

天井：ケイカル板ァ６　ＮＡＤ塗

砕石ァ１００　ＲＣ－４０

1
0
0

1
5
5

勾配屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４　瓦棒葺

２階勾配屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４　瓦棒葺

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

手摺：アルミ製　タテ格子( 木目調) （木目調）
　　　　アスファルト防水　冷熱併用工法( 歩行用)

巾木：木製巾木（桧）Ｈ＝１００　ＣＬ塗

（通気工法）透湿防水シート

巾木：木製巾木（桧）Ｈ＝１００　ＣＬ塗

天井：石膏ボードァ１２．５下張り
ロックウール化粧吸音板ァ９

間仕切り壁：ＧＷ ２４㎏品 ァ５０敷込

 ァ５０敷込

間仕切り壁：ＧＷ ２４㎏品

壁：メラミン不燃化粧板ァ３張

壁：メラミン不燃化粧板ァ３張

天井：石膏ボードァ１２．５下張り
ロックウール化粧吸音板ァ９

　　　　（丸環：ステンレス製　φ１９　内径１００㎜）

可動間仕切

（鉄骨補強下地）

　　　　伸縮目地　Ｗ２５　＠２０００内外　シーリング
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(原図:A2)

防湿ポリエチレンフィルムァ０．１５

床：ケイ酸質系塗布防水塗

立上：ケイ酸質系塗布防水塗

　 （Ｃ－ＵＩ）

　　 （Ｃ－ＵＩ）

床：ビニル床シートァ２．５張

多目的便所 多目的便所

床：複合フローリングァ１２直張（塗装品）床：ビニル床シートァ２．５張 床：ビニル床シートァ２．５張

床：ビニル床シートァ２．５張

水切：アルミ通気土台水切

Ｂ

Ｃ

Ｂ － Ｂ 断 面 詳 細 図 Ｃ － Ｃ 断 面 詳 細 図 1/501/50

Ｂ－Ｂ断面詳細図、Ｃ－Ｃ断面詳細図

巾木：床同材巻上げＨ＝２００

　　　樹脂製見切り縁

巾木：床同材巻上げＨ＝２００

　　　樹脂製見切り縁

外壁：金属系サイディングァ１６張 外壁：金属系サイディングァ１６張

外壁：金属系サイディングァ１６張
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勾配屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４　瓦棒葺

勾配屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４　瓦棒葺

砕石ァ１００　ＲＣ－４０
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天井：ＧＷ　２４㎏品　ァ１００敷込

（通気工法）透湿防水シート （通気工法）透湿防水シート

　　　（通気工法）透湿防水シート

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

間仕切り壁：ＧＷ ２４㎏品
 ァ５０敷込

間仕切り壁：ＧＷ ２４㎏品
 ァ５０敷込

壁：メラミン不燃化粧板ァ３張



　　モルタル金コテ下地

　　モルタル金コテ下地

床：複合フローリングァ１２直張（塗装品）
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(原図:A2)

床：ビニル床シートァ２．５張

床：ビニル床シートァ２．５張

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗 見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

壁付手すり：ビニル製φ３４（木目調）

Ｄ － Ｄ 断 面 詳 細 図

Ｄ－Ｄ断面詳細図

1/50

巾木：床同材巻上げＨ＝２００

　　　樹脂製見切り縁

巾木：床同材巻上げＨ＝２００

　　　樹脂製見切り縁

天井：ＧＷ　２４㎏品　ァ１００敷込

天井裏：振止め補強

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

蹴上・踏面：ビニル床シートァ２．５張

Ｙ１

勾配屋根：カラーガルバリウム鋼板ァ０．４

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

4
9
0
60

8
8
5

庇：アルミ既製品（アルミ押出形材）

巾木：木製巾木（桧）Ｈ＝１００　ＣＬ塗

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

天井：石膏ボードァ１２．５下張り

間仕切り壁：ＧＷ ２４㎏品 ァ５０敷込

天井：化粧ＰＢァ９．５張

間仕切り壁：ＧＷ ２４㎏品
 ァ５０敷込 　　ＰＢァ１２．５

ロックウール化粧吸音板ァ９

壁：メラミン不燃化粧板ァ３張
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床：複合フローリングァ１２直張（塗装品）

巾木：ビニル巾木　Ｈ６０

　　　　コンクリート金コテ押エ

　　　　保護コンクリートァ８０金コテ仕上

陸屋根：水性無機透湿型遮熱床塗
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(原図:A2)

床：ビニル床シートァ２．５張

１．３％ １．３％

Ｅ － Ｅ 断 面 詳 細 図 1/50

Ｅ－Ｅ断面詳細図

1
0
0

（通気工法）透湿防水シート

　　　（通気工法）透湿防水シート

天井：ＧＷ　２４㎏品　ァ１００敷込

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

手摺：アルミ製　タテ格子( 木目調) （笠木よりＨ１１００）

　　　　アスファルト防水　冷熱併用工法( 歩行用)

天井：石膏ボードァ１２．５下張り
ロックウール化粧吸音板ァ９

アルミ製廻り縁
軒天：化粧ケイカル板ァ６張

( A-51参照)

　　　　（丸環：ステンレス製　φ１９　内径１００㎜）

　　　　伸縮目地　Ｗ２５　＠２０００内外　シーリング
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ＥＶ詳細図№１

設備工事関係

1. 動力用電源・照明電源・接地線の受電端子迄の引込工事

（繋ぎ込み工事含む）

2. インターホン取付位置より昇降路までの配管配線工事

（０．９φ×1０本）／台

3. 火報信号の昇降路より外部の配管配線工事

4. 遮煙ドアご採用の場合、遮煙ドア設置階乗降ロビーに火災

感知器または、煙感知器の設置工事

5. エレベーターの遠隔管理用配管・配線工事（昇降路内から

最寄の電話中継盤まで）

6. ピット内点検用コンセント設備工事

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

7. 昇降路頂部の煙感知器設備工事（外部より点検可能なこ

と）

平成２０年国土交通省告示第１４５４号第一号により点検

口の戸は錠付（工具を必要とするネジでも可）とし戸が開

いた時にはエレベーターを停止させる必要がある

8. 放送用配管配線の昇降路制御盤までの引込工事

（非常放送がある場合３線式とすること）

9. 昇降路の換気設備工事（平成１２年建設省告示１４１３号

第１第三号口により昇降路内温度を４０℃以下に保つ必要

があります）

発熱量　エレベーター駆動部（　　　　　Ｗ／　台）

注意事項

1. 昇降路間口・奥行寸法は、昇降路全域（ピット底部から昇

降路頂部まで）にわたり確保のこと

2. コンクリート強度は２１Ｎ／ｍｍ　以上のこと

3. 電源電圧の変動は＋５％～－１０％以内、電圧不平衡率

５％以内のこと

4. 本エレベーター所定の性能維持のため下記条件が必要です

（１）昇降路内の温度は－５℃～４０℃以内、湿度は月平

　　　均９０％・日平均９５％未満かつ急激な温度変化等

　　　により氷結・結露しないこと

（２）金属を損耗または腐食したり接点の接触障害の原因

　　　となるような塵及び化学的有害ガスがないこと

5. 屋上等直接外気と接する乗場における雨水よけ設備（ひさ

し・風除室・水勾配・グレーチング・防潮板等）

6. 昇降路壁には電気・水道管の配管・器具を埋め込まないこと

7. 昇降路内には他の用途の配管・ダクト等が露出しないよう

に願います

（建築基準法施行令第129条の２の５第１項第三号）

8. 遮断器はインバータ回線対応のものを使用すること

9. 輸送可能な適温配膳車や台車などの重量物は２５０ｋｇ

以下とすること

10. 換気設備を設置する場合は昇降路外部より保守可能な位置

とし、設置環境により雨水或いは、防水対策を実施のこと

11. エレベーターの保守・点検ならびに緊急対応のため、外部

階段などから最上階および最下階エレベーターホールへア

クセスできる経路を確保すること（個人宅など占有部を経

由しないこと）

12. エレベーターから発生する高周波漏洩電流と高周波ノイズ

により、他の設備が影響を受ける恐れがあります

次の対策をお勧めします

（１）エレベーター動力と通信機器・ＯＡ機器等弱電機器

　　　の電源線・通信線を１ｍ以上分離する

（２）エレベーターを含む動力の電源トランスと通信機器

　　　・ＯＡ機器等弱電機器の電源トランスを分離する

　　　（エレベーター照明用電源は弱電機器のトランス　

　　　と分離不要）

（３）エレベーターを含む機器アース線と通信機器・ＯＡ

　　　機器等弱電機器のアース線の分離配線と接地極の分

　　　離をする

13. 乗場壁へウレタン吹付けを行う場合は、乗場機器取付け後

に施工願います。乗場機器取付け前にウレタン吹付けを行

うと、乗場機器取付け時の溶接の火花に引火する恐れがあ

ります

14. 乗場に向かって強風が吹く場合には、防風対策（建築工

事）を行ってください。風圧により乗場の戸が閉まらない

恐れがあります

除外工事事項

建築工事関係

1. 昇降路の築造工事及び各階出入口、インジケータ、押ボタ

ン等の穴あけ工事

（昇降路壁は５ｃｍ　辺り３００Ｎの外力が作用した時に

１５ｍｍを超える変形及び塑性変形が生じない構造とする

こと）

2. 鉄骨構造階のファスナー、立柱及び中間ビーム（必要の場

合）並びにシキイ受材の設置工事

3. 鉄骨構造階の三方枠、インジケータ、押ボタン、ハンガー

ケース等の取付用鋼材設置工事

4. 各階乗場出入口枠周囲のモルタル詰め工事

5. 乗場機器取付後の出入口廻りの壁及び床の仕上工事

6. 昇降路頂部にエレベーター機器揚重用のフック又はビーム

の設置工事（　　　ｋN）／台

7.

8.

ピット内防水仕上工事

その他建築に関する工事

No.01号機

エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目 ０１号機

機種名称 機械室レスエレベーター

エレベーター仕様要項

分

類
仕様項目 ０１号機

か

ご

室

仕

様

天井 ＬＥＤフラット（白色ＬＥＤ）

かご室壁・戸 化粧鋼板

袖壁・出入口柱 ステンレスヘアライン仕上

巾木 アルミ製

かご床 樹脂タイル２ｍｍ（標準タイル）

かご室敷居 アルミ製

かご操作盤タイプ 袖壁操作盤

かご操作盤プレート材質・仕上 ステンレスヘアライン

かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ

インターホン乱用防止カバー あり

正操作盤インジケータータイプ セグメントＬＥＤ

車いす専用かご操作盤 両側面に設置　プレート：ステンレスヘアライン仕上　

車いす専用かご操作盤インジケータータイプ セグメントＬＥＤ

車いす専用かごボタン ステンレスクリックボタン（凸文字）・黄橙色ＬＥＤ

車いす用インターホン乱用防止カバー あり

かご室換気 ラインフローファン

かご室手すり 丸形ステンレス　二面取付（両側面）

かご室鏡 ステンレス鏡面枠なし（５７０ｍｍ×１４００ｍｍ）

キックプレート
ステンレスヘアライン仕上（ビスなし）

高さ：床面より３５０ｍｍ

壁保護幕 あり（磁石式）

床保護マット あり

そ

の

他

仕

様

気配りドア あり

点字名板取付方法 接着

インターホン呼び出しボタン応答灯

（聴覚障がい者対応仕様）
あり

おもり非常止め なし

火災時管制運転方式 火報信号連動式

インターホン型式 ６Ｖ１局

かご室アナウンス かご室音声合成アナウンス

かご室スピーカー あり

動力電源電圧Ｖ ２１０Ｖ

動力電源周波数Ｈｚ ６０Ｈｚ

高調波対策種類 絶縁トランス（ノイズ・漏洩電流対応）

フェッシャープレート エレベーター手配（２階）

レール支持方式 １フロア１ブラケット

煙感知器点検口スイッチ あり

仮設動力電源 １式

基

本

仕

様

用途 乗用

制御方式 可変電圧可変周波数制御

操作方式 乗合全自動方式（１Ｃ－２ＢＣ）

積載量 ７５０ｋｇ

定員 １１名

定格速度 ４５ｍ／ｍｉｎ

戸閉方式 ２枚戸両引き（ＣＯ）

出入口幅 ８００ｍｍ

出入口高さ ２１００ｍｍ

かご室サイズ（内法間口） １４００ｍｍ

かご室サイズ（内法奥行） １３５０ｍｍ

かご室サイズ（内法高さ） ２２８０ｍｍ

出入口方式 一方向出入口

正面側停止数 ２停止（１－２階）

そ

の

他

基

本

仕

様

耐震設計施工指針耐震クラス クラスＡ１４

公共建築工事標準仕様　適用年版

敷居間隔 １０ｍｍ

ドアセンサー機能 マルチビームドアセンサ２Ｄ

車いす仕様 あり（制御機能）

視覚障がい者対応仕様 あり

地震時管制運転方式 Ｐ波＋Ｓ波センサ付３段設定（普通級）

停電時自動着床装置 あり

乗

場

仕

様

乗場三方枠
大枠末広幕板なし

３００ｍｍ以下ステンレスヘアライン（１－２階）

乗場戸 鋼板塗装（メーカー標準色）仕上（１－２階）

乗場敷居 アルミ製（１－２階）

乗場インジケーター
一体セグメントＬＥＤ

ステンレスヘアライン（１－２階）

乗場インジ一体形ボタン
ステンレスクリックボタン（凸文字）

・黄橙色ＬＥＤ（１－２階）

休止灯 あり

車いす専用乗場ボタンプレート
一般用乗場ボタンプレート一体形

ステンレスヘアライン仕上（１－２階）

車いす専用乗場ボタン
ステンレスクリックボタン（凸文字）

・黄橙色ＬＥＤ（１－２階）

乗場休止スイッチ 乗場インジ・ボタン組込

２

　　８７５　　１

２

　２０

NS

平成２８年版
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(原図:A2)

参 考 図

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

動力電源設備（絶縁トランス適用時，ＣＶ－Ｔ電線使用時）

接地線サイズ電線サイズ

（＊）
感度電流値

動作時間
電源側ＮＦ容量設備容量号機名

電源電圧

周波数
電動機容量

ｍ まで

ｍｍＡＴｋＶＡ
ｍＡ以上

秒以上
ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍ

ｍ まで

まで
Ｖ

Ｈｚ
２

２

２

２０１
ＡＣ３φ２１０

６０
　３．８ｋＷ ４ ４０

１００

０．２

　７０ 　　８

１２１ 　１４

１８５ 　２２

　３．５

（＊）電源側に漏電遮断器を設置する場合

（単位：ｋＮ）

照明用電源ＡＣ１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ（設備容量１ｋＶＡ／台　電源側ＮＦ容量２０ＡＴ／台）

No.01

マルチビームドアセンサ

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

レール下端部荷重（長期荷重）

Ｒ１（ｋＮ） Ｒ２（ｋＮ） Ｒ３（ｋＮ） Ｒ４（ｋＮ）

２８．２ ２７．８ ４９．８ ２３．９

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ３

Ｒ４

ピット荷重（短期荷重）

Ｐ１（ｋＮ） Ｐ２（ｋＮ）

８９．５ ７１．６

Ｐ１
Ｐ２

敷居間隔

１０ｍｍ

電源引込み口

（電気工事）

点検用コンセント１００Ｖ（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

オモリ

カゴ

Fx2

Fy2

ＥＶレール支持用ブラケットに作用する地震時水平荷重

Fx2

Fy2

Fx1

Fy1

Ｆｘ１ Ｆｙ１ Ｆｘ２ Ｆｙ２

Fx1

Fy1

　４．６６ 　２．３３ 　７．２９ 　３．６５

ＮＯ．０１

注：上記矢印の地震時荷重により柱、梁などのたわみの合計が５ｍｍ以下と

　　なるよう部材を設計のこと。又、ねじれに対し強固に取付ること。

（建築工事）

電源引込み口（最下階天井付近）

動力用ＡＣ３φ－２１０Ｖ－６０Ｈｚ

照明用ＡＣ１φ－１００Ｖ－６０Ｈｚ

Ｄ種接地工事

電源線引出し長さ　天井高さ＋３５００ｍｍ

（電気工事）

・インターホン用配管配線工事

　ＣＰＥＶ－０．９×５Ｐ

・火災管制運転用配管配線工事

　自火報より無電圧ａ接点支給

・遠隔監視用配管配線工事

　ＰＶＣ－０．６５×４Ｃ

・カゴ上スピーカー用配管配線工事

　ＨＰ１．２ｍｍ×３Ｃ

No.01

一般用押ボタン

車椅子用押ボタン

No.01
床仕上面

出
入
口
芯

ａ

ａ

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ４Ｙ３

Ｘ１ Ｘ２

Ｘ１ Ｘ２

Ｙ４

Ｙ３

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付材 Ｌ－６５×６５×６ 建築工事

ＥＶ詳細図№２ 1/30
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（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/30ＥＶ詳細図№３

A

A

最上部ファスナーにかかる荷重 Ｎｏ．０１

Ｑ１（ｋＮ）

１５．４

Ｑ２（ｋＮ）

１５．４

Ｑ３（ｋＮ）

２８．７

Ｑ４（ｋＮ）

２１．０

Ｑ１～Ｑ４はＥＶ据付時に作用する

Ｑ１Ｑ３

Ｑ２Ｑ４

２
Ｆ
Ｌ

Ｎｏ．０１

ｂ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

ｄ１

ｄ１ ｄ２

ｄ２

ｋ

ｋ

ｗ
ｗ

ｗｗ

ｗ

ｗ

ｋ

ｄ２

ｄ２ｄ１

ｄ１

マルチビームドアセンサ

出入口芯

敷居間隔

１０ｍｍ
No.01

カ
ゴ
面

先
端

カ
ゴ
レ

ー
ル
芯

オ
モ
リ

レ
ー
ル
芯

オモリ芯

カゴ芯

ａ

ａ

柱
芯

Ｘ１ Ｘ２

柱芯

Ｙ４

Ｙ３

ｃ

No.01

カ
ゴ
面

先
端

カ
ゴ
レ

ー
ル
芯

オ
モ
リ

レ
ー
ル
芯

オモリ芯

カゴ芯

柱
芯

Ｘ２

柱芯

Ｙ４

Ｙ３

ｗ

Ｙ３

Ｙ４

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付材 Ｌ－６５×６５×６ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｌ－１００×１００×７ 建築工事

ｃ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ１ 揚重ビーム取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ２
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｋ 揚重ビーム（据付後撤去） Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

ｗ リブ補強材 ＰＬ－ｔ９ 建築工事
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　　水平同一レベルで施工願います
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

ＥＶ詳細図№４

有効寸法です。

モルタル防水仕上の場合は

仕上厚を考慮して下さい。

ブラケット取付のため、

ピット内の壁または梁は

最下階ＦＬ面まで立ち上

げて下さい（建築工事）

電話中継盤

昇降路内の温度は４０℃以下とする

天井点検口

（建築工事）

制御盤

電話線配管配線工事（電気工事）

昇降路最下階制御盤から最寄りの電話中継盤まで

ＰＶＣ　０．６５－４Ｃ

電源引込み口

（電気工事）

点検用タラップ

（ＥＶ工事）

点検用コンセント　１００Ｖ　（電気工事）

（照明用ＡＣ１００Ｖとは別系統のこと）

カゴ床先とフェッシャープレートとのすき間

フェッシャープレート

（ＥＶ工事）

Ｐ波地震感知器

Ｓ波地震感知器

１ＦＬ

２ＦＬ

89
.5
kN

71
.6
kN

煙感知器（ 電気 工事）

・外部より点検可能な構造として下さい

・雨水浸入が無い様配慮下さい

・点検口は錠付または工具を必要とする

　ネジ付として下さい

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口サイズはスイッチ取付スペースを考慮下さい

　（ ３００□以内、鋼板１．６ｔ ）

煙感知器（電気工事）

・外部より点検可能な構造として下さい。

・雨水浸入が無い様配慮下さい。

・ＥＶ連動スイッチ付（ＥＶ工事）

・点検口は右記 ① または ② として下さい。

煙感知器施工例

① EV昇降路専用品（スイッチ取付台座付き）（１）～（４）のいずれか

　（１）ホーチキ　     ＫＵＳ－１Ｂ

　（２）能美防災     　ＦＸＳＪ００１Ａ－ＨＵ

　（３）ニッタン　     ＮＩＤ－Ｔ－Ｇ

　（４）パナソニック　 ＢＶ９５３５１(BOX)+ＢＶ９５３８１Ｈ(扉）

② 以下２項目を満足する点検口　～下図「煙感知器・点検ボックス（参考例）」参照

　（１）スイッチ取付スペース 200×90 程度確保できる。

　（２）錠付または工具を必要とするネジ付きの蓋で、1ｍｍ以上浮かないこと。

注意ラベル

貼り付け

扉開閉検出スイッチ

取付板

煙感知器収容箱

固定ねじ

カバープレート

蝶番

カバープレート

煙感知器・点検ボックス（参考例） 矢視A-A

煙感知器

A

A
スイッチ取付スペース200x90程度

蓋は1mm以上浮かないこと

かご投影面に重ならない事

１．５

１０

Ｘ１ Ｘ２

部材

記号
名　称 部　材 工事区分

ａ 三方枠取付材 Ｌ－６５×６５×６ 建築工事

ｂ 敷居取付材 Ｌ－１００×１００×７ 建築工事

ｃ レールブラケット取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ１ 揚重ビーム取付用ファスナー ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｄ２
レールブラケット取付用ファスナー兼

揚重ビーム取付用ファスナー
ＰＬ－ｔ１２ 建築工事

ｋ 揚重ビーム（据付後撤去） Ｈ－１００×１００×６×８ ＥＶ工事

ｗ リブ補強材 ＰＬ－ｔ９ 建築工事
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図面は防水仕上後の

防水仕上面

（建築工事）

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事
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図 面 名 称

設 計 年 月 日
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手摺：塩ビ被覆アルミ手摺( 木目調)

手摺：アルミ製　タテ格子( 木目調) （笠木よりＨ１１００）

手摺：アルミ製　タテ格子 ( 木目調) （笠木よりＨ１１００）

アスファルト防水　冷熱併用工法( 歩行用)

（丸環：ステンレス製　φ１９　内径１００㎜）

ＩＨ対応ﾐﾆｷｯﾁﾝ
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展開図№１

5,000

跳ネ上ゲステージ：Ｗ５０００×Ｄ１８００×Ｈ２００

Ｄ

ＢＢ１

ＢＢ１

ＢＢ１

オペレーターオペレーター オペレーター オペレーター

オペレーター オペレーター
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A-29

(原図:A2)

1/50

Ｗ２

木製枠：杉　２５×１６０　ＣＬ塗木製枠：杉　２５×１６０　ＣＬ塗 Ｃ１

Ｗ１ ＢＢ１

Ｆ１

仕上凡例

1/50

1/50

Ｗ２

ＢＢ１ Ｗ１

床　：Ｆ１ 複合フローリングァ１２　直張（塗装品）

巾木：ＢＢ１

壁　：Ｗ２

Ｗ１
ＰＢァ１２．５　杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

Ｃ１
Ｗ２

研修室１・２

研修室１・２

研修室１・２

腰壁：

ＢＢＢＢ ＢＢ

ＢＢＢＢ

ＢＢ

木製巾木（桧）ＣＬ塗　Ｈ１００

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り壁見切縁

※柱廻り　腰壁出隅( 杉) 45×45

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

天井：石膏ボードァ１２．５下張り  

ロックウール化粧吸音板ァ９

ブラインドＢＯＸを示す（ｽﾌﾟﾙｰｽ）
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号
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ＢＢ２

A-30

(原図:A2)

1/50

1/50

仕上凡例倉庫２

倉庫２

倉庫１

床　：Ｆ１ 複合フローリングァ１２　直張（塗装品）

ＢＢ１ 巾木：

ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＰＢァ１２．５　杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗
Ｗ１

Ｗ２ 壁　：

Ｃ１

床　：Ｆ２ ビニル床シートァ２. ５張

壁　：ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

巾木：ＢＢ２ ビニル巾木　Ｈ６０

天井：Ｃ３ 化粧ＰＢァ９. ５張
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4
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1/50研修室１・２

腰壁：

ＢＢ

ＢＢ

ＢＢ

1/50倉庫１

※柱廻り　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り壁見切縁

Ｘ４ Ｘ３

Ｘ３ Ｘ４

木製巾木（桧）ＣＬ塗　Ｈ１００

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

天井：石膏ボードァ１２．５下張り  

ロックウール化粧吸音板ァ９

ブラインドＢＯＸを示す（ｽﾌﾟﾙｰｽ）



Ｗ３

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩
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A-31

(原図:A2)

仕上凡例

床　：ビニル床シートァ２. ５張

1/50多目的便所

1/50男子便所１

1/50女子便所１1/50給湯室１

Ｗ２ Ｗ２ Ｗ２ Ｗ２

Ｗ３
Ｗ３

カガミ（機械設備工事）

カガミ（機械設備工事）
カガミ（機械設備工事）

カガミ（機械設備工事）

ＢＢ３

1/50男子便所１

1/50女子便所１

Ｗ２

Ｗ２

Ｆ２

Ｆ２Ｆ２Ｆ２ Ｆ２

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２Ｆ２Ｆ２

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２

Ｆ２Ｆ２

Ｗ３

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４

ＢＢ２

巾木：
床同材巻上げ

ＢＢ３
樹脂製見切り縁　Ｈ２００

壁　：Ｗ２ ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

Ｗ３ 壁　：
ＰＢァ１２．５

壁　：Ｗ７
ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

天井：化粧ＰＢァ９. ５張Ｃ３

ＢＢ

天井：Ｃ４ ケイカル板ァ６　ＮＡＤ塗

ＢＢ２ 巾木：ビニル巾木　Ｈ６０

※手すり、棚、設備機器などの取付壁面補強下地は
耐水合板ァ１２とする。

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

メラミン不燃化粧板ァ３張

メラミン不燃化粧板ァ３張

ブラインドＢＯＸを示す（ｽﾌﾟﾙｰｽ）



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号
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5
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Ｗ１

ＯＰＥＮ

A-32

(原図:A2)

仕上凡例

床　：Ｆ１ 複合フローリングァ１２　直張（塗装品）

巾木：ＢＢ１

壁　：Ｗ２

Ｗ１
ＰＢァ１２．５　杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

Ｃ３ 天井：化粧ＰＢァ９. ５張

1/50玄関ホール・１階廊下

1/50玄関ホール・１階廊下

1/50玄関ホール・１階廊下

Ｃ３

Ｃ３

Ｗ２ Ｗ２

Ｗ２

Ｗ１ Ｗ１Ｗ１

腰壁：

ＢＢ

ＢＢ

※柱廻り　腰壁出隅( 杉) 45×45

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り壁見切縁

木製巾木（桧）ＣＬ塗　Ｈ１００

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

設備機器用開口補強

ブラインドＢＯＸを示す（ｽﾌﾟﾙｰｽ）



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号
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展開図№５
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ＯＰＥＮ
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(原図:A2)

A-33

1/50玄関ホール・１階廊下

Ｗ２

Ｗ２

Ｗ２

天井：化粧ＰＢァ９. ５張Ｃ３

Ｗ５

Ｗ５
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2
,
0
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5
0
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Ｆ１

Ｗ２

Ｗ１ＢＢ１

Ｆ３

ＢＢ２

Ｗ４

仕上凡例

床　：Ｆ１ 複合フローリングァ１２　直張（塗装品）

巾木：ＢＢ１

床　：磁器質１５０角タイル張

床　：ビニル床シートァ２. ５張

ビニル巾木　Ｈ６０ＢＢ２ 巾木：

壁　：Ｗ２

Ｗ１
ＰＢァ１２．５　杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

壁　：ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

Ｃ１

壁　：
ビニルクロス張

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

Ｗ６

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

Ｗ５

Ｗ４

腰壁：

腰壁：

Ｆ３

天井：Ｃ２ 段裏表シ　サビ止メ
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1/50階段室下物入
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6
0
9
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5

2
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Ｃ３

Ｗ４

木製巾木（桧）ＣＬ塗　Ｈ１００

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

天井：

ロックウール化粧吸音板ァ９

石膏ボードァ１２．５下張り  

ブラインドＢＯＸを示す（ｽﾌﾟﾙｰｽ）



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/50展開図№６

(原図:A2)

A-34

仕上凡例
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Ａ 面 Ｘ３
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Ｂ 面 Ｙ１Ｙ２

3,6151,335
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ＢＢ
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1
,
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Ｃ 面Ｘ３

1,850250
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Ｆ２
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ＢＢ２

5,200
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Ｙ１ Ｙ２

3,615 1,335

Ｄ 面

ＢＢ２

Ｆ２

Ｃ３

Ｗ４ Ｗ４

1/50倉庫３

1
,
1
0
0

4
0

1
,
3
6
0

Ｘ２

6,900

2506,650

Ｃ 面

Ｗ１

Ｃ１

Ｗ２

Ｆ１

ＢＢ１

ＢＢＢＢ

1/50研修室３

5,800

250

Ｙ１ Ｙ２

3,615 1,935

1
,
1
0
0

2
,
5
0
0

1
,
3
6
0

4
0

Ｃ１

Ｆ１

Ｄ 面

2
,
0
0
0

5
0
0

ＢＢ１

ＢＢ

2
,
5
0
0

5
0
0

2
,
0
0
0

床　：Ｆ２ ビニル床シートァ２. ５張

巾木：ＢＢ２ ビニル巾木　Ｈ６０

巾木：ＢＢ１

床　：Ｆ１ 複合フローリングァ１２　直張（塗装品）

壁　：ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

壁　：ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗Ｗ４

Ｗ２

天井：Ｃ３ 化粧ＰＢァ９. ５張

ＢＢ

Ｃ１

Ｗ１
ＰＢァ１２．５　杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗
腰壁：

Ｗ４ Ｗ４ Ｗ４

Ｗ２

Ｗ２

Ｗ１

Ｗ２

Ｗ１Ｗ１

Ｗ２Ｗ２

木製巾木（桧）ＣＬ塗　Ｈ１００

※柱廻り　腰壁出隅( 杉) 45×45

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り壁見切縁

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

天井：

ロックウール化粧吸音板ァ９

石膏ボードァ１２．５下張り  

ブラインドＢＯＸを示す（ｽﾌﾟﾙｰｽ）



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/50展開図№７

A-35

(原図:A2)

仕上凡例

床　：ビニル床シートァ２. ５張

Ｃ３
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Ｘ１
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Ａ 面
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,
5
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0
0

4
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,
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Ｙ３Ｂ 面
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0
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Ｗ３
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Ｙ３ Ｄ 面

Ｃ３

Ｗ３

ＢＢ３

Ｗ３

ＢＢ３

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２

1/50男子便所２

2
,
5
0
0

3,500

3,250 250

Ｘ３Ａ 面

2,500

Ｂ 面

2
,
0
0
02
,
5
0
0

5
0
0

3,500

3,250250

Ｘ３ Ｃ 面

2,500

Ｄ 面

Ｃ３

Ｗ３

ＢＢ３

Ｃ３ Ｃ３ Ｃ３

Ｗ３

ＢＢ３

Ｗ３

ＢＢ３

Ｆ２ Ｆ２Ｆ２Ｆ２

1/50女子便所２

Ｂ 面

6002,500

3,100

Ａ 面

4,000

Ｘ３

3,750 250

2
,
5
0
0

ＢＢ３ ＢＢ３

Ｗ２ Ｗ２

Ｗ２

ＢＢ

250

4,000

1,850 1,900

Ｘ３ Ｃ 面

ＢＢ３

Ｗ２

3,100

2,500600

Ｄ 面

ＢＢ３

Ｗ２

5
0
0

2
,
0
0
0

1/50給湯室２

Ｆ２

Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２ Ｆ２

Ｗ３

Ｗ７

Ｃ４ Ｃ４ Ｃ４Ｃ４

ＢＢ３

樹脂製見切り縁　Ｈ２００
巾木：

床同材巻上げ
ＢＢ３

Ｗ３ 壁　：
ＰＢァ１２．５

壁　：
ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

天井：Ｃ３ 化粧ＰＢァ９. ５張

Ｗ７

壁　：Ｗ２ ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

ＢＢ

天井：Ｃ４ ケイカル板ァ６　ＮＡＤ塗

巾木：ビニル巾木　Ｈ６０ＢＢ２

ＢＢ２

※手すり、棚、設備機器などの取付壁面補強下地は
耐水合板ァ１２とする。

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

ブラインドＢＯＸを示す（ｽﾌﾟﾙｰｽ）

メラミン不燃化粧板ァ３張

メラミン不燃化粧板ァ３張



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号
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3,750250

Ｘ３ Ｃ 面
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Ｙ４Ｙ３

5,700

Ｄ 面

2,700250 2,500

Ｙ３
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Ｄ 面
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Ｃ３

Ｆ１ Ｆ１
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,
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5
0
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2
,
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0
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5
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3
6
0

1
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4
0

展開図№８

ＢＢ１

Ｆ１

Ｗ１ Ｗ１

Ｗ２

ＯＰＥＮ

ＯＰＥＮ

Ｗ２Ｗ２

Ｗ２

Ｗ２

Ｃ３

Ｗ２ Ｗ２

A-36

(原図:A2)

仕上凡例

床　：Ｆ１ 複合フローリングァ１２　直張（塗装品）

巾木：ＢＢ１ 木製巾木（杉）ＣＬ塗　Ｈ１００

壁　：Ｗ２

Ｗ１
ＰＢァ１２．５　杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

腰壁：

1/50２階廊下

1/50２階廊下

ＯＰＥＮ

笠木：タモ集成材　ＣＬ　Ｗ１２０笠木：タモ集成材　ＣＬ　Ｗ１２０

2,500

2,500

Ｗ２Ｗ２ Ｗ２

Ｗ１

Ｃ３ 天井：化粧ＰＢァ９. ５張

壁　：
ビニルクロス張

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

壁　：

ＰＢァ１２．５＋ＰＢァ１２．５

杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

見切：杉　２４×６０　ＣＬ塗

Ｗ６

Ｗ６

Ｗ５

Ｗ５Ｗ５

ＢＢ１Ｗ６Ｗ１

ＢＢ

ＢＢ

Ｗ２

Ｗ１

※柱廻り　腰壁出隅( 杉) 45×45

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り壁見切縁

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

ブラインドＢＯＸを示す( ｽﾌﾟﾙｰｽ)



階段下物入

Ｃ２

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/100１階・２階天井伏図
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廊下
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庇
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倉庫３
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Ｘ２ Ｘ３
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2508,500

250 8,500 250
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女子便所２
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1/100

階段室

Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

Ｃ３

１ 階 天 井 伏 図 ２ 階 天 井 伏 図

化粧ケイカル板ァ６張

化粧ケイカル板ァ６張

庇

庇

2
,
4
5
0

2
,
7
5
0

2
5
0

2
,
4
5
0

2
,
7
5
0

化粧ケイカル板ァ６張

廊下

Ｃ３

2
,
4
0
0

2,
6
8
5

225 2,275

225 2,025

2
5

2
5

ＥＶ

2,275225

225 2,025

Ｘ１ Ｘ１

2
5

2
5

ＥＶ

玄関ホール

Ｃ３

多目的便所

A-37

(原図:A2)

倉庫２

Ｃ３

ＢＢ

Ｂ
Ｂ

ＢＢＢＢＢＢ

Ｓ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

ＢＢ

Ｂ
Ｂ

ＢＢ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｃ４

Ｃ４

Ｃ５

ＰＲ Ｌ＝４．２８５ｍ

ＰＲ Ｌ＝４．２８５ｍ

ＰＲ Ｌ＝３．４８５ｍ

ＢＢ ＢＢ

ＢＢ

段裏表シ　サビ止メＣ２

Ｃ４

Ｃ１

Ｃ３

屋根表シＣ５

化粧ＰＢァ９. ５張

ケイカル板ァ６　ＮＡＤ塗

凡例

ＳＢ

ＢＢ

ＰＲ ピクチャーレール

天井点検口　アルミ製　４５０角

設備用開口補強

天井点検口　アルミ製　６００角

Ｃ３

研修室３

給湯室２
Ｃ３

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

ベネジアンブラインド：ｱﾙﾐ製 ｽﾗｯﾄ幅２５ 横型操作棒式

ロックウール化粧吸音板ァ９

石膏ボードァ１２．５下張り  スクリーンボックス：Ｗ１５０×Ｈ１５０×Ｌ３６００
( ﾀﾓ集成材)

ブラインドボックス：Ｗ１５０×Ｈ１００( ｽﾌﾟﾙｰｽ)



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号
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１ 階 建 具 符 号 図 ２ 階 建 具 符 号 図
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１階・２階建具符号図
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１

ＳＤ
１

多目的便所

(原図:A2)

A-38
（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



網戸

シリンダー錠、レバーハンドル、戸当り、ＤＣ、丁番、アングルピース

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/50

1/50

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

姿 図

姿 図

姿 図

１
ＡＤ

ＦＬ

１ １

２

2
,
5
6
0

4
6
0

1
0
0

2
,
0
0
0

785 70 785

1,640

７０

カラーアルミ

１階：研修室１、研修室２

ＡＤ
３

１ランマＦＩＸ付親子アルミドア

Ｆ Ｆ

2
,
0
0
0

2
,
4
6
0

3
6
0

1
0
0

1,200

565 70 565

300 900

７０

アルミパネルァ２

２階：廊下

フランス落シ、付属金物一式

P

Ｆ

ＡＤ
１

７０

カラーアルミ

シリンダー錠、レバーハンドル、戸当り、ＤＣ、丁番、アングルピース

２

付属金物一式

アルミパネルァ２

2
,
0
0
0

2
,
4
6
0

3
6
0

1
0
0

950

ランマＦＩＸ付片開キアルミドア

カラーアルミ

ＡＷ
１

ＦＬ

ＦＬ

70

７０

カラーアルミ

1
,
5
0
0

１

ランマ外倒シ付引違イアルミ戸

１階：研修室１

ＡＷ
１

７０

カラーアルミ

２

１階：研修室２

ＡＷ
１

ＡＷ
１

3,600

1
,
3
6
0

1
,
1
0
0

3,600

1
,
3
6
0

1
,
1
0
0

４ ５

７０

カラーアルミ

１階：倉庫２ １階：廊下

カラーアルミ

７０

1
,
5
00

2
,
5
6
0

4
6
0

1
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

2,000

965 70 965

ＡＷ

７０

カラーアルミ

３
２

１階：研修室１

ＡＷ

７０

カラーアルミ

６

２階：管理室

1
,
3
6
0

1
,
1
0
0

2,700

1
,
1
0
0

1
,
4
6
0

1,600

ＡＷ
７

引違イアルミサッシ

７０

カラーアルミ

１階：倉庫１

1
,
1
0
0

ＡＷ 引違イアルミサッシ

７０

カラーアルミ

８

1
,
3
6
0

２
ＡＷ 引違イアルミサッシ

７０

カラーアルミ

９

１、２階：廊下

1
,
1
0
0

1
,
3
6
0

1,400

ＡＷ 引違イアルミサッシ

７０

カラーアルミ

１０

1
,
1
0
0

1
,
3
6
0

1,200

２

２階：研修室３、倉庫３

２

２階：研修室３、男子便所２

建 具 表 № １

強化ガラスァ５

強化型ガラスァ４強化ガラスァ５

強化ガラスァ５

強化ガラスァ５ 強化ガラスァ５

強化型ガラスァ４
倉庫３　：強化型ガラスァ４

強化ガラスァ５
研修室３　：強化ガラスァ５

男子便所２：強化型ガラスァ４

2
,
5
6
0

4
6
0

1
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

622.5 70 622.5 622.5 70 622.5

1
,
5
00

2,700

70

2
,
5
6
0

4
6
0

1
0
0

9
0
0

1
,
1
0
0

622.5 70 622.5 622.5 70 622.5

1
,
5
00

2,700

水切Ｌ１１５、外部アルミ額縁２５×１１２、付属金物一式

２階：倉庫３

Ｆ

Ｆ

P

Ｆ Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ

隠蔽式オペレーター装置、外部アルミ額縁２５×１１２、付属金物一式

クレセント、引手、アングルピース、ステイダンパー、網戸（サラン）、

クレセント、引手、アングルピース、ステイダンパー、隠蔽式オペレーター装置、 クレセント、引手、アングルピース、ステイダンパー、網戸（サラン）、 クレセント、引手、アングルピース、ステイダンパー、網戸（サラン）、 アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、

ランマ外倒シ付引違イアルミサッシランマ外倒シ付両袖引込アルミサッシ ランマ外倒シ付両袖引込アルミサッシ 両袖引込アルミサッシ 両袖引込アルミサッシ

両袖引込アルミサッシ

網戸（サラン）、水切Ｌ１１５、外部アルミ額縁２５×１１２、付属金物一式 隠蔽式オペレーター装置、付属金物一式 隠蔽式オペレーター装置、付属金物一式
アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式

アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式 アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式 アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式 アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式

建具表№１

強化型ガラスァ４

強化ガラスァ５

強化ガラスァ５
研修室３：強化ガラスァ５

アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式

木額縁幅（１Ｆ：Ｗ１６０、２Ｆ：Ｗ３３０）

(原図:A2)

A-39

網戸 網戸 網戸
網戸 網戸

網戸 網戸 網戸 網戸

880 40 88040880 40 88040

40 655655 40

※消防無窓階の検討に使用している建具については、建物内側から鍵を用いずに手動開放可能とする。

1,650

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



9
9
5

6
0

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

姿 図

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/50

1/50

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

姿 図

姿 図

ＦＬ

ＦＬ

ＡＷ 引違イアルミサッシ

７０

カラーアルミ

２
１１

２階：女子便所２、給湯室２

1
,
1
0
0

1
,
3
6
0

1,100

ＡＷ 引違イアルミサッシ

７０

カラーアルミ

１２
１

900900900900900900900900900900900250

10,150

2
,
6
0
0

ＳＷ
１

スライディングウォール １

2
,
0
0
0

6
0
0

５０

化粧鋼板ァ０．６

ハンガーレール、ランナー、ケースハンドル、丁番、レール取付鉄骨下地、付属金物一式

ＡＷ 引違イアルミサッシ

７０

カラーアルミ

１階：給湯室１

１

9
5
0

6
6
0

1,200

１３

１階：多目的便所

建 具 表 № ２

強化型ガラスァ４ 強化型ガラスァ４ 強化型ガラスァ４

ＣＷ
１

１ １
ＣＷ
２

1
,
3
0
0

1
,
1
6
0

1,200

強化ガラスァ５

カラーアルミ カラーアルミ

強化ガラスァ５

建具表№２

アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式 アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式 アングルピース、クレセント、網戸（サラン）、付属金物一式

１階：階段室１階：玄関　２階：研修室３ １階：研修室１、研修室２

自動ドアエンジン、カムラッチハンドル、丁番、アオリ止メ、アーム、 カムラッチハンドル、丁番、アオリ止メ、アーム、網戸（サラン）、

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

6
0

1
,
3
9
5

6
0

2
5
5

2
,
1
0
0

4
5

1
,
3
5
0

6
0

1
,1
4
6
～

1
,
5
6
6

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

60 895895 60 890

60 2,800 60

有効開口Ｗ９００以上

60 1,000 60

6
0

9
8
0

6
0

1
,
0
0
0

6
0

9
8
0

6
0

1
,
0
0
0

1
,
9
0
0

1
,
3
7
0～

1
,
5
2
0

6
0

4
5

9
5
5

4
5

9
5
5

光電センサー、網戸（サラン）、アルミ額縁、付属金物一式 アルミ額縁（１Ｆ：Ｗ１６０、２ＦＷ３３０）、付属金物一式

A-40

(原図:A2)

網戸
網戸

網戸

※消防無窓階の検討に使用している建具については、建物内側から鍵を用いずに手動開放可能とする。

カーテンウォール

（突出シアルミサッシ（９０°開放））

※停電時手動開放可能

網戸

衝突防止シール

4
9
0

内壁：化粧ケイカル板ァ６張

1
6
0

7
8
5

カーテンウォール
( 突き出しアルミサッシ)

FIXFIXFIX

FIX FIX FIX

FIX FIX FIX

FIX FIX FIX

FIX

FIX

FIX

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



（枠１０５）

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/50

1/50

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

姿 図

姿 図

姿 図

ＦＬ

ＦＬ

ＦＬ

１

2
,
0
0
0

ＬＳＤ

建 具 表 № ３

１

１階：研修室２

２階：給湯室２

１

１階：倉庫１

１

1,600

2
,
0
0
0

２
２

ＬＳＤ ＬＳＤ
３

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付）
４

戸４０ 戸４０ 戸４０ 戸４０

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付） １

2
,
0
0
0

900

戸４０

５

２階：研修室３

150

7
5
0

２

１階：研修室１、研修室２

2,
0
0
0

戸４０

２階：管理室

900

900

900

150

2,
0
0
0

7
5
0

7
5
0

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付） １
７

１階：多目的便所

戸４０

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付）

戸４０

１
８

１

810

2,
0
0
0

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付）

戸４０

９
２

800

150

7
5
0

7
5
0

2,
0
0
0

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付）

800

150

7
5
0

7
5
0

2,
0
0
0

１０

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付）

戸４０

１１

800

150

2
,
0
0
0

7
5
0

7
5
0

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付） １
６

アルミガラリ

アルミガラリ

アルミガラリ

強化型ガラスァ４

強化型ガラスァ４強化型ガラスァ４

強化型ガラスァ４

１階：倉庫１

４

１階：階段下物入

戸４０

ＬＳＤ 片引キ軽量スチールドア（外付） １

1
,
5
0
0

900

１２

150

7
5
0

2
,
0
0
0

1,210

2
,
2
0
0

２階：倉庫３

１階：倉庫２

１階：給湯室１

２階：給湯室２

２階：男子便所２、女子便所２

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

１階：男子便所１、女子便所１

化粧鋼板ァ０．６

自閉制御装置、オイルダンパー、引手ハンドル（樹脂製）Ｌ＝４５０

1,600

150

7
5
0

150

強化型ガラスァ４強化型ガラスァ４

建具表№３

ＳＤ
１

スチール点検ドア ２

6
0
0

400

戸３０

スチールァ１．６　ＳＯＰ

１階：多機能便所、男子便所

平面ハンドル錠、丁番、戸当りゴム、スチール四方枠、付属金物一式

（枠２４０） （枠２２０） （枠２４０） （枠２４０）

（枠２２０） （枠２２０）

（枠２２０）

（枠２２０）

戸４０

（枠２２０）

（枠２２０）（枠２２０）

A-41

(原図:A2)

有効開口 有効開口 有効開口 有効開口 有効開口

有効開口 有効開口 有効開口 有効開口 有効開口

有効開口

有効開口

引分ケ軽量スチールドア（外付） 引分ケ軽量スチールドア（外付） 引分ケ軽量スチールドア（外付）

※避難方向へ鍵を用いずに手動開放可能 ※避難方向へ鍵を用いずに手動開放可能 ※避難器具設置諸室のため鍵なし

（枠２２０）

ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、沓摺、付属金物一式

ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式

ガイドローラー、沓摺、付属金物一式 ガイドローラー、引戸用錠、沓摺、付属金物一式

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

ガイドローラー、大型サムターン、表示錠、沓摺、付属金物一式



100

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/50

1/50

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

符 号 名 称 数 量

見 込 　 硝 子

仕 上

金 物

備 考

姿 図

姿 図

姿 図

ＦＬ

ＦＬ

6
0

１１
１

ＴＢ トイレブース

４０

ＴＢ トイレブース
２

４０

１階：女子便所１

１

４０

ＴＢ トイレブース
３

ＴＢ トイレブース １
４

ＴＢ トイレブース １
５

メラミン化粧板貼

ＴＢ トイレブース １
６

建 具 表 № ４

600 100

6
0

4
0

9
5
0

700

6
0

4
0

9
5
0

４０

6
0

４０

メラミン化粧板貼

２階：女子便所２

6
0

４０

4
0

1
,
1
0
0

530 600

建具表№４

1,642 1,642

100 600 100942 600 942

40

1,230

1,400 40

40

2
,
0
0
0

1
,
9
2
0

2
0

2
,
0
0
0

1
,
9
2
0

2
0

2
,
0
0
0

1
,
9
2
0

2
0

2
,
0
0
0

1
,
9
2
0

2
0

2,
0
0
0

1,
9
2
0

2
0

4
0

500 100

6
6
0

70040

10080 500 100

4
0

6
3
0

40 680

A-42

(原図:A2)

6
0

4
0

9
5
0

732600100732700

1,432 1,43240

2
,
0
0
0

1
,
9
2
0

2
0

ＦＬ

取手､グレビティ丁番、ステンレス巾木、アルミ頭ツナギ（フタ付）、 取手､グレビティ丁番、ステンレス巾木、アルミ頭ツナギ（フタ付）、

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事
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アルミ頭ツナギ（フタ付）、アルミＲエッジ、付属金物一式
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（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事
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繊維混入セメントケイ酸カルシウム押出成形板
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軒先唐草：アルミ製

軒先唐草：アルミ製
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株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

1/5

Ｄ 木壁詳細図（ 研修室・廊下）

1
2
.
5

出隅：杉４５×４５

50

12.5

12

1
2

5
0

1
0
0

12.5

12

4
5

45

6

6

面取加工

面取加工

6
0

　　　（加工）ＣＬ塗

15

50
(65)

(65)

(
6
5
)

ＰＢァ１２．５

　　　ＰＢァ１２．５
腰壁：杉羽目板ァ１２　ＣＬ塗

15

壁仕上材

シーリング

シーリング

耐水ＰＢァ１２．５

120

軽量鉄骨壁下地　９０型

指定仕上材

Ｄ Ｄ Ｄ ス ク リ ー ン ボ ッ ク ス

1
0

1
5
0

150

2
5

25 25

1/10 1/10 1/10 1/10

30

4
0

ササラＰＬ－１６

ＰＬ－４．５

段鼻ノンスリップタイル（ゴム入）

溶接金網１００×１００×４

コンクリートァ４０

2
5

笠木：タモ集成材　ＣＬ

16

ササラＰＬ－１６

72.5 72.5

145

75 75 階段有効幅階段有効幅

ササラＰＬ－１６

Ｄ
1/10階 段 笠 木 詳 細 図 Ｄ

1/10
Ｄ

1/10階 段 詳 細 図 上 框 詳 細 図

Ｄ ス ロ ー プ 上 框 詳 細 図

1
5 3

3 3
1
2

1
8

80

40 40

40

3
1
2

1
8

3
3
5
～

5
0

１４ １５ １６

各 部 詳 細 図 № ３

１７

１８ １９ ２０

２１

1/10

壁仕上材

シーリング

20

1
9

　　　耐水ＭＤＦ下地

シーリング

耐水ＰＢァ１２．５

軽量鉄骨壁下地　９０型

指定仕上材

370

各部詳細図№３

30
0

10

巾木：桧　２０ｘ１００　ＣＬ塗

8 面取加工

(原図:A2)

A-45

ポ ス ト フ ォ ー ム 面 台 （ 一 般 部 ）

面台　ポストフォーム用メラミン化粧板

　　　耐水ＭＤＦ下地

面台　ポストフォーム用メラミン化粧板

1
9

頭ツナギ金物ァ０．８加工 頭ツナギ金物ァ０．８加工

Ｌ４０＋３３５ Ｌ４０＋９５

踏面：ビニル床シートァ２．５張

蹴上：ビニル床シートァ２．５張

溶接用ＰＬ：ボンテ鋼板ァ１．６

　　　　　溶接アンカー　内部モルタル詰め

溶接用ＰＬ：ボンテ鋼板ァ１．６

　　　　　溶接アンカー　内部モルタル詰め

9
0
0

1
,
0
6
0

72

1
1
3
.
6

1
5
0

スチールＰＬ２．３補強

ＬＧＳ　Ｗ１００

50 50
12.5 12.5

1010

8
0
0

12.5

12.5

設備用耐水合板ァ１２

ポ ス ト フ ォ ー ム 面 台 （ 男 子 便 所 2）

設備用耐水合板ァ１２

木製：ｽﾌﾟﾙｰｽ　ＳＯＰ塗

4
0

40
ビニル製φ４０

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

壁付手すり：木目調

上框：　ＳＵＳ３０４ァ２．０曲げ加工 ＨＬ

上框：　ＳＵＳ３０４ァ２．０曲げ加工 ＨＬ

見切：杉２４×６０　ＣＬ塗

12



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

Ｄ 下 駄 箱 詳 細 図 1/30
２２

各 部 詳 細 図 № ４

1/30
Ｄ 下 駄 箱 詳 細 図

２３

1/20各部詳細図№４

A-46

(原図:A2)
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25 290 25 290

1
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0

25 290 25 290 25 290 25 290 25 290 25 290 25 290 25

3,175

290 25

1
0
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2
5
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2
7
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2
5

2
7
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200

2
5

2
7
0

1
7
01
2
5

2
7
0
2
5

1
,
6
0
0

2
5

375

25 350

2
7
0

2525 28025 28025 28025 28025 280

1,550

化粧メラミンパーティクルボード　ァ２０

ポリエステル樹脂合板ァ４　片面フラッシュ側板

数

化粧メラミンパーティクルボード　ァ２５

エッジ：セフティーエッジ　ァ３
天板

化粧メラミンパーティクルボード　ァ２５

エッジ：樹脂シート　ァ０．４５
本体

棚板

裏板 ポリエステル樹脂合板ァ４　片面フラッシュ

巾木 化粧メラミンパーティクルボード　ァ２０

化粧メラミンパーティクルボード　ァ２０棚板

裏板 ポリエステル樹脂合板ァ４　片面フラッシュ

巾木 化粧メラミンパーティクルボード　ァ２０

数

化粧メラミンパーティクルボード　ァ２５

エッジ：セフティーエッジ　ァ３
天板

エッジ：樹脂シート　ァ０．４５
本体

化粧メラミンパーティクルボード　ァ２５

仕
　
　
様

仕
　
　
様

１ヶ所

１ヶ所

Ｄ
２５

鏡 詳 細 図 1/30

戸車・∨レール

2
,
2
0
0

3
0

2
,
3
3
0

1
0
0

12.5 12.5
65

12.5 162

65

1
6
2

4
0

1
1
0
1
2

6 8

1
2
4

6
52
4

引手

45 5,360

30 5,300 30

870303,50030870

扉（厚４０）：ポリ合板張　フラッシュ芯

ポリ合板カガミ：Ｗ３５００×Ｈ２２００（ラワン合板下地）

３０×２４ ３０×４０

木製枠：杉　２５×１６２　ＣＬ塗

補強下地：Ｃ－６０×３０×１０×２．３

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

（戸当たり）



150 300

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

各 部 詳 細 図 № ５

Ｄ
２６

キ ッ チ ン 詳 細 図 キ ッ チ ン 詳 細 図
２７

1/10,30

Ｄ 館 名 板 詳 細 図
２８

Ｄ Ｄ Ｄ
２９ ３０ ３１

室 名 札 （ 平 付 ） 1/10 1/10 1/10

※基材：アクリル板ァ５ ※基材：アクリル板ァ５

男子便所１

女子便所１

男子便所２

女子便所２

室名 数

１

１

１

１

研修室１

研修室２

階段下物入

給湯室１

倉庫１

倉庫２

研修室３

管理室

給湯室２

倉庫３

室名 数

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

1
0

平面図

ＳＵＳ３０４　ァ１．０
ＨＬ仕上

３００×８０×５

HL8
0

300

姿図

各部詳細図№５

システムキッチン　仕様

ステンレス

扉

ビルトインＩＨクッキングヒーター

天 板

レ ン ジ

水 栓 シングルレバー混合栓

グループ１　ファミリアシリーズ6
0
0

1,800

2
,
5
0
0

2
5
0

6
0
0

8
0
0

8
5
0

600 450 750

750 300 750

壁：ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

650
8
5
0

8
0
0

6
0
0

2
5
0

2
,
5
0
0

6
5
0

2,600

Ｄ

7508001,050

800 900 900

壁：ＰＢァ１２．５　ビニルクロス張

2
,
5
0
0

8
5
0

8
0
0

7
0
0

1
5
0

350

650

1
5
0

7
0
0

8
0
0

8
5
0

2
,
5
0
0

システムキッチン　仕様

ステンレス

扉

ビルトインＩＨクッキングヒーター

天 板

レ ン ジ

水 栓 シングルレバー混合栓

グループ３　ミストラインシリーズ

1/30 1/30

参 考 図参 考 図

(原図:A2)

A-47

ピクトサイン（突出シ） ピクトサイン（突出シ）

150

1
5
0

ステンレス　ＨＬ

姿図

150

1
5
0

ステンレス　ＨＬ

平面図

室名 数

１多目的便所

平面図

300

3
0
0

姿図

お使いください

ご自由に

どなたでも

参考品名 参考品名
ＬＩＸＩＬ

ティオ　同等品 シエラ　同等品

ＬＩＸＩＬ

トラップ トラップそ の 他 そ の 他

1/10

豊が丘会館別館

おおぞら会館
ステンレス箱文字　１８０×１８０

ステンレス箱文字　１２０×１２０
900

6
0
0

※表示：カッティングシート ※表示：カッティングシート

F
L
よ

り
1
0
5
0

館内総合案内板

Ｄ

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

案 内 板 1/10

※基材：アクリル板ァ５

※表示：カッティングシート

※レイアウト、内容は監督員と協議すること

※本体：アクリル板ァ５

※表示：カッティングシート

（点字もしくは文字等の浮き彫り）

倉庫３

給湯室２ バルコニー

研修室３

女子便所２

男子便所２

ＥＶ

階段室 管理室

廊下
廊下

廊下

給湯室１ 倉庫２

倉庫１

研修室１研修室２

階段下物入

階段室

男子便所１

女子便所１

玄関ホール

ＥＶ

多目的便所

２階案内図１階案内図

配 置 図

おもい やり駐 車場

車 いす使 用者 用駐車 場 建 物出 入口

敷地 出入口

スロ ープ



t9シナ合板下地 ＋ クロス貼り仕上

16
0

1
2
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

Ｄ
1/30跳 ネ 上 ゲ ス テ ー ジ 詳 細 図

各 部 詳 細 図 № ６

1/30

木目方向

（建築仕上有効間口）

（ステージ間口）

展開時平面図 収納時平面図
ステージCL

（
建

築
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上
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効
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行
）

20

1
0

（
ス

テ
ー

ジ
奥

行
）

5
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1
,8

0
0

20
5,000

5,040

M12汎用アンカー固定

（43箇所）

1
25

Ｘ５

Ｘ５

B部詳細図

（S=1：10）

下地材：t12ラワン合板

仕上材：t12ナラフロアー材

収納時ロックピン

（ステージ両サイド）

大引

脚パネル
アジャスター

ガススプリング

カマチ：ナラ集成材CL20

12
5

1

1
9
9.

5

7
4
.5

3

（
ス

テ
ー

ジ
高

さ
）

（ステージ間口）

（建築仕上有効間口）

展開時正面図 収納時正面図展開時側面図

（建築仕上有効奥行）

（間口方向脚パネル2分割）
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0
0

（
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効
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（
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C
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,8

6
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4
5
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1
5

1,
3
05

15

73

1
,3

7
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3
00

5,000

5,040

Ｘ５

（
建

築
仕

上
有

効
高

さ
）

（
収

納
時

ス
テ

ー
ジ

高
さ

）

（建築仕上有効奥行）

20

1
,8

6
5

1
,8

4
5

160
112.5

10

Ｘ５

側面図（収納時）

３２

各部詳細図№６

大引

下地材：t12ラワン合板

仕上材：t12ナラフロアー材

カマチ：ナラ集成材CL

M12　スタッドアンカー

省力起倒装置

点検口用化粧ビス

A部詳細図

（S=1：10）

建築床：長尺塩ビシート

20

50

1

64

4.4

1
25

7
4.

5

1
99

.
5

3

11
4
.5

158.5

112.5

50 12.550

ステージ裏面木口詳細図

（S=1：2）

動作過程図

ステ－ジサイズ

手動式壁面収納ハネアゲステ－ジ

W： 5000  D：1800   H：200  （mm）

最大積載荷重

クロス貼り ※下地の目地部、ビス打ち部のパテ埋め処理も含むステージ裏面仕上

ステ－ジ工事外項目

設置階

コンクリート下地建築床収納部

品    名

カマチ

本 体 主 要 構 成 部 品

ナラ集成材

備    考仕    様

フロアー材 t12ナラフローリング化粧合板 F☆☆☆☆

下地材 t12ラワン合板 F☆☆☆☆

クリアラッカー塗装

最小操作人員 4　名

省力起倒装置 偏平線コイルバネ+チェーン

品    名

本 体 主 要 構 成 フレーム

表面処理仕    様

大引 角鋼管 60×30×t1.6 合成樹脂塗装（ライトブラウン）

収納時ロックピン 丸落とし式

ステージ裏面下地 t9シナ合板またはt6ラワン合板 F☆☆☆☆

脚パネルダンパー ガススプリング

脚先アジャスター レベルアジャスター

パネルフレーム 角鋼管 28×28×t1.6 合成樹脂塗装（ライトブラウン）

脚パネルフレーム 角鋼管 50×26×t1.6 合成樹脂塗装（ライトブラウン）

または　t3化粧合板貼り　※木口処理も含む

１階

参 考 図

（穴加工は現場合わせ）

受ケプレート（ビス固定）

▽
壁

仕
上

面

（建築仕上有効奥行）

収納時ロックピン

解除位置

ロック位置

カマチ

C部（収納時ロックピン）詳細図

（S=1：5）

F
L
ま

で
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7
0

建築側

三方枠

2
5

50

133.3

66.3 67.1

16.720.8

（
ス

テ
ー

ジ
高

さ
）

B

2
0
0

A

（ステ－ジ奥行）

50 1,800

1
,6

65

1,690125 160

10

(原図:A2)

A-48
（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

（ステージ工事外）

クロス貼り仕上

t5 アガチス材

t9 シナ合板



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

Ｄ
1/30

1/30

各 部 詳 細 図 № ７

各部詳細図№７

３３

参 考 図

カ ー テ ン ウ ォ ー ル 詳 細 図

・耐風圧性　Ｓ－４（２０００ｐａ）

・水蜜性能　ｗ－５（　５００ｐａ）

・気密性能　Ａ－４（２等級線）
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・上部（補強ポール・ネット）下り防止金具付きとする
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ＫＢＭからの現状レベルを示す

ＫＢＭからの計画レベルを示す

下段：ＫＢＭからの現状レベルを示す

上段：ＫＢＭからの計画レベルを示す±0

±0

±0

±0

撤去を示す

記 号

A

B

C

D

E

F

G

H

J

I

K

L

G

-0.113

-0.113

+0.212

+0.212

北

バス亭

電柱

道路中心線

前面道路

倉庫

電柱

KBM±0

電灯

４２条１項１号

隣地境界線

道路境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線 16.67ｍ21.51ｍ

9.84ｍ

隣
地

境
界

線
9.

9 1
ｍ

13.86ｍ 2.66ｍ 37.11ｍ

1
0
.
7
5
ｍ

1
6
,
0
4
0

6.08ｍ

+0.277+0.257
石撤去

1,
8
0
0

2,600

+0.456

+0.304
+0.084

+0.044

+0.380

+0.128

+0.140

+0.380

+0.433

+0.433

-0.027

-0.027

-0.052

-0.052
-0.202

-0.202

-0.316

-0.316

+0.145

+0.145

+0.168

+0.168

+0.136

+0.167

+0.133

+0.070

-0.152

-0.152

0.120

既設縁石１００　撤去

+0.159

+0.301

A

B

C

D

H

J

既設側溝 Ｕ－３００（既設のまま）

既設側溝 Ｕ－３００（既設のまま）

既設側溝 Ｕ－３００（既設のまま）

ガードパイプ（既設のまま）

低木　撤去 低木　撤去

既設フェンス撤去既設フェンス撤去

看板( 既設のまま)

F

E
I K

L

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

( 電気工事)

幹径（ｍ）

０.３

０.３

０.１

０.１

０.１

０.15

０.１

０.３

０.１

０.４

０.１

０.17

1/200外 構 撤 去 図
撤去樹木リスト

高さ（ｍ）

２.５

２.５

３.０

３.０

２.０

２.０

２.０

２.０

２.０

２.０

２.０

２.０

２.５

２.５

３.０

３.０

２.０

枝幅（ｍ）

１.５

２.０

１.５

１.５

１.５

１.５

１.５

コンクリート舗装撤去ｔ=100㎜

既設鋼管ポール撤去



公園利用者車両駐車場

49.8m

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第307846号

三橋　五百子

前田　祐作

一級建築士　第360917号

水谷　　浩

一級建築士　第304509号

仮設計画図

(原図:A2)

A-54

倉庫

電灯

1
6
,
0
4
0

前面道路

４２条１項１号

5
,
1
4
0

5
,
4
0
0

バス亭
電柱

道路中心線

電柱
看板

既設側溝 Ｕ－３００

既設側溝 Ｕ－３００ 計画建物

1/300

工事車輌駐車場

スロープ：工事期間中設置
勾配５%

1,350 2,0156,100

北

仮 設 計 画 図

1/300･1/30

公 園

14,5185,014

東屋

33,643

53,176

1
3
,
3
2
8

仮囲：成形鋼板　Ｈ２．０ｍ

30
0

U- 300
既設側溝

既設縁石シート養生

砕石にてスロープ成形

鉄板敷
ァ 22

スロープ詳細図　1/30 凡 例

水抜き管布設

仮設事務所

仮設便所

成形鋼板
H2 0 0 0

スロープ：工事期間中設置
勾配５%

既設側溝 Ｕ－３００
キャスターゲート
W6 0 0 0

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

足場：枠組本足場　建地Ｗ＝９００　手すり先行方式

ジャバラゲート　Ｗ６．０ｍ×Ｈ１．８ｍ

仮設鉄板敷 ァ２２　６０００×１５００程度

工事車両進入経路 切込砕石 ァ５０ 敷均し転圧

２段手摺り、巾木板共、メッシュシート張

既設縁石

成形鋼板
H2 0 0 0

切込み砕石撤去後、不陸整地範囲( 購入良質土ァ５０)

仮設敷き鉄板撤去後、不陸整地範囲( 購入良質土ァ５０)

仮設敷き鉄板・仮設事務所等撤去後、不陸整地範囲

（切込砕石ァ５０）

工事車両進入口

公園利用者両進入口

交通誘導員は工事車両を工事現場まで誘導すること。

交通誘導員配置

（大型車両進入時、公園内作業時等かつ

夏休み期間中は常時配置すること）

（既設のまま）
コンクリート舗装

工事車両進入口

公園利用者車両進入口

交通誘導員

キャスターゲート
W6 0 0 0

※乗入工事(別途工事)施工時のみ開放

単管バリケート



８－３

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日

NS縮 尺

図面番号

構造特記仕様書

せき板及び支柱の在置期間（普通ポルトランドセメントの場合）

基礎、梁側、柱、壁

１５℃以上
コンクリート

の材齢による

場合
８ 日

５ 日

３ 日

５Ｎ/ｍｍ2

２ ８ 日

２ ５ 日

１ ７ 日

０．８５Ｆｃまたは１２Ｎ/ｍｍ2

スラブ下 梁 下

設計強度

２ ８ 日

０℃以上

５℃以上

圧縮試験による場合

調合強度は下記の両式を満足するものとする。６－６

６－７

２）　ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

スカラップ形状　　・スカラップ工法　　・ノンスカラップ工法７－６

１）　材質　・Ｄ２９５Ａ　・ＳＤ３４５　・ＳＤ３９０　・ＳＳ４９０　・ＳＤ４９０

６－８

通し
ダイア

内ダイア柱

１）　アーク溶接に使用する溶接棒、ワイヤ及びフラックスは母材の種類、寸法、及び溶接条件に相応したものを選定する。

２）　大臣認定柱脚（メーカー仕様による）　　　・使用する　　　・使用しない

§７　鉄骨工事

・Ｓ１０Ｔ

熱間成形角形鋼管

・ＳＳ４００　　・　

高力ボルトの種類

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

全般

使 用 箇 所

・ Ｆ ８ Ｔ

・Ｆ１０Ｔ

鋼 材 名

・ＳＳＣ４００　・　

・ＳＴＫ４００　・ＳＴＫ４９０

・ＳＨＣ４９０Ｂ　・ＳＨＣ４９０Ｃ

・ＳＨＣ４００Ｂ　・ＳＨＣ４００Ｃ

・ＢＣＰ２３５　・ＢＣＰ３２５

・ＢＣＲ２９５　・　

・ＳＴＫＲ４００　・ＳＴＫＲ４９０

・ＳＮ４００Ｃ　・ＳＮ４９０Ｃ

・ＳＮ４００Ｂ　・ＳＮ４９０Ｂ

・ＳＮ４００Ａ　・　

・ＳＭ４００Ａ　・ＳＭ４９０Ａ

一般構造用軽量形鋼

一般構造用炭素鋼管

冷間成形角形鋼管

一般構造用角形鋼管

建築構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接材料７－５

普通ボルト、アンカーボルト７－３

・ １００ ・ １２０ ・ １５０ ・ 

・ ８０ ・ １００ ・ １２０ ・ １５０ ・ 

使 用 箇 所長 さ （ ｍ ｍ ）

２２φ

１９φ

１６φ

径

頭付きスタッド７－４

・ ８０ ・ １００ ・ １２０ ・ １５０ ・ 

溶融亜鉛メッキ形高力ボルト

ＪＩＳ形高力ボルト

トルシア形高力ボルト

高力ボルト７－２

材種及び使用箇所７－１

高強度コンクリート及びプレストレストコンクリート工事は別記特記仕様書による。

コンクリート打込中及び打込後5日間はコンクリート温度が2度を下回らないようにし、かつ、

乾燥、振動等によってコンクリートの凝固及び硬化が妨げられないように養生すること

本 数

設計図書の優先順位は下記による。

使用材料は原則としてＪＩＳ規格品、又は大臣認定品とする。

その他

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

埋戻し土、盛土、残土処分

※（１）

捨てコンクリート厚さ

基礎及びスラブ下地業　　　（単位ｍｍ）

注（１）　アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は１００以上とする。

　（２）　端部ａは１００以上とする。

・無筋コンクリート地業　　　・　締固め工法　　　・　ソイルセメント杭

既製コンクリート杭

・　ＰＨＣ杭　　　　　　・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・　

・　ＳＴ杭　　　　　　　・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・　

・　節杭　　　　　　　　・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・　

・

・　打撃工法　　　・　油圧ハンマー　・　ディーゼルハンマー　　

・　中堀拡大根固め工法（認定工法）

・　回転埋設根固め工法（認定工法）

設計基準強度　　（Ｎ/ｍｍ2）６－１

１－１

１－２

１－３

１－４

１－５

１－６

１－７

３－２

４－１

４－２

４－３

４－４

３－１

Ｂ：割栗石

Ａ ： 砕 石
厚 さ

屋 内

屋 外

備 考

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

ａ

・　ＰＲＣ杭　　　　　　・Ⅰ種　　　　・Ⅱ種　　　　・Ⅲ種　　　　・Ⅳ種

・　ＳＣ杭　ｔｍｍ　　　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　

杭径（拡底部）ｍｍ 長期　ｋＮ 短期　ｋＮ 終局　ｋＮ

山留め、根切り

地耐力載荷試験　　・　行う　（　　箇所、長期設計耐力の３倍を確認する）　　・　　行わない

・５０　・６０　・１００

・５０　・６０　・１００

・５０　・６０　・１００

・５０　・６０　・１００

・５０　・６０　・１００

・５０　・６０　・１００

・Ａ　・Ｂ

・Ａ　・Ｂ

・Ａ　・Ｂ

・Ａ　・Ｂ

・Ａ　・Ｂ

・Ａ　・Ｂ ・６０　・１００　・１５０

・６０　・１００　・１５０

・６０　・１００　・１５０

・６０　・１００　・１５０

§４　地業工事

選択項目は○印を 適用し、○印 がない場合は ＊印を適用する。
○印が複数有る場 合は、共に適 用する。

§６　コンクリート工事

§１　一般事項

・鉄筋コンクリート構造配筋標準図　　・鉄骨工作標準図

１）本特記仕様書

２）設計図

３）標準図

５）日本建築学会標準仕様書、　ＪＡＳＳ５、　ＪＡＳＳ６

地 中 梁

１）　杭種

２）　工法

３）　杭径、設計耐力表

ベ タ

基 礎

場 所

・鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図　　・高強度せん断補強筋施工仕様書

§２　仮設工事

§３　土工事

埋戻し土　　・　根切り土の中の良土　　・　搬入良土

盛土　　　　・　根切り土の中の良土　　・　搬入良土

残土処分　　・場内地均し　　・場外搬出処分（・　自由　・　指定場所）

[・六価クロム溶出試験　　　　　]　　・行う　　　　　　　　　・　行わない

４）仕様書（・公共建築協会　・日本建築家協会）

第三者機関による検査・試験費用は工事費に（　・含む　　　・含まない）

梁貫通位置、径、及び箇所数は（・意匠図　・構造図　・設備図）による。

　　杭周固定液　　・あり　　・なし　

・　埋込み工法　　・　プレボーリングセメントミルク注入工法（杭先端閉塞）

４－５ 場所打鉄筋コンクリート杭、場所打鋼管コンクリート杭

・　ＢＨ工法　　　　　　　・　

・　リバース工法　　　　　・　オールケーシング工法（　・　ベノト工法　・　　　　　　　）

４－６

４－７

材種５－１

種 類

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・ＳＤ３９０

・溶接金網

・高強度せん断

５－２

５－３

５－４

梁貫通補強

その他

上 杭

長さ 種別

中 杭

長さ 種別

下 杭

長さ 種別

管厚ｍｍ 備 考

径

・１２７５級

・　７８５級

・　６８５級 ＵＤ

全長

　（ｍ）
杭径（拡底部）ｍｍ

・　アースドリル工法　　　・　拡底アースドリル工法

杭径（拡底部）ｍｍ 長期ｋＮ 短期ｋＮ 終局ｋＮ

鋼管杭、その他特殊杭

杭打地業共通事項

　補強筋

ＵＲ

継 手

・重ね継手

・重ね継手　・スパイラル　・工場溶接Ｐ

Ｋ

溶接部の検査（第三者機関による）

・重ね継手　・スパイラル　・工場溶接

・重ね継手　・溶接継手　・機械継手（　　級）

Ｄ１６　以下

Ｄ１９　以上

Ｄ　　　以上

§５　鉄筋工事

４）　杭の構成表

５）　杭頭補強

１）　工法

２）　杭径、設計耐力、本数表（拡底部は施工径を示す）

３）　杭先端深さ　　ＧＬ－　　ｍ

５）　使用材料

コンクリート　　Ｆｃ　　（　・　普通ポルトランドセメント　・　高炉セメントＢ種）

鉄筋　　　　　　・　　Ｄ　以下　　　　ＳＤ２９５Ａ　・　　Ｄ　以上　　　ＳＤ３４５

１）　杭種

　 材種

２）　工法

・　打撃工法　（　・　油圧ハンマー　・　ディーゼルハンマー　）　・　埋込み工法

３）　杭径、設計耐力、本数表

　○不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また、残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

　　１検査ロットは１組の作業班が１日に施工した溶接箇所の数量で２００箇所以内

・抜取り検査

４）　孔壁測定（２方向）

鋼管（リブ付）　・　ＳＫＫ４００　　・　ＳＫＫ４９０　

２）　 載荷試験　　・行う　（　　箇所、長期設計耐力の３倍を確認する）　　＊行わない

・引張り試験（ＪＩＳＺ３１２０）

・超高音波探傷試験（ＪＩＳＺ３０６２）　・　熱間押抜き試験

　　　　　　　　・　　Ｄ　以上　　　　ＳＤ３９０

溶接継手　・　ガス圧接　・　突き合せ溶接（Ｄ１６以下は重ねアーク溶接でも可）

　１検査ロットにつき　　・　３本　　　　・　

・溶接継手　・機械継手（　　級）

３）　 ＳＬ塗布　　・行う　　　・行わない

　・　行う　　（　・　全数　・　　　％）　　・行わない

・鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

・コンクリートを２回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

・コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

・鉄筋はJIS G3112の規格品を標準とする。

・鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図」による。

本数

７－１２ 鉄骨製作工場

８－１

８－２

コンクリートブロック

ＡＬＣパネル

押出成形セメント板

・スライド構法

・ロッキング構法

・カバープレート構法

・ボルト止め構法
横

縦

構 法方 向 備 考使 用 箇 所

・ロッキング構法

・スライド構法

ＰＣａ板

ＰＣａ板厚さｍｍ

方 向

縦

横

備 考使 用 箇 所

現場打厚さｍｍ 合計厚さｍｍ 備 考

構 法

８－４

Ｓ

国土交通省大臣認定（グレード）

Ｈ Ｍ Ｒ Ｊ

§８　コンクリートブロック・ＡＬＣパネル・押出成形セメント板・ＰＣａ板工事

１）　種類　　　　　　・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種

２）　厚さ　ｍｍ　　　・１００　　　・１２０　　　・１５０　　　・１９０

１）　使用箇所　　　　・床　　　　　・屋根　　　　・外壁　　　　・内壁

３）　外壁取り付け構法

１）　床及び屋根　　　　　　　　　　　　　　　・床　　　　　・屋根

　・合成板

　・ＰＣａ板単独　　厚さｍｍ　　　　　　　

２）　外壁　　　厚さｍｍ　　　　　　　　　　　 ・　 　　　　・　

・セメント系固化材撹祥　　　・　圧密排水工法　　・　地盤柱状改良（基礎詳細図による）

地盤改良　(詳細は地盤柱状改良工事特記仕様書)

・６０　・１００　・１５０

外 壁

外 壁

鋼管ｍｍ 本 数 備 考杭径（拡底部）ｍｍ 長期ｋＮ 短期ｋＮ 終局ｋＮ

１）　セメント　　　・　普通ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０　・　高炉セメントＢ種　・　低熱ポルトランドセメントＪＩＳＲ５２１０　

・　普通コンクリート　

　　・Ｆｃ１８　・Ｆｃ２１　・Ｆｃ２４　・Ｆｃ２７　・Ｆｃ３０　・Ｆｃ　　・Ｆｃ

　　・ＬＦｃ１８　・ＬＦｃ２１　・ＬＦｃ２４　・ＬＦｃ２７　・ＬＦｃ３０　・ＬＦｃ

３）　躯体　　　　　（使用区分は設計図の軸組図に示す）

２）　粗骨材　　　　・　砂利　・　砕石　・　高炉スラグ骨材　・　人工軽量骨材　・　再生骨材

　 最大径（ｍｍ）・　２０　・　２５　・　４０

・　軽量コンクリート　（・１種　・２種　　気乾単位容積質量　　・１８．５　・　　　）

７）　かさ上げコンクリート　　・Ｆｃ　　　・ＬＦｃ　　　（気乾単位容積質量　・１８．５　・　　　　）　

５）　捨てコンクリート　・Ｆｃ１８

箇 所 備 考一 般基礎、地中梁

スランプ　ｃｍ １８１５

水セメント比　％ 60以下６５ ６０

単位水量　ｋｇ/ｍ3 １８５ １８５ 185以下

270以上２７０２７０単位セメント量ｋｇ/ｍ3

試験　　（躯体コンクリートの標準養生による調合管理強度試験、水中養生による材齢２８日圧縮強度推定試験または

耐久設計基準強度　　（Ｎ/ｍｍ2）

計画供用期間の級 短 期 標 準 長 期 超 長 期

耐久設計基準強度 （Ｎ/ｍｍ2）

混和材　　　　・ＡＥ減水剤　　・　高性能ＡＥ減水剤　・　躯体防水材　・　膨張材６－３

６－４

６－５

・ １８ ・ ２４ ・ ３０ ・ ３６

６－２

構 造 特 記 仕 様 書

　　　　　現場封かん養生による２８日超え９１日以内の圧縮強度推定試験は公的機関において行う）

土間コンクリート

・外壁　　・内壁

　 　・　STK400 

２）　厚さ　ｍｍ　　　・５０　　　　・１００　　　・１２０　　　・１５０　　　・１７５

　１検査ロットにつき　　・　３０箇所　　・　全数

独立、布、杭

７－８ 溶接手法及び管理

使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

管理技術者により管理を行うこと。

７－９ デッキプレート（単位　ｍｍ）

３）　型枠用　　　　　　　高さ　・　　　　板厚　・　　　　形版　　　　タイプ

４）　防錆処理　　　　　　・　プライマー　・　亜鉛メッキ　・　Ｚ１２　・　Ｚ２７

７－１０ 錆止め塗装（工場塗１回、現場塗１回を原則とする）

２）　錆止め塗料

７－１１

３）　　溶融亜鉛メッキ　　　　　・行う　　　　　・行わない

１ 種 ２ 種

塗付量（ｋｇ/㎡）
塗 料

溶接部の検査（受入検査）　・行う　　　　　・行わない

１）　素地こしらえ　　　　・ケレン　　　　・ブラスト

適 用

室外 室内

・

・

・・

・

鉛丹錆止めペイント　　　　　ＪＩＳＫ５６２２

シアナミド鉛錆止めペイント　ＪＩＳＫ５６２５ ・０．１２

・０．１７

・０．０９

・０．１０

・０．１４

・０．１０・

・

１）　床用　　　　　　　　高さ　・　５０　　　板厚　・　１．２

２）　合成スラブ用　　　　高さ　・　５０　　　板厚　・　１．６

・現場溶接フランジ

ウェブ

７－７ 継手

・高力ボルト

・高力ボルト

・現場溶接

柱

・現場溶接

梁

・現場溶接

・高力ボルト

・高力ボルト

[・載荷試験　　・　一軸圧縮試験]　　・行う　　・　行わない

２）　フレッシュコンクリート　[　・　スランプ　・　空気量　・　単位水量]　・　行う　・　行わない

１）　骨材　［　・　塩分含有量　・　アルカリシリカ反応性　]　 　　　　　　・　行う　・　行わない

３）　躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験　　　　　　　　　　　　　　　　・　行う　・　行わない

４）　コンクリートコア抜き取り圧縮試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　行う　・　行わない

５）　マスコンクリートのひび割れ照査（温度応力解析）　　　　　　　　　　　・　行う　・　行わない

　外壁取付構法及び厚さｍｍ　　　　・６０ｍｍ　

・　ケムン工法 先端開放（認定工法）

構造スラブ

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

鉛、クロムフリー錆び止め　　ＪＩＳＫ５６７４

平成２７年改正 ＪＡＳＳ５ による。

・６０　・１００　・１５０

１）　［・　杭長決定用先行杭　・試験堀］　　・行う　（S12に図示）　　・行わない

一般用錆止めペイント　　　　ＪＩＳＫ５６２９

・　プレボーリング拡大根固め工法（杭先端開放）

記

事

項

特

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

・　かご筋　　　・　スタッド溶接　　・　杭外周溶接　　

設計地耐力　　　　長期  ２００ｋＮ/㎡　　　短期  ４００ｋＮ/㎡　　 終局  　    ｋＮ/㎡

胴縁・母屋梁 間柱

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

・ＳＳ４００

(原図:A2)
S-01

梁貫通孔の補強形式は標準仕様書[図7.2]による。

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事

４）　土間コンクリート　・Ｆｃ１８　　（ただし柱、壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする）

６）　防水押さえコンクリート　・Ｆｃ２１　・ＬＦｃ　　　（気乾単位容積質量　・１８．５　・　　　　）　

備  考
検査率又は検査数

検 査 方 法検 査 個 所

□ 溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

□ 完全溶込み溶接部

　　（突合せ溶接）

％
個

％
個

工場自主検査

自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために

第三者検査機関名

□ 

□ 外観検査（※） 個
％

個マクロ試験、その他

外観検査（※） ※平成12年建設省
告示第1464号第
二号による
（目視及び計測）
（注）東京都の要綱
に基づき必要となる
建築物の場合に実施
する個

％

個
％

超音波深傷試験

内質
検査
（注）

□硬さ試験

□示温塗料塗布

注１） 現場溶接部については原則として第三者による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100%行うこと

注２） 知事が定める重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事に報告すること

□ 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

軸力導入試験　□　要　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　□　否

□　一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

□　トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

第三者受入検査

％
個

％
個

個
％

個

個
％

個
％

１００

１００

１００

ＡＯＱＬ４.０%　第６水準



２－９　重ね継手及び定着長さ

　重ね継手及び定着の長さ、投影定着長さは下表による。

　　　　余長は４ｄ以上とする。

フックあり
コンクリートの鉄筋の
設計基準強度 Ｌ３ Ｌ３ｈ Ｌａ Ｌｂ

種 類 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ１ｈ Ｌ２ｈＦｃ(Ｎ／ｍｍ２) 小梁 スラブ 小梁 スラブ

18 45d 40d 35d 30d 20d 15d

21 40d 35d 30d 25d 15d 15d
SD295A

24～27 35d 30d 25d 20d 15d 15d
SD295B

30～36 35d 30d 25d 20d 15d 15d

39～45 30d 25d 20d 15d 15d 15d

18 50d 40d 35d 30d 20d 20d
10d

21 45d 35d 30d 25d 20d 20dかつ
20d 10d －150mmSD345 24～27 40d 35d 30d 25d 20d 15d

以上
30～36 35d 30d 25d 20d 15d 15d

39～45 35d 30d 25d 20d 15d 15d

21 50d 40d 35d 30d 20d 20d

24～27 45d 40d 35d 30d 20d 20d
SD390

30～36 40d 35d 30d 25d 20d 15d

39～45 40d 35d 30d 25d 15d 15d

一般定着の直線Ｌ２またはフック付きＬ２ｈの図

定着起点 定着起点 定着起点 定着起点

Ｌ２ Ｌ２ｈ Ｌ２ｈ Ｌ２ｈ

余長 余長 余長
（8ｄ以上） （6ｄ以上） （4ｄ以上）

直線定着 90°フック付き定着 135°フック付き定着 180°フック付き定着

※注(1) Ｌ１，Ｌ１ｈ：重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

　　　　　　　　　 並びに下記(2)及び(3)以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　(2) Ｌ２，Ｌ２ｈ：割裂破壊の恐れのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　(3) Ｌ３：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを

　　　　　　 受ける小梁は除く。

　　(4) Ｌ３ｈ：小梁の下端部のフックあり定着の長さ。

　　(5) フックのある場合のＬ１ｈ、Ｌ２ｈ及びＬ３ｈは、次図に示すように鉄筋相互の折り曲げ開始

　　　　点間の距離とし、末端のフック部分Ｌ'は定着長さに含まない。また、中間部での折曲げ

　　　　は行わない。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図　No.1

１　適用範囲

　　　

（ｅ）設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

（ｆ）本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

（ｇ）本標準図に示す単位は特記なき限り全てｍｍとする。

２－１　鉄筋の表示記号

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

記号

呼び径ｄ D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38 D41

最外径Ｄ 11 14 18 21 25 28 33 36 40 43 46

・フックのない場合

・フックのある場合
多い

・本数に差がある場合
少ない

・機械式継手表示

・溶接継手表示

　　（ガス圧接、突き合せ溶接）

２－２　加工及び組立（一般事項）

　　　（ａ）鉄筋は、設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で正しく加工して組み立てる。

（ｃ）コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与えない。

２－３　加　工

　　　

（ｂ）異形鉄筋の末端部のフックは、２－７（フック）による。

２－４　組　立

　　　

　　　なお、スペーサーは、転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、スラブのスペーサーは

（ｂ）前に打ち込まれたコンクリートから出ている鉄筋の位置を修正する場合は、鉄筋を急に曲

　　　げることなく、できるだけ長い距離で修正する。

２－５　継　手

（ａ）鉄筋の継手は、重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手（平成12年建設省告示1463号　　　

　　　に適合したもの）とし、適用は特記による。

（ｃ）重ね継手及び定着の長さは、２－９（重ね継手及び定着長さ）による。

（ｄ）隣り合う継手の位置は、２－１０（隣り合う継手の位置）による。

（ｅ）溶接金網、スパイラル筋の継手及び定着は、それぞれ２－１１（溶接金網の継手及び定着）、

　　　２－１２(スパイラル筋の継手及び定着）による。

２－６　溶　接

　　　２－６－１　溶接材料の種類

　　溶接棒、ワイヤ及びフラックスの種類は下表により、母材の種類、寸法及び溶接条件に相応

　したものを選定する。

（ｄ）鉄筋には、点付け溶接を行わない。また、アークストライクを起こしてはならない。

（ｂ）有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

（ｃ）鉄筋の折曲げ形状及びその寸法は、２－８（鉄筋の折曲げ）による。

（ａ）本配筋標準図は、鉄筋コンクリート造における鉄筋の加工、組立の一般的な基準とする。

（ｂ）本配筋標準図以外については設計図書及び監督職員の指示による。

（ｃ）本配筋標準図で「図示」とあるのは、設計図面記載事項を意味する。

（ｄ）本配筋標準図で「特記」とあるのは、「特記仕様書」の記載事項を意味する。

（ａ）鉄筋の切断は、シヤーカッター・直角切断機等によって行う。ただし、現場でやむを得ない

　　　場合は、ガス切断とすることができる。

（ａ）鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径０.８ｍｍ以上の鉄線で結束し、適切

　　　な位置にスペーサー、吊金物等を使用して行う。

　　　原則として、鋼製とする。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行

　　　ったものとする。

　　　「鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(2010)」、特記仕様書に指定した共通仕様書による。

（ｂ）鉄筋の溶接はアーク溶接とし、公共建築工事標準仕様書７.６.５〔部材の組立〕（ｄ）及び

　　　７.６.７〔溶接施工〕（ａ）による。また、溶接技能者は、公共建築工事標準仕様書７.６.

　　　３〔技能資格者〕に準じ、工事に相応した技量を有する者とする。　　　　　　　　

２－６－２　材料の取扱い

　　溶接材料は、丁寧に取扱い、被覆材のはく脱、汚損、変質、吸湿、著しい錆のあるもの等は

　使用しない。吸湿の疑いがあるものは、その種類に応じた乾燥条件で乾燥する。

２－６－３　溶接技能者

（ａ）溶接技能者は、工事に相応した次に示す試験等により(社)日本溶接協会が検定した技量

　　　資格を有する者とする。

　(1) 炭素鋼の手溶接の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

　(2) 炭素鋼の半自動溶接の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び

　　　判定基準）

　(3) 自動溶接の場合は、上記(1)又は(2)のいずれかの試験。なお、技量を証明する主な工事

　　　経歴を、監督職員に提出すること。

　(4) 組立溶接の場合は、上記(1)又は(2)のいずれかの試験。

（ｂ）溶接技能者の技量に疑いを生じた場合は、工事に相応した試験を行い、その適否を判定し

　　　監督職員の承諾を受ける。

２－６－４　溶接施工

（ａ）溶接機とその付属用具は、溶接条件に適した構造及び機能を有し、安全に良好な溶接が

　　　行えるものとする。

（ｂ）溶接部は、有害な欠陥のないもので、表面は、できるだけ滑らかなものとする。

（ｃ）溶接順序は、溶接による変形及び拘束が少なくなるように定める。

（ｄ）材質、材厚、気温などを考慮の上、必要に応じて適切な溶接条件となるよう予熱を行う。

（ｅ）溶接に支障となるスラグ及び溶接完了後のスラグは入念に除去する。

（ｆ）著しいスパッタ及び塗装下地となる部分のスパッタは、除去する。

（ｇ）アークストライクは行わない。ただし、アークストライクを起こした場合は、鋼材表面

　　　を平滑に仕上げる。

２－６－５　鉄筋のフレア溶接

　　鉄筋のフレア溶接は右図による。

種　 類 規格番号 規　格　名　称

被覆アーク溶接棒 JIS Z 3211

セルフシールドアーク JIS Z 3313

溶接用鋼ワイヤ

軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用

被覆アーク溶接棒

軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接

フラックス入りワイヤ

5d以上(両面)
10d以上(片面)

≧2d≧2d

d d

a
※ ｄは鉄筋の呼び径を示す。

A A

２－７　フック

・下記の(1)～(9)に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

　(1) 帯筋、あばら筋及び幅止め筋

　(2) 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

　(3) 柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

左図の　印の

鉄筋の末端には

フックが必要。梁 柱

　(4) 柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合

　(5) 梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁をのぞく）

　(6) 杭基礎のベース筋

　(7) 丸鋼

　(8) 単純梁の支持端、片持梁及び片持スラブの先端

　(9) 鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

２－８　鉄筋の折り曲げ

　鉄筋の折曲げ形状・寸法は以下の通りとする。

折曲げ内法直径（Ｄ）

折曲げ角度 折曲げ図 SD295A,SD295B,SD345 SD390

D16以下 D19～D38 D19～D38

d
D180°

余長
４ｄ以上

d

D135° 余長
６ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

d
90° 余長

D ８ｄ以上

d d
135° 余長 余長及び90° DD４ｄ ４ｄ(幅止め筋) 以上 以上

L'

Ｌ１ｈ

　　　　

　　　　

　　(6) 軽量コンクリートの場合は表の値に５ｄを加えたものとする。

　　(7) 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋は、特記による。特記がなければ、４０ｄ（軽量コン

　　　　クリートの場合は５０ｄ）と上表の定着長さのうち大きい値とする。

　　(7) なお、梁主筋の柱内定着において、縦に折曲げて定着する場合は、下図に示すように

　　　　柱せいの３／４倍以上のみ込ませる。ただし、折曲げた先の直線部の長さが８ｄに満

　　　　たなくなる場合は、監督職員と協議する。

　　(8) 仕口内に縦の折り曲げて定着する鉄筋の長さLがフックあり定着長さを確保できない場

　　　　合は、全長を直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影

　　　　定着長さを（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上）

　　　　をのみ込ませる。

２－１０　隣り合う継手の位置

（ａ）圧接継手 （ｂ）機械式継手1/4ｄ以下 ｂ1/5ｄ以下 カップラー
ｅ 1.4ｄ以上ｄ

1.1ｄ以上ａ ａ

間隔：ａ≧４００ ＜ガス圧接部位＞
間隔：ａ≧４００

かつｂ+４０

（ｃ）重ね継手（※下図はフックありの場合）は下図にいずれかとする。

※Ｌ１ｈ ※Ｌ１ｈ

※　フックなしの場合
Ｌ１ｈをＬ１に読み替える。

※0.5Ｌ１ｈ※1.5Ｌ１ｈ以上

フックありの場合の重ね継手の長さ

（ｄ） Ｄ35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手は用いない。

（ｅ）溶接継手を行う場合は原則として同一鋼種とし、鉄筋径の差はガス圧接の場合は

　　　２サイズ、突き合せ溶接の場合は１サイズまでとする。

（ｆ）なお、先組み工法等で柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。

　※注　片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合には、

２－１１　溶接金網の継手及び定着

L2L3
L2 L2

２－１２　スパイラル筋の継手及び定着

　　溶接金網の継手及び定着は下図による。

（ａ）重ね継手 （ｂ）定着（スラブの場合） （ｃ）定着（壁の場合）

１節半以上かつ １節半以上かつ
１５０ｍｍ以上 １５０ｍｍ以上

鉄筋 鉄筋

（ａ）末 端 部 （ｂ）中 間 部

（柱頭又は柱脚部） （重ね継手）

≧６ｄ ｄ ｄ

≧６ｄ
≧６ｄ≧６ｄ

ｄ ｄ ５０ｄ

５０ｄ１.５巻き以上

の添巻

２－１３　鉄筋のかぶり厚さ

　　　（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、特記による。特記がなければ下表による。ただし、

　　　柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１.５倍以上と

　　　して最小かぶり厚さを定める。

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

設計かぶり厚さ　※（　　）内は最小かぶり厚さ
部 位

仕上げあり 仕上げなし

屋根・床スラブ・非耐力壁 30（20） 40（30）

屋 内 40（30） 40（30）土に接し
柱・梁・耐力壁

ない部分 40（30） 50（40）屋 外
※１ ※１ ※１ ※１

擁 壁 50（40） 50（40）

※２ ※２柱・梁・床スラブ・壁
土に接す 50（40）布基礎の立上り
る部分

※３,５ ※３,５
基 礎 ・ 擁 壁 70（60）

煙突等高熱を受ける部分 70（60）

※注(1)（   ）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

　　(2)「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、仕上塗材、吹付け

　　　　又は塗装等の鉄筋の耐久性上有効でない仕上げのものを除く。

　　(3) スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコン

　　　　クリートの厚さを含まない。

　　(4) 軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

　　(5) 基礎の主筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　(6) 柱・梁の主筋のかぶり厚さは主筋径の1.5倍以上とする。

　　(7) 塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は特記による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数

　　　値を標準とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、（ｂ）による。

２－１４　鉄筋相互のあき

（ａ）鉄筋のあきａは原則として下記による。

　　　　　　　　呼び名の数値ｄの1.5倍以上
ａD D　　　　　　 粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

（ｂ）隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍

（ｃ）二段筋のあきは1.5ｄとする。

（ｄ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、（ａ）による。

※注　D：鉄筋の最大外径

鉄筋コンクリート構造配筋標準図　No.1

フックなし

　　　また、本標準図に明記なき場合、公共建築工事標準仕様書(平成25年度版)及び日本建築学会

かつ25mm以上
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C C

C C

C C

C C

ho

Ｌ２

15d

15d

0.5D以上

ho

Ｌ２

Ｌ
１

ｈ

Ｌ
１

ho/4 ho/4

約0.5L1

ho ho L1
ａ≧400

500mm以上
ho/4 ho/4

lo

lo/4 lo/2 lo/4

lo

lo/4 lo/2 lo/4

lo

lo/4 lo/2 lo/4

　　　　　※注(1) 　　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。

　　　　　　　(2) ２－５で定めた鉄筋には、フックをつける。
鉄筋コンクリート構造配筋標準図　No.2

　　　　　　　(3) 隣合う継手の位置は２－１０による。
L2 L2

　　　　　　　(4) 継手はすべての階に適用する。
拘束帯筋

余長 余長３－１　基礎の配筋及び杭頭補強の方法 ５－１－２　柱主筋の定着及び余長
Ｌ２

　　柱主筋の定着及び余長は右図による。余長余長
３－１－１　直接基礎

　　ただし、柱頭定着長さＬ２が確保でき
　直接基礎の場合の配筋は下図による。 L2 L2 ho/2+15d　ない場合は５-１-３による。

　　その他、梁ハンチがある場合、柱頭が

　突出する場合は下図による。

　　　　　※注(1) 上図にない事項は、６［大梁］による。
拘束帯筋

　　　　　　　(2) 　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。
Ｌ２ が多い場合　　　　　　　(3) 破線は柱内定着の場合を示す。

３－２　基礎接合部の補強 　　　　　　　(4) Ｌａは原則として柱せいの３／４倍以上とする。

　基礎接合部の補強配筋は下図による。

４－２－３　連続基礎及びべた基礎

　　連続基礎及びべた基礎の場合は下図による。
二重帯筋

Ｌ２

が多い場合
Ｌ２かつ

L2 L2 1.5D以上

３－１－２　既製コンクリート杭基礎

余長　　既製コンクリート杭の杭頭補強の方法は、下図のＡ形、Ｂ形又は、Ａ１形又はＢ１形とし、

　適用は特記による。なお、中詰めコンクリートは基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリ ２ 余長 ho/2+15d余長 Ｌ

　ートを使用する。

L2

　　　　　※注(1) 上図にない事項は、６［大梁］による。 　※注(1) ２－５で定めた鉄筋には、

　　　　　　　(2) 　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。 　　　　　フックをつける。

　　　　　　　(3) 破線は柱内定着の場合を示す。 　　　(2) 定着はすべての階に適用する。
150以上

　　　　　　　(4) Ｌａは原則として柱せいの３／４倍以上とする。

５－１－３　柱頭定着長さＬ２が確保できない場合※Ｌ２ｈを確保できない場合は、２－９による。

４－１　基礎梁主筋の継手及び定着 ４－３　基礎梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

（ａ）上端主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることができる。 ４－３－１　あばら筋　　　

（ｂ）梁筋は、原則として柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、 （ａ）あばら筋の径及び間隔は図示による。

　　　柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。 （ｂ）あばら筋組立ての形及びフックの位置は、６－４による。ただし、梁の上下端にスラブ

（ｃ）梁筋を柱内に定着する場合は、柱の中心軸を越えてから定着させる。 　　　が付く場合で、かつ梁せいが１.５ｍ以上の場合は下図によることができる。

５－１－４　柱上下の断面寸法が異なる場合

４－３－２　あばら筋の割付け

　　あばら筋の割り付けは、６－６による。４－２　基礎梁主筋の継手、定着及び余長

４－３－３　腹筋及び巾止め筋４－２－１　基礎梁にスラブがつかない独立基礎

　　腹筋及び巾止め筋は、６－３及び６－５による。ただし、梁せいが １.５ｍを超える場合は　　基礎梁にスラブがつかない独立基礎の場合は下図による。

　特記による。

５－１　柱主筋の継手、定着及び余長
L2 L2

５－１－１　柱主筋の継手

（ａ）継手中心位置は、梁上端から500ｍｍ以上、1500ｍｍ以下、かつ３／４ｈｏ（ｈｏは柱の余長 余長
３－１－３　場所打ち杭基礎

　　　内法高さ）以下とする。 ５－１－５　柱２段配筋
余長　　場所打ち杭基礎の配筋は、下図による。 余長

（ｂ）重ね継手長さはＬ１とし、定着及び余長は５－１－２による。 　　２段筋のスペーサーは下図による。
＜溶接継手（機械式継手）＞ ＜重ね継手＞

L2 L2

・図中の　 印のあるものは２段配筋とする。
　　　　　※注(1) 上図にない事項は、６［大梁］による。

・ａは１.５ｄかつ粗骨材の最大寸法の１.２５倍かつ
　　　　　　　(2) 　　　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

　２５ｍｍの最大のものとする。
　　　　　　　(3) 破線は柱内定着の場合を示す。

　　　　　　　(4) Ｌａは原則として柱せいの３／４倍以上とする。

４－２－２　基礎梁にスラブがつく独立基礎

　　基礎梁にスラブがつく独立基礎の場合は下図による。
1500mm以下

　　ただし、耐圧スラブがつく場合は、４－２－３による。

２
０
ｄ

１５ｄ（余長）１５ｄ（余長） 継手長さ
≧Ｌａ

※４ ≧Ｌａ
※４

２０ｄ

基
礎

筋

基
礎

筋

≧Ｌａ
※４ ≧Ｌａ

※４

（ａ）独立基礎 （ｂ）連続基礎 継手長さ

は
か

ま
筋

は
か

ま
筋

基礎梁あばら筋

はかま筋 Ｄ１３（腹筋と兼ねてよい）ＧＬ▽
上階の鉄筋基礎梁主筋 はかま筋

Ｄ１３

連続基礎配力筋
15d基礎筋

連続基礎主筋

０＜Ｄ≦２００ ２００＜Ｄ≦１０００基礎筋

ｂ≦３００の場合

　　２－Ｄ１６
Ｌ２ 下階の鉄筋ｂ＞３００の場合

Ｌ
２

　　３－Ｄ１６ かつ
Ｌ２ ｍｍ　　間隔２００　以下はかま筋 基礎筋

継手長さＤ
≧Ｌａ

※４ ※注(4)Ｄ

Ｌ２≧Ｌ２ｈ
※ ≧Ｌ２ｈ

※

横：柱帯筋に同径、同材質、

　　同間隔

縦：基礎梁あばら筋に同径、
≧Ｌａ

※４≧Ｌａ
※４＜Ａ形＞ ＜Ｂ形＞

　　同材質、同間隔
継手長さ １５ｄ（余長）

Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横

ｂ ｂ

基礎筋

底盤補強筋
Ｌ２ Ｄ１３－２００＠縦横基礎筋

Ｌ１

杭径１００
杭径の 杭径15d 15d
１.５倍 杭径 かご鉄筋（柱筋と同径、同材質とする）

中詰めコンクリート補強筋

中詰めコンクリート かご鉄筋底板

＜Ａ１形＞ ＜Ｂ１形＞

Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横

基礎筋２０ｄ 四隅部の柱筋、かご鉄筋はフック付≧８ｄ ＡＡｄ２０ｄ 底盤補強筋
Ｌ２ 柱 Ａ－Ａ断面Ｄ１３－２００＠縦横基礎筋

Ｌ１ コンクリート打継ぎ面杭径１００ Ｌ１Ｌ２梁 梁杭径の 杭径 杭径の
２.５倍 杭径 ２.５倍

中詰めコンクリート補強筋 １５０程度

中詰めコンクリート
底板 ｅ２本重ね

Ｌ２Ｄ（注）１.中詰めコンクリート補強筋は、フックを Ｌ２Ｌ２

　　　　 付けない。

　　　２.中詰め補強筋は、図示による。

　　　３.基礎筋には、フックを付ける。

折り曲げてもよい場合 急な折り曲げと
１５ｄ（余長）継手長さ なる場合の処置ｅ／Ｄ≦１／６基礎鉄筋 ≧Ｌａ

※４ ≧Ｌａ
※４

ｅ／Ｄ≦１／６

≧１００
継手長さ≧Ｌａ

※４ ≧Ｌａ
※４

Ｄ１３－３００＠縦横Ｄ１３－３００＠縦横

Ｌ１ Ｌ１
２０ｄ ２０ｄ

１００ １００

４０基礎筋 基礎筋

ａ ａ

　  　６φ＠１５００ 　　　６φ＠７５０千鳥

かつ、各階２カ所以上 かつ、各階２カ所以上（注） 基礎筋には、フックを付ける。

２０ｄ（余長）

２０ｄ（余長）２０ｄ（余長）

1
0
d
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図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第      号

鈴木　丈宜
鉄筋コンクリート構造配筋標準図　No.2

(原図:A2)

S-03
（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

NS縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第      号

鈴木　丈宜

首
下
長
さ

締付け長さ

座金厚さ

ナット高さ

余長

(ねじ山1～6)

e

g1

PPP

g1
g2

be b b b

(　)内はボルトが応力方向に３本以上並ばない場合を示す。

A A

BB

B

g1

g1

g1

g2

g2 g2 g3

§１　一般事項

§２　共通事項

§３　ボルト接合

1-1

基 本 事 項

1-2

そ　の　他

2-1

略　　号

1)　使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

2)　設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は

　　構造特記仕様書1-2-4,5に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

3)　製作精度等に関しては、JASS6の付則6「鉄骨精度検査基準」による。

4)　本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

・AB－－－－－－アンカーボルト

・BPL －－－－－ベースプレート

・DFPL－－－－－ダイアフラム

・FPL －－－－－フランジプレート

・HTB －－－－－高力ボルト

・SPL －－－－－スプライスプレート

・WPL －－－－－ウェブプレート

・BH　－－－－－－組立てＨ形鋼

・CHPL－－－－－ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ

・FB　－－－－－フラットバー

・GPL －－－－－ガセットプレート

・RPL －－－－－リブプレート

・TB　－－－－－ターンバックル

・W1～W9－－－－溶接記号（§4参照）

ボルトの長さ3-1

高力ボルト

1.特記以外はすべてS10T（トルシア形高力ボルト、上図）又はF10Tとする。

2.本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

3.ボルトの接合面の処理は、締め付け摩擦面を平グラインダー掛け等を行い、黒皮を除去して一様に

　赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行なった場合はこの限りでない。締め付

　けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

4.亜鉛メッキボルトの場合は、すべてF8Tとする。

高力ボルトの

3-2

ピッチ

3-3

形鋼のゲージ

ボルトの

呼 び 径

締付け長さに加える長さ

F8T,F10T S10T

M16

M20

M22

M24

30

35

40

45

25

30

35

40

呼　び　径

孔　　　径

M16 M20 M22 M24

18 22 24 26

70

60

606060

40 50 55
ピッチ

標　準

最　小

は　し　あ　き

せん断､手動ｶﾞｽ切断縁

圧延縁､自動ｶﾞｽ切断縁

P

e 40 40（50） 45(60)40(55)

28

22 26

34 38

28 32

44
最小縁端距離

ゲージ

g2

35

40

55 25

45

50 65

M24

60

45

M16,20,22

千鳥打ちのピッチ b

A or B g1 g2 最大軸径

**50

  60

  65

  70

  75

  80

  90

 100

 125

 130

 150

 175

 200

30

35

35

40

40

45

50

55

50

50

55

60

60

35

40

55

70

90

16

16

20

20

22

22

24

24

24

24

24

24

24

B g1 g2 最大軸径 B g3

**100

  125

  150

  175

  200

  250

 *300

  350

  400

 90

 75

120

150

150

140

140

105

 60

40

70

90

16

16

22

22

24

24

24

24

24

最大軸径

**50

  65

  70

  75

  80

  90

 100

30

35

40

40

45

50

55

16

20

20

22

22

24

24

 *B＝300は千鳥打ちとする。

**印の欄のg及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

α1

45
ﾟ

45
ﾟ

§４　溶接接合

隅 肉 溶 接

4-1

4-2

溶接

完全溶込み

(突合せ溶接）

4-3

部分溶込み

溶接

t≦16 16＜t≦40

t t

記号　W1 W1

W1
記号　W1

S

G=0 余盛：⊿α

余盛　0≦⊿α≦0.4Sかつ⊿α≦4

脚長（S)　0≦⊿S≦0.5S

かつ⊿S≦5

⊿S＝S'-S

S＝設計サイズ

S'＝実際サイズ

S/2 S/2

S

60ﾟ

t

S

6以下

t

+

7 9

12 14

10 12

16 19

11

22

13 15

25 28

17 19 21

32 36 40

24

S SL L≧10Sかつ40以上

2.5以上
1

a＞10a≦10

断続隅肉溶接の長さL

クレーンガーターの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

1)　板厚の異なる場合

2)　エンドタブ

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

長さLは35以上かつ薄い方の板厚の2倍以上とする。

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～

10mmはなして切断する。代替タブを採用する場合は

溶接技量付加試験に合格した溶接工によること。

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

通し形裏当て金 分割形裏当て金

L L

5～10mm 5～10mm

隅肉溶接S=4～6mm
1パス長さ＝40～60mm程度とする

3)　開先加工　（下図は参考とする。)

ａ）スカラップ工法

ｂ）ノンスカラップ工法

r1 r2 r1 r2

・スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

　ように加工する。r1は35程度、r2は10程度とする。

　なお複合円は滑らかに仕上ること。

・完全溶込み溶接部以外のスカラップはr=25程度とする。

4)　開先形状

機械加工タイプ 機械加工+ガス切りタイプ

α1

α2

α1
裏当て

裏はつり

裏はつり

T

T

T

R

R

R

G

G

G

d1

d2

9以上

25以上

裏当て

T

G FB-4.5×19

W2

MC-BL-B1

GC-BL-B1

W3

MC-BL-2

6≦T

6≦T≦19

6＜T

W4

MC-BK-2

GC-BL-2

GC-BK-2

3～6

6～9

W5

MC-BI-B1

GC-BI-B1

記　　号 形　　　　状 適用板厚
寸　　　　　法

アーク手溶接
ガスシールド及びセルフ

シールドアーク溶接

G

R

α1

G

R

α1

G

R

α1

G

G

G

d1

R

d2

α1

α2

2　

9　

2　

35°

0　

6　

2　

45° 45°

7　

7　

2　

35°

0　

2　2　

45° 45°

0　 0　

2　2　

45° 45°

60° 60°

T　 T　

6　

1/3(T-R) 1/3(T-R)

2/3(T-R) 2/3(T-R)

+2

+1

+2

+1

+2 +2

+1+1

+2 +2

+4 +3

+3+4

+2 +2

-2 -2

-2-2

-2 -2

-2-2

-2 -2

-5° -5°

-5°-5°

-5° -5°

-5°-5°

-5° -5°

-2-2

-2

-0 -0

-0-0

片 面 溶 接　W6 両 面 溶 接　W7

12 ≦ t ≦ 40 16 ≦ t ≦ 40

MC･･･はアーク手溶接 GC･･･はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

D=(t-2)/2
t

D

12

10 11

16 19

12

22

13 13

25 28

14

32

15 15

36 40

16

t/4 ≦ S ≦ 10

SD

t

S S D 2 S

t

D

Ａ1タイプ

ピ ン 接 合

Ａタイプ

Ｂタイプ

剛　接　合

小 梁 仕 口

5-2

継手リスト

5-1

§５　継　手

そ　の　他

4-5

フレア溶接

4-4

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビートをしてはならない。

H- A × B × t1 × t2

BH- A × B × t1 × t2

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

2PL-　　　　　

t21 × a1 × L1

4PL-　　　　　

t22 × a2 × L1

2PL-　　　　　

t11 × a3 × L2

H-   ×   ×    ×   ×　　× ×　　× ×　　×

丸鋼等溶接 W8 軽量形鋼等溶接 W9

t≧3 のとき S=t

t＜3 のとき S=3

t StS
D/2

D/2D/2D/2D/2

L1 L1 L1

ePPe
10

a
1

g
1

a
1

g
1
g
2

g
2

10
e bbbb e

10
eeP P P

a
1

g
1
g
2

g
2

10
eP e

L2

ee
10

a
3

e
e

P
P
P
P
P

a
3

e
P

P
P

P
P

e

a1
L2

t1

t11

A

t
2

t
2
2

t
2
1

B

フランジ巾 250以下 フランジ巾 300 フランジ巾 350,400

ボルト本数表示 （ウェブ）（ウェブ）

材　種 主　　　　材
フ　　ラ　　ン　　ジ ウ　　ェ　　ブ

添　　板ボルト内　側　添　板外　側　添　板ボルト

総

本数

総

本数

高
力
ボ
ル
ト

ピ
 
ッ
 
チ

a2

10
e e

e
e
P

GPL

W1

GPL

10
e e

e
P

e e
P
e

e ee e10

GPL

2PL

e10 g1 eP

GPL

W2,W3 or W4

W1

W1

RPL
RPLW1

1.　フランジPL面もしくはウェブPL面で、段差1mmを超える場合は、フィラーPLを入れて調整すること。

2.　a3は原則として梁成の2/3以上確保すること。

Ａ2タイプ Ａ3タイプ

Ｂ1タイプ Ｂ2タイプ

1.　GPL、RPLは材種、板厚とも小梁のWPLと同等以上とする。

2.　継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

鉄　骨　工　作　標　準　図　（１）

鉄骨工作標準図（１）

(原図:A2)

S-04
（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

NS縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第      号

鈴木　丈宜
鉄骨工作標準図（２）

§６　柱梁接合部及び継手

6-1

勾 配 屋 根

6-2

梁　通　し

6-3

仕口と継手

6-4

柱　通　し

6-5

現場溶接継手

イ PL-b

PL-b

cTf

イ

PL-C

イ

PL-e

Tf

イ

PL-d

柱FPL

直交梁

7
5
以

上

ｄ柱径が異なる場合 W1W1

W1

W1

PL-a

W1

cTf

W2,W3 or W4

W2,W3 or W4

W2,W3 or W4

W2,W3 or W4

cTf

ｂ ｂ

Td

W2,W3 or W4

2400以下を原則とする

梁現場継手位置

W2,W3 or W4
10

ロ

PL-C

W2

W2

W2

W1

通しダイアフラム 梁FPL

Tf

直交梁

W1

PL-a
W1

W1

cTf

PL-C

WPL

補強プレート

イ

梁FPL

30以上

30以上

継手リストによる

内ダイアフラム

PL-d

1
0
0
以

上

ロ

W2,W3 or W4

10

ガス抜穴20Φ

PL-C

W2,W3 or W4

W1

W1

W1

W1

W1
W1

W2,W3 or W4

W2,W3 or W4

W2,W3 or W4

W2,W3 or W4

継手リストによる

1
0
0
以

上

ａａ

ａ-ａ断面

PL-d

PL-d

PL-d

ｂ-ｂ断面

R(曲率半径)以上

1000前後

HTB継手

柱現場継手位置

直交梁用PL-b

PL-b

PL-b

ｃ ｃ
GG

W2

W2

W2

通しダイアフラム

柱溶接後切断

建方用ボルト

(PL-　　　）

(　-M　　）

2PL-

G

Gは§4-2による

柱FPL現場溶接継手

ウェブは継手リストによる

梁FPL現場溶接継手

ウェブの継手は設計図書による

PL-b

PL-b 下向き溶接とする
ｃ-ｃ断面

通しダイアフラム

W1

35

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

鉄　骨　工　作　標　準　図　（２） 6-6

そ　の　他

7-1

一 般 柱 脚

§７　柱　脚

§８　壁面ブレース

8-1

ブレース

リスト

PL-6かつt/2以上

W2

PL-d

PL-e

直交梁

ロ

1
0
0
以

上

開先形状は

設計図書による

W2

ロ

腰折れ柱

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

Ｈ形鋼の弱軸にブレースが取付く場合

1)　パネルゾーンのPLの暑さ

1.　PL-a（鉛直スチフナ） 上下柱のFPLの厚い方より1サイズUP以上

2.　PL-b（水平スチフナ）

3.　PL-C（通しダイアフラム）

4.　PL-d（内ダイアフラム）

5.　PL-e（折れ曲がり部）

2)　出寸法

イ　25mmかつcTf以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上かつ柱のFPL以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上

梁(柱)のFPLより1サイズUP以上

ロ　cTf≦25の場合　25

　　cTf≧28の場合　30

3)　注記

1.　ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク上質と

　　する。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きいほうに同じとし、材

　　質は上の方の１ランク上質とする。

2.　ｄ（6-2項)上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階の厚い方、材質は上下階柱と同質以上とし、

　　折り曲げ加工又は溶接加工とする。

　　い場合(1/6程度)は不要。

4.　ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接すること。

　　(告示1464）

5.　現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行なう。

Ａタイプ（主柱）

W2,W3 or W4

W1

余長はネジ山3以上

すべて座金付き二重ナットとする

無収縮モルタル流し込み

3
0
～

5
0

設
計

図
に

よ
る

場合は設計図書による

アンカーフレームを使用する

Ｂタイプ（間柱等二次部材）

W1

W1

25

無収縮モルタル流し込み

設
計

図
に

よ
る

3
0
～

5
0

又は200Φ以上とする

中心塗りモルタル200角

（Ａタイプも同じ）

D16を切断し天端をそろえる
（Ａタイプも同じ）

BPL

補強PLは座金を兼ねる

t

BPLAB

補強PL厚さtはBPL厚さの1/2以上かつ6以上

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型の

コンクリート強度以上とする

アンカーボルトの施工に誤差がある

場合は台直しはせず右図の様に補強

する。

1.　GPLの最小幅Leが確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

2.　丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共JIS規格品を使用する。

3.　床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

符号 部　材
高力ボルト

径 本数 ｔ

GPL

Le

溶　接

脚長 ΣL

W1 or
W2,W3,W4

Le

L

30°

L
e
P
P
P
P
e

3.　ハンチ部で、FPLを折り曲げる場合は、R≧10Tfとし補強プレートを入れる。ただし、勾配のゆる

9-1

貫 通 補 強

§９　その他

9-2

9-3

スタッド

ジベル

デッキ

プレート

9-4

壁筋の溶接

3Φ以上

H

H

2Φかつ100+Φ

W1

W1

3Φ

2Φかつ100+Φ

W1

W1
H

W1

W1

to

1.5to

W1

W1

H3Φ

ΦΦ

2Φかつ100+Φ

PL厚さはWPL厚さの0.5以上(片面)

PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上(両面)PL厚さはWPL厚さの0.5以上(両面)

又は同厚さ以上(片面)

2PL(設計図による)

≒30W3 or W4

W1

W3 or W4

H

45°以上

Φ

▽
継手

H/4

H/4

L

H

ハイリング、フリードーナツ

OSリング等 使用可

既製品(評定品)を用いた場合

焼抜きせん溶接　@≒300 50以上

50以上

H

デッキプレート受け FB-65×9

部分溶込み溶接

P1 P1

d

アークスタッド溶接

h

a1 a1

a2

a2

d
t

e eP2

50

アークスタッド溶接

D13以下 FB-65×6

15

50 65

W1 L=50

P=鉄筋間隔

P

5d

5d 5d

d

サイズ 0.5d

h≧4.0d

7.5d≦P1≦300

P2≧5.0d

a1≧40

a2≧100

e≧40

d≦2.5t

Ａタイプ　(Φ≦0.1H) Ｂタイプ　(0.1H＜Φ≦0.2H)

Ｃタイプ　(0.2H＜Φ≦0.28H) Ｄタイプ　(0.28H＜Φ≦0.4H)

Ｅタイプ　(0.4H＜Φ≦0.5H) Ｆタイプ

1.　特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径(Φ)は

　　0.5H以下とし、そのピッチは3.0Φ以上とする。

　　(これを満足できない場合は設計者の指示による。)

2.　貫通孔を設ける範囲は右図の　　　部分を原則と

　　する。

3.　貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした(WPL+補強PL)

　　BHとする。

h,P1,P2設計図による

Ａタイプ（標準） Ｂタイプ（軽微なRC壁の場合） Ｃタイプ（ブロック壁の場合）

・合成スラブの場合はメーカー仕様による。

(原図:A2)
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日

NS縮 尺

図面番号
記

事

項

特

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
露出型弾性固定柱脚標準図

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

-

-

-

-

-

-

-

※トップフープはダブルとする

(注)上記   6  ～ 

g2

l2

d

d

a

d
d

a a

W

c

113

g1

d

AB

l1

W

ボルト孔
注入口

50 W 50 65 50 W 50

50
50

65
50

50

t
a1

a2
t

g1

t
g1

(e
)

a

l2
l1

t t
l1

l2
l2

l1
l3

l1 l1 l1 l2 l3

SN490B

M27

下向き

A B (e) 呼び

呼び
X

g1 dt 材質適用アンカーボルト

L
d

異形部
呼び名

呼び
d

異形部
呼び名

ア

ク
｜

溶
接

覆
被

図

容

差

標

準

許

中心線

g1 dt 材質g2
グラウト（グラウト材）を使用し

大きさは右図による。

(JASS 6　鉄骨工事による)

基準高さより誤差は

-3≦e≦10

許容差

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

A

A

A

A

C

A

A

A

C

C

C

a1 c t da2

-2≦e1≦2

テンプレ－ト

単位 mm

単位 mm単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

W

溶接方法 鋼種
t＜32

板厚(mm)

40≦t≦5032≦t＜40

低水素系被覆アーク溶接 50 ℃50 ℃予熱なし

SN490B 予熱なし 予熱なし予熱なし

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

1.0～1.1

材質
配筋

コンクリート柱型柱
最低h寸法

採用
J寸法

外径 寸法(mm) 寸法(mm) 寸法(mm)

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

基礎立上がり

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。
●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

●材質
i) アンカーフレーム Aタイプの場合 ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

●形状

柱型寸法を標準から変更する場合は、

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

●コンクリ－ト

は21N/mm　以上とする。

普通コンクリートとし、設計基準強度

●鉄筋

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

●完全溶込み溶接とする。

を行う。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより

行い、標準許容差は下図による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

●レベルモルタルはベースパック

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の

自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。
■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

技術者等による。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

より施工管理を行うものとする。

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6 鉄骨工事 2007年版より ）

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

55 9 28

55 31

60 34

65 12 37

9

9

M27

M30

M33

M36

M39 31 60 69

80 12 40M39

55 32

60 35

65 38

9

9

M30

M33

M36 9

168

173

178

35 110 18 34

31

28

10132

32 101

18

18

110

45

42

42

35 45 18 37

11838 48 18 40

D29

M30 D32

M33 D35

45

45

60M36 D38

45

60M39 D41

128

133

130

M36 D38

M33

M30 D32

D35695

770

770

695

720

60

45

45

690,735

770,810

95,140

98,135

ii) Cタイプi) Aタイプ

２

標準値 許容差 標準値 許容差 標準値 許容差 姿勢
溶接開先角度α1(°)

方法
溶接

図
適用板厚 ルート間隔G(mm) ルート面R(mm)

下向き

2

2

2

2
-2,+∞

-2,+∞

-2,+∞

-2,+∞ -2,+1

-2,+1

-2,+1

-2,+1

-2.5,+∞

-2.5,+∞
6～

6～

7

6

9

7
(-3,+∞) (-2,+2)

(-2,+2)(-3,+∞)

(-3,+∞) (-2,+2)

(-2,+2)(-3,+∞)

(-5,+∞)

(-5,+∞)

α1：45

α1：35

α1：45

α1：35

1  アンカーボルト

  （コンクリートアンカー）

2  注入座金

3  Ｍナット

4  ベースパックグラウト(グラウト材)

5  定着座金

6  テンプレート

7  フレームポスト

8  フレームベース

9  ステコンアンカー

10  ベースプレート

角形鋼管

ベースパックグラウト

けがき線

テンプレ－トe1柱心

e1

アンカ－ボルト

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

アンカーボルト据付け

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

単位 mm

T(mm)

SN490B

形状（イ）

SS400

SS400

T

α

R

G

1

１．１

１．２

(N/mm  ) (mm)(mm)

(注)上記   1  ～  10 

３．１

３．３

３．４

３．５

３．７

３．６

３．２ ４．１

４．３

６．６

６．５

６．４

６．３

６．２

６．１４．２

F値(N/mm  ) 鋼種 採用

BCP235

STKR400

BCR295295

235

【JIS G 3136】

形状（ハ）

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340 240

210

210

320

140

270

260

210

210

180

150

注1) 注1)

650

L X b

CO ガスシールドアーク溶接2

l1l2

e1

d

ベースプレート

板厚
(mm) a l1t

寸法(mm)

50

50

50

60

50

55

55

50

50

50

45

l3
許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。

・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差(上段：管理許容差、下段括弧内:限界許容差)を示す。

角形鋼管

ベースパック　型 ２
F値295N/mm 以下

□-150×150 ～ □-300×300 用
ベースパック柱脚工法　標準図

設計

施工

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-14」（平成26年11月4日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

１．工法概要

２．柱

３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

構成部材

柱脚の定着方法概要

   9  は現場状況により仕様が異なる場合がある。

の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

２

ベースパック
記号

17-12V

25-12V

15-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

材質 形状

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

t≦12

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

l2

80

80

80

360

80

310

310

260

260

230

200

50

40

32

36

32

36

32

32

28

32

28300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

φ45

φ45

φ45

φ50

φ50

φ50

φ55

φ55

φ55

φ55

φ55

190

260

260

290

本数-呼び

アンカーボルト
ｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑ

ﾀｲﾌﾟ

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

D

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@10012-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

12-D22

立上り筋 フープ筋 2

設計基準強度

フレームベース フレームポスト間

150

150

135

150

135

150

150

135

135

135

135550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

(mm)x

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】注入座金

定着座金

Mナット

PM27

PM30

PM33

PM36

PM39

M33

M36

M27

M30

M39

記号 アンカーボルト
適用

適用アンカーボルト

フレームベース

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】 形状・材質 配筋 基礎工事

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

2014年12月作成

Ｄ

Ｄ

d d

L L

d d

50x

以
上

50x

以
上

30
90

以
上

W W

150以上

J
30

h寸
法

90 90
h寸

法
30

J

50 50

bX120 120 X

柱心

柱心

約
３

０
ｍ

ｍ

< Cタイプ >< Aタイプ >

9

1

1

3 2

4

1

3

7

8

3
2

4

3

7

8

9

5

3 6

10

5

角形鋼管

フープ筋

立上り筋

２/３　程度

5010

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

注入枠
（桟木等）

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

ベ－スプレ－ト

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル

ア
ド

ル
フ

セ

｜

一級建築士　第360917号

前田　祐作

鈴木　丈宜

一級建築士　第277259号

※柱脚は参考図の仕様と同等以上の性能を有するものとすること

(原図:A2)

S-06
（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日

NS縮 尺

図面番号
記

事

項

特

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
合成スラブ標準図

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

標　　準　　納　　ま　　り

【連続支持合成スラブ】

(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

耐　火　仕　様

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

40
d

    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

10
0m
m

ひび割れ

QLデッキと梁との接合

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート2

ＱＬデッキ　

ＱＬセルラー

□ＱＬ９９-７５ □1.6

□1.2
□1.6

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

接　　　合

【単純支持合成スラブ】

耐　　　火

特　　　記

焼抜き栓溶接

アクセサリー

施工順序

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査

［ISO 9001認証取得］

材料／溶接金網・異形鉄筋

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]
□無し(                                     )

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 支 保 工 有 無  その他：

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

ａ部 ａ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

□

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

２ ２

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1

※ 1※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

※ 2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲
φ４－１３　＠６００以下

クローサー

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持
合成スラブ 合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４
０

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ
(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部
１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周

部
大
梁

Ａ

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ
柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

 梁との間に隙間がある場合

 柱廻り

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 ブラケット支持

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上
梁幅 ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径
１）開口がφ１５０程度の場合

B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

ｗ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方
耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）
耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

５０

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

大梁上 大梁上

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下１.５Ｑa
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw ＝（　　　　）mm

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)
１.２　  　　　４,９００
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5

ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

スペーサー

　高さ確保用。）

４
０

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１８５

２
８

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下
    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    1)小梁の剛性を大きくする。

      アークスポット溶接するのが望ましい。

3

2

2

注2)

注2)

注2)2

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

梁にのみ込み３０ｍｍ

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

亜鉛めっき Ｚ２７限定

 厚さ(QLデッキ山上)

デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

（ワイヤーメッシュの

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

ＱＬデッキを切断

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等
QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部  小口塞ぎ

又はドリルねじ
すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合

ＱＬデッキ

ＱＬデッキ受材

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

 ＱＬデッキを連続にした場合

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る
 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。
 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

事前にご相談下さい。
納期が必要ですので

敷　込　み

1) 検流計での計測
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他  □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

□そ　　の　　他

JIS B 1198 各長さ・ピッチは特記による

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。
注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒
JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５
３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形 上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

　 　　日本ヒルティ(株)、　日本ドライブイット(株)

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

50ｍｍ以上

200ｍｍ以下

Ｓ梁

Ｓ梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｂ･Ｈ部

小
梁

２スパン                     １スパン

クローサー

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

■ＱＬ９９-５０
■1.2

 ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 ■１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

 ■ 溶 接 金 網 ■φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

 ■ 無    □ 有 

□ｴﾝｸﾛ有り

■無し

■裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□亜鉛めっき   　  　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

５００

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 ■指定なし

 □ 異 形 鉄 筋 　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

※デッキプレートは参考図の仕様と同等以上の性能を有するものとすること

(原図:A2)
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日

NS縮 尺

図面番号
記

事

項

特

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

310×PL

270×PL

220×PL

170×PL

155×PL

130×PL

JIS G 3136

（財）ベターリビング評定　CBL SS005-14(平成27年1月15日付)

角形鋼管柱・Ｈ形鋼はり接合工法 ＮＤコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】

（２）適用する柱およびはり材

部材記号

・建築構造用圧延鋼材（JIS G 3136） SN400B,C

・一般構造用圧延鋼材（JIS G 3101） SS400

・溶接構造用圧延鋼材（JIS G 3106） SM400A,B

１．ＮＤコア仕様 ２．NDコア仕様の決め方

ND150

ND175

（１）NDコアの形状寸法および重量

152

177

16.5

17.0

a)適用する柱材の材質および規格

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

202

252

22.0

24.0

ND300 302 29.0

（１）NDコア長さLの設定方法と注意点

85.1

124

184

265

ND200

ND250

※1　設計記号は、部材記号-長さ(mm)で記入する。　（例）ND300-600、ND200-550

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

ｔ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ｔ

b)適用するはり材の材質および規格：下記規格のH形鋼 

・建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

・一般構造用角形鋼管（JIS G 3466） STKR400 

はりA 

はりB 
はりC 

余長≧e（はりA） 

段差はり 

はりA 

はりB 

はりC 

NDコア長さL

傾斜はり・斜め切断 

はりB,はりCの小口基準面 10 

X 

b)はりに傾斜がある場合には、はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること。 

　・平成19年国土交通省告示第593号、第594号、第595号、第596号

　・同「2008年版冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」

　・平成20年5月23日施行改正建築基準法

　・（財）日本建築センター「2007年版建築物の構造関係技術基準解説書」

a)NDコアは柱・はり組合せ表の範囲において柱、はりに対して、許容応力度設計、保有耐力接合条件を満足して

おり、あらためて接合部の検討は不要である（【柱はり組合せ編】参照）。 

b)NDコアを用いた柱はり接合部では、通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし、柱およびはりを線材

置換して、鉄骨フレームの設計を行うことができる。 

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については、下記の規基準等によるものとし、通常の設計

フローに従って、部材の設計、架構解析、耐力の確認等を行う。ただし、ルート３を用いて設計をする場合、ND

コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため、柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を

補強プレート（１）鉄骨製作方法

（２）接合方法

（３）柱頭部補強プレート取り付け方法

４．ＮＤコア鉄骨製作要領

≧9

≧6

≧12

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い、施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者が行う。 鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「ＮＤコア鉄骨加工要領書」に示す。 

b)記載なき事項については、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事」、同「鉄骨工事

技術指針」、および（財）日本建築センター「2008年版冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」による。 

a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし、NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

たは高力ボルト接合とする。

b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する。余長eは別紙「柱はり対応表」にて

特記の無い限りは25mmとする。

c)NDコアは、NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが、はり外面合せの場合、

NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは、隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する。 

a)柱頭部は、NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレートを全周隅肉溶接により取り付ける。

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで、490N級の溶接ワイヤを用いて行う。 

または 

高力ボルト接合 

５．ＮＤコア納まり例

（１）はり取り付け位置

（３）段違い形式はり

余長≧e

余長≧e

【NDコア長さＬの採り方例】

69.8

断面形状

（2）柱頭部仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

≧9

ND200

ND250

材質：SN400A,B,C、SS400、SM400A,B,C

ND175

ND150

ND300

≧6

≧12

c)柱頭部を斜め切断した場合は、はりの傾斜は切断角度以下とする。 

a)柱頭部では、NDコア小口面に下表に示す補強プレートを取り付けること。

b)柱頭部を斜め切断する場合は、片流れの切断とし、切断角度は45\U+00B0以下とする。

≧9

≧6

≧12

補強プレート仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

d)どぶ付けめっきのため補強プレートに開口を設ける場合は、断面欠損を考慮し、板厚を割増すこと

はり傾斜角

補強プレート 

柱頭切断角以下 

３．鉄骨躯体の設計方法

c)柱頭部を斜め切断すると、NDコア小口面の長さが増加するため、右図を参考に、実状に合わせて補強プレー

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

d)NDコアとはりとの接合の際、NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は、グラインダで平滑に仕上る

等適切に処置する。

トを準備する。 

余長≧e（はりA） 

かつ

NDコア長さL

余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりA） 

余長≧e（はりA） 

PL

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

行う。

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

または 

高力ボルト接合 

≧9

材質：SN400A,B,C、SS400、SM400A,B,C

≧6

≧12

≧9

≧6

≧12

補強プレート取り付け仕様

（５）柱頭部

（２）一般部

（６）デッキプレート納まり

（７）NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

（８）補強プレートどぶ付けめっき用開口

デッキ受け材（板厚6mm以上）

・通しダイアフラムが無いため、デッキ

受けを取付けて対応する。

・受け材の板厚は6mm以上とする。

・デッキプレートの乗せ代は、デッキの

規基準等に従う。

かさ上げ材切欠き
補強プレート厚肉化

（４）スロープ

・本仕様書は別紙「NDコア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用

・本仕様書に記載の無い事項は、「NDコアカタログ」の他、日本建築学会「建築工事標準

書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事」、（財）日本建築センター「2008年版冷間成形角形鋼管

設計・施工マニュアル」および関連規基準に従うこと。

すること。

端あき

端あき

※3

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

が望ましい。 

ND350 352 33.8 360

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

ND350
+3.0

-0 

外径B
※2 板厚t 長さ範囲 材質

※4

150～

部材記号 (mm) 公差 (mm)

単位質量

（kg/m） （mm）

SN490B 

+2.0 

-2.0 

ND150～ND200 ND250～ND350

中間階部 柱頭部

余長≧e

余長≧e余長≧e

余長≧e

特別な検討は不要である。

崩壊形の判定に影響しない、柱頭部については、

ム設計を行う。

いため、柱・はり耐力から崩壊形を判定して、フレー

ただし、NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

設計が可能。

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能。

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

ルート3

ルート2

ルート1-2

ルート1-1

ND350

ND300

ND250

ND200

ND175

ND150

部材記号

NDコア

(mm)

寸法

(mm)

板厚

(mm)

寸法

(mm)

板厚 溶接サイズ

(mm)

陸屋根 棟部 桁部

※)柱頭上部の斜め切断の勾

桁部（斜め切断）

中央大+4隅小 4隅大

補強プレートを厚くする場合余長を大きく取るかさ上げ材切欠き一般部 はり下端の段差 バルコニー部の段差 スロープ部

余長大

隅柱･側柱 中柱 中柱（柱径＝はり幅） はり芯が斜めの場合

※開口位置・大きさについては、どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい。

※開口を設ける場合は、断面欠損を考慮し、板厚を割増すことが望ましい。

柱頭切断角　最大45°

130×130

155×155

170×170

220×220

270×270

310×310

端あきはND150・ND175で10mm、

ND200・ND250・ND300で15mm程度

L≧ｌ L≧ｌ
L≧ｌ L≧ｌ

≧ｌ（はりA）かつ

≧ｌ（はりB）かつ

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりA）かつ

≧ｌ（はりB）かつ

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりB）

≧ｌ（はりC）

d）柱頭部の斜め切断の勾配は45°（10寸勾配）以下とする。　

a)NDコアの長さLは、取付く各はり（最大で4方向）全てに対して、最小余長eを確保し、かつ最小長さｌ以上となるようにする。

最小余長e、最小長さｌは柱はりの組合せで決まっている寸法であり、｢設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】｣を参照する。

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は、それぞれの接合面に対応する小口において、最小余長e、最小長さｌを確保する。

小口が傾斜している面では、低い位置を基準として最小余長e、最小長さｌを確保する。

配は45°以下とすること

310×PL

270×PL

220×PL

170×PL

155×PL

130×PL

310×310

270×270

220×220

170×170

155×155

130×130

長さ(mm) 設計記号
※1

数量(個) 斜め切断（勾配）

余長≧e（はりB） 

斜め切断無し 斜め切断有り
NDコア

部材記号

段違い形式はり 傾斜はり 斜め切断柱頭部

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりC）

斜め切断無し 斜め切断有り 隅肉溶接仕様

余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりB） 

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  ■ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  ■ND300  □ND350

900 ND300-900 3

400 ND300-400 5

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

※ノンダイヤコアは参考図の仕様と同等以上の性能を有するものとすること

(原図:A2)

S-08

ノンダイヤコア標準図１

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日

NS縮 尺

図面番号
記

事

項

特

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

（財）ベターリビング評定　CBL SS005-14(平成27年1月15日付)
・本紙は、「NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

ＮＤコア設計・施工標準仕様書  【柱・はり組合せ編・別表  1/2 はり細幅】角形鋼管柱・H形鋼はり接合工法

コア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること。

H-100Ｘ50Ｘ5Ｘ7

H-125Ｘ60Ｘ6Ｘ8

H-150Ｘ75Ｘ5Ｘ7

H-175Ｘ90Ｘ5Ｘ8

H-198Ｘ99Ｘ4.5Ｘ7

H-200Ｘ100Ｘ5.5Ｘ8

H-248Ｘ124Ｘ5Ｘ8

H-250Ｘ125Ｘ6Ｘ9

H-298Ｘ149Ｘ5.5Ｘ8

H-300Ｘ150Ｘ6.5Ｘ9

H-346Ｘ174Ｘ6Ｘ9

H-350Ｘ175Ｘ7Ｘ11

H-396Ｘ199Ｘ7Ｘ11

H-400Ｘ200Ｘ8Ｘ13

H-446Ｘ199Ｘ8Ｘ12

H-450Ｘ200Ｘ9Ｘ14

H-496Ｘ199Ｘ9Ｘ14

H-500Ｘ200Ｘ10Ｘ16

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

200

270

310

300

350

396

400

細幅

系列

200

250

345     35

350

400

200

250

303

373

400

200

280

300

350

400

200

250

310

350

400

200

250

325

350

400

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

446

496

546

450

500

550

150 150 150 150 150 150

335

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

248

250

298

300

348

H-596Ｘ199Ｘ10Ｘ15

H-600Ｘ200Ｘ11Ｘ17

646

650 650 650 650 650 650 650 650

232 225

175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175

225 225 225 225 225 225 225 225 225 225

248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248

298 298 298 298 298 298 298 298 298

348 348 348 348 348 348 348 348 348 348 348

396 396 396 396 396

225 225 225 225 225 225 225

248248248248248248248

298298298298298298298

348348348348348348348

396 396 396 396 396 396 396 396

446446446446446446446

496496496496496496496

546546546546546546546

646646646646646646646

・組合せ表の最小長さｌ、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、｢NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している。

使用する柱（横軸）、はり（縦軸）を選択し、NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法e　 を確認する。

・柱材：BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

・はり材：400N級（SS400、SM400、SN400B・C等）のJIS G 3192記載のH形鋼

・最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

・最小余長e：確保する余長の最小値

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※1　記載の無い場合は25mmとする。記載がある場合、数値以上の余長を確保する。

・NDコア長さL：NDコアの長さ

・余長：ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

３．注意点

１．表の見方

H-100Ｘ50Ｘ5Ｘ7

H-125Ｘ60Ｘ6Ｘ8

H-150Ｘ75Ｘ5Ｘ7

H-175Ｘ90Ｘ5Ｘ8

H-198Ｘ99Ｘ4.5Ｘ7

H-200Ｘ100Ｘ5.5Ｘ8

H-248Ｘ124Ｘ5Ｘ8

H-250Ｘ125Ｘ6Ｘ9

H-298Ｘ149Ｘ5.5Ｘ8

H-300Ｘ150Ｘ6.5Ｘ9

H-346Ｘ174Ｘ6Ｘ9

H-350Ｘ175Ｘ7Ｘ11

H-396Ｘ199Ｘ7Ｘ11

H-400Ｘ200Ｘ8Ｘ13

H-446Ｘ199Ｘ8Ｘ12

H-450Ｘ200Ｘ9Ｘ14

H-496Ｘ199Ｘ9Ｘ14

H-500Ｘ200Ｘ10Ｘ16

H-596Ｘ199Ｘ10Ｘ15

H-600Ｘ200Ｘ11Ｘ17

H-606Ｘ201Ｘ12Ｘ10

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

4．NDコア最小長さｌと余長e

4-1．ND150～ND200

4-2．ND250～ND350

H-606Ｘ201Ｘ12Ｘ10

はり

柱

NDコア

径（材質）

板厚

最小長さｌ、最小余長e

ND150 ND175

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6

ｌ e

8

ｌ e

9

ｌ e

12

ｌ e

6

ｌ e

8

ｌ e

9

ｌ e

12

ｌ e

ND200

NDコア

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

19

ｌ e

19

ｌ e

12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

19

ｌ e

19

ｌ e

22 22

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

※1

□150（BCR295） □150（STKR400） □175（STKR400）□175（BCR295） □200（BCR295） □200（STKR400）

□350（STKR400）□350（BCR295）□300（STKR400）□300（BCR295）□250（STKR400）□250（BCR295）径（材質）

板厚

必要長さｌ、必要寸法e

柱

はり

系列

細幅

ND250 ND300 ND350

H-100Ｘ50

H-125Ｘ60

H-150Ｘ75

H-175Ｘ90

H-198Ｘ99

H-200Ｘ100

H-248Ｘ124

H-250Ｘ125

H-298Ｘ149

H-300Ｘ150

H-346Ｘ174

H-350Ｘ175

H-396Ｘ199

H-400Ｘ200

H-446Ｘ199

H-450Ｘ200

H-496Ｘ199

H-500Ｘ200

H-596Ｘ199

H-600Ｘ200

H-606Ｘ201

H-606Ｘ201

H-600Ｘ200

H-596Ｘ199

H-500Ｘ200

H-496Ｘ199

H-446Ｘ199

H-450Ｘ200

H-400Ｘ200

H-396Ｘ199

H-350Ｘ175

H-346Ｘ174

H-300Ｘ150

H-298Ｘ149

H-250Ｘ125

H-248Ｘ124

H-200Ｘ100

H-198Ｘ99

H-175Ｘ90

H-150Ｘ75

H-125Ｘ60

H-100Ｘ50

※4

余長≧e 

はり

余長≧e

L≧ｌ
はりA

余長≧e（はりA）

L≧ｌ（はりA）かつ

はりB

余長≧e（はりA） 

L≧ｌ（はりB）

２．ＮＤコアの形状および寸法

Ｂ

ND150

ND175

152

175

部材記号

板厚t

16.5

17.0

202

252

22.0

24.0

ND300 302 29.0

ND200

ND250

材質

ｔ

Ｂ

Ｂ Ｂ

ｔ

+2.0 

-2.0 

断面形状※2

ND350 352 33.8

150～
+3.0 

-0 

（kg/m）（kg/m）

85.1

124

184

265

69.8

360

外径B 長さ範囲

角形鋼管柱 角形鋼管柱

余長≧e（はりB） 

ＮＤコア
ＮＤコア

※3

ND150～ND200 ND250～ND350

単位質量

公差(mm) (mm) (mm) 公差

JIS G 3136

SN490B 

余長≧e（はりB） 

646 646 646 646 646 646646 646 646 646 646 646646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646646

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

(原図:A2)

S-09

ノンダイヤコア標準図２

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日

NS縮 尺

図面番号
記

事

項

特

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

※4

（財）ベターリビング評定　CBL SS005-14(平成27年1月15日付)
・本紙は、「NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

ＮＤコア設計・施工標準仕様書  【柱・はり組合せ編・別表  2/2 はり中広幅】角形鋼管柱・H形鋼はり接合工法

コア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること。

H-148Ｘ100Ｘ6Ｘ9

H-194Ｘ150Ｘ6Ｘ9

H-244Ｘ175Ｘ7Ｘ11

H-294Ｘ200Ｘ8Ｘ12

H-340Ｘ250Ｘ9Ｘ14

H-390Ｘ300Ｘ10Ｘ16

H-440Ｘ300Ｘ11Ｘ18

H-482Ｘ300Ｘ11Ｘ15

H-100Ｘ100Ｘ6Ｘ8

H-125Ｘ125Ｘ6.5Ｘ9

H-150Ｘ150Ｘ7Ｘ10

H-175Ｘ175Ｘ7.5Ｘ11

H-200Ｘ200Ｘ8Ｘ12

H-250Ｘ250Ｘ9Ｘ14

H-300Ｘ300Ｘ10Ｘ15

H-488Ｘ300Ｘ11Ｘ18

H-588Ｘ300Ｘ12Ｘ20

198

244

335

344

310

400

294

380

294

344

294

344

320

344

300

394

294

354 370

390

440

490

353

460

440

490

344

466

440

490

344

435

575     90

490

344

390

358

390

440

490

344

470     35

440

455

440

422

440

430

505

275

326    45

150

316     35 302

225

250 310 325     40 315     30

225

275

350

401     50

430     35

387     35

510   105

357 300

350

410     55

350

396     45

430

377     35

510   105

345

510   105

390 390 390 492     75

150 150 150 150 150 150 150

200 200 200 200 200 200 200 200

250 225 275 260 235

280

150

200

262

150

200

250

150

200

250

150

200

283

150

200

268

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

510   105

532 532

538

638

490 490 490490

175

198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244

198 198 198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532532 532532 532

538538538538538538538538

638638638638638638638638

175175175175175175175175175175175175175175175 175

390390 390 390

225 225 225 225 225 225 225 225 225

385     30

407

440

490

390

565     70

490

390

525     45

640     90

390

488

605     65

435

445

560

420

440

490

390

440

390

542     60 515

325

485     90

300

465     70

300 300 353

350

340

470     60

305

475     60

300

440     40

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

425     30 387

555

510 625     70490

198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532 532570 532532 532

538538538538590635     40603     35538538

638638638638638638638638638

175175175175175175175175175

225 225 225 225 225 225 225 225 225

348

344

395

560     85

525

315

250

150

200

465     75

198

244

294

532

538

638

175

225

H-594Ｘ302Ｘ14Ｘ23

H-700Ｘ300Ｘ13Ｘ24

H-792Ｘ300Ｘ14Ｘ22

H-800Ｘ300Ｘ14Ｘ26

H-900Ｘ300Ｘ16Ｘ28

H-912Ｘ302Ｘ18Ｘ34

H-350Ｘ350Ｘ12Ｘ19

・組合せ表の最小長さｌ、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、｢NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している。

使用する柱（横軸）、はり（縦軸）を選択し、NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法e　 を確認する。

・柱材：BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

・はり材：400N級（SS400、SM400、SN400B・C等）のJIS G 3192記載のH形鋼

・最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

・最小余長e：確保する余長の最小値

余長≧e 

はり

余長≧e

L≧ｌ
はりA

余長≧e（はりA）

L≧ｌ（はりA）かつ

はりB

余長≧e（はりA） 

L≧ｌ（はりB）

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※1　記載の無い場合は25mmとする。記載がある場合、数値以上の余長を確保する。

・NDコア長さL：NDコアの長さ

・余長：ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

３．注意点

１．表の見方

２．ＮＤコアの形状および寸法

4．NDコア最小長さｌと余長e

4-1．ND150～ND200

H-194Ｘ150Ｘ6Ｘ9

H-244Ｘ175Ｘ7Ｘ11

H-294Ｘ200Ｘ8Ｘ12

H-340Ｘ250Ｘ9Ｘ14

H-390Ｘ300Ｘ10Ｘ16

H-440Ｘ300Ｘ11Ｘ18

H-482Ｘ300Ｘ11Ｘ15

H-488Ｘ300Ｘ11Ｘ18

H-588Ｘ300Ｘ12Ｘ20

H-594Ｘ302Ｘ14Ｘ23

H-700Ｘ300Ｘ13Ｘ24

H-792Ｘ300Ｘ14Ｘ22

H-800Ｘ300Ｘ14Ｘ26

H-900Ｘ300Ｘ16Ｘ28

H-912Ｘ302Ｘ18Ｘ34

H-100Ｘ100Ｘ6Ｘ8

H-125Ｘ125Ｘ6.5Ｘ9

H-150Ｘ150Ｘ7Ｘ10

H-175Ｘ175Ｘ7.5Ｘ11

H-200Ｘ200Ｘ8Ｘ12

H-250Ｘ250Ｘ9Ｘ14

H-300Ｘ300Ｘ10Ｘ15

H-350Ｘ350Ｘ12Ｘ19

Ｂ

ND150

ND175

152

175

部材記号

板厚t

16.5

17.0

202

252

22.0

24.0

ND300 302 29.0

ND200

ND250

材質

ｔ

Ｂ

Ｂ Ｂ

ｔ

+2.0 

-2.0 

断面形状※2

ND350 352 33.8

中幅

系列

はり

広幅

系列

はり

中幅

系列

はり

広幅

系列

はり

150 150 150 150 150 150 150 150 150 155 150 150

213    35 190 175 220    35 198 175 265    70 235    45 270    70 245    55180 205

244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 336 305 294 294 294 320

344 344 344 344 344 344 344 344

150 150 150 150 150 150 150 150

175 175 175 175 175 175 175 175

210 200 200 215 202200 200 200

280    35 280 225 285    30250 285    30 265

250 330    50 350    70 250 250330    60 255 345    65

H-194Ｘ150

H-244Ｘ175

H-294Ｘ200

H-340Ｘ250

H-390Ｘ300

H-440Ｘ300

H-482Ｘ300

H-488Ｘ300

H-588Ｘ300

H-594Ｘ302

H-700Ｘ300

H-792Ｘ300

H-800Ｘ300

H-900Ｘ300

H-912Ｘ302

H-100Ｘ100

H-125Ｘ125

H-150Ｘ150

H-175Ｘ175

H-200Ｘ200

H-250Ｘ250

H-300Ｘ300

H-350Ｘ350

H-148Ｘ100

H-194Ｘ150

H-244Ｘ175

H-294Ｘ200

H-340Ｘ250

H-390Ｘ300

H-440Ｘ300

H-482Ｘ300

H-488Ｘ300

H-588Ｘ300

H-594Ｘ302

H-700Ｘ300

H-792Ｘ300

H-800Ｘ300

H-900Ｘ300

H-912Ｘ302

H-100Ｘ100

H-125Ｘ125

H-150Ｘ150

H-175Ｘ175

H-200Ｘ200

H-250Ｘ250

H-300Ｘ300

H-350Ｘ350

344 344

390

480

300

380

250

150

200

532

595

638

595     60

175

198

244

294

225

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

H-692Ｘ300Ｘ13Ｘ20

H-890Ｘ299Ｘ15Ｘ23

H-692Ｘ300

H-890Ｘ299

H-692Ｘ300Ｘ13Ｘ20

H-890Ｘ299Ｘ15Ｘ23

H-692Ｘ300

H-890Ｘ299940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

344 344 344 344 344 344 344 344 344 344

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

644

962

644 644 644 644 644 644 644 644 644

962 962 962 962 962 962 962 962 962

250 250 250 250

412     35

400 580   105 400 400 585   110

4-2．ND250～ND350

柱

NDコア

径（材質）

板厚

最小長さｌ、最小余長e

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6 9 12

ｌ e ｌ e ｌ e

6

ｌ e

8

ｌ e

9

ｌ e

12

ｌ e

6

ｌ e

8

ｌ e

9

ｌ e

12

ｌ e

柱

NDコア

径（材質）

板厚

必要長さｌ、必要寸法e

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

6 12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

19

ｌ e

19

ｌ e

12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

12 16

ｌ e ｌ e ｌ e

9

ｌ e

19

ｌ e

19

ｌ e

22 22

H-148Ｘ100Ｘ6Ｘ9 212 198 198 217 198 198 243    35 217 198 250    30 230 198 198 198 198 198 198 198 198 198 H-148Ｘ100

290    35

150～
+3.0 

-0 

（kg/m）（kg/m）

85.1

124

184

265

69.8

360

※1

外径B 長さ範囲

角形鋼管柱 角形鋼管柱

余長≧e（はりB） 

ＮＤコア
ＮＤコア

※3

□150（STKR400）□150（BCR295） □175（BCR295） □175（STKR400）

ND150 ND175

□200（BCR295）

ND200

□200（STKR400）

ND250

□250（BCR295） □250（STKR400） □300（BCR295） □300（STKR400）

ND300

□350（BCR295） □350（STKR400）

ND350

ND150～ND200 ND250～ND350

単位質量

公差(mm) (mm) (mm) 公差

JIS G 3136

SN490B 

余長≧e（はりB） 

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

(原図:A2)

S-10

ノンダイヤコア標準図３

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日

NS縮 尺

図面番号
記

事

項

特

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
鉄骨梁貫通孔標準図

-４１３

断面形状 Ｈ形断面

１５００ｍｍ以下

フランジ幅

ウェブ厚

鋼種

６００ｍｍ以下

Ｆ≦４４０の大臣認定

ＳＳ４００,ＳＭ４００

ＳＮ４９０,ＳＭ５２０

ＳＮ４００　 ,ＳＭ４９０

３２ｍｍ以下

梁せい

※６

梁の

部材種別

※７ ※８

偏心量ｅ'

Ｌ２

貫通孔の

■貫通孔の規定

１／２・Ｄ－（１／３・Ｄｅ－１／２ｄｗ）以上、

※９

７０ｍｍ以上

１．５ｄｗ以上（ｄｗは大きい方）

２／３・Ｄ以下　　、かつ

１／２・Ｄ＋（１／３・Ｄｅ－１／２ｄｗ）以下、※１０

※１０

※５：梁がＳＳ、ＳＭ材またはＳＮ４００Ａの場合は２５ｍｍ以下とする。

※６：ＳＮ４００Ａは塑性化部に適用不可とする。

※７：部材種別がＦＣ・ＦＤランクの場合は塑性化部に適用不可とする。

※８：ただし、ウェブ幅厚比は９６ ２３５／Ｆ以下とする。

　　　（Ｆ:はりの許容応力度の基準強度）

※９：Ｆ＞３８５の場合は、１／２・Ｄ以下とする。

※１０：Ｆ＞３８５の場合は、

　　　　１／２・Ｄ－（１／４・Ｄｅ－１/２・ｄｗ）以上、

　　　　１／２・Ｄ＋（１／４・Ｄｅ－１/２・ｄｗ）以下とする。

※１１：梁に軸力が作用する場合は適用不可とする。

※１２：梁せい方向に連続して設けた貫通孔は適用不可とする。

※１３：ＯＳリングを両面に取り付ける場合は、同じＯＳリングを

　　　　取り付ける。

※１４：梁端部近くは応力が大きくなり、設置不可となる場合があるので

　　　　注意する。Ｄｅ＝Ｄ、ただしＤ＞１２００の場合Ｄｅ＝１２００

　Ｂ：はり幅、Ｓ：ＯＳリングの隅肉溶接サイズ

ただし、Ｂ＞４００の場合、ａ＝ｍａｘ（４０、ｒ＋１．８Ｓ）

ａ＝ｍａｘ（３０、ｒ＋１．８Ｓ）、

Ｄ：梁せい、ｄｗ：貫通孔径、ｔｆ：フランジ厚、ｔｒ：ＯＳリング肉厚

　ｒ：Ｈ形鋼のフィレット寸法またはビルトＨ鋼の溶接サイズ

※１４

Ｄ－２（ｔｆ＋ａ＋ｔｒ）以下

かつｔｆ＋ａ＋ｔｒ＋１／２・ｄｗ以上、

Ｄ－（ｔｆ＋ａ＋ｔｒ＋１／２・ｄｗ）以下

ｄｗ

Ｌ１

※５

建築構造用鋼材

ＦＡ、ＦＢ、ＦＣ、ＦＤ

■適用範囲の梁

梁ウェブ溶接面
ＯＳリングおよび梁ウェブの溶接面は溶接に先立ち、水分・スラグ・ごみ・さび・油
塗料・はがれやすいスケール、およびその他溶接に支障となるものはあらかじめ適切な方

ＯＳリング溶接面■溶接面の清掃

法で除去する。

■施工および施工管理

１．ＯＳリング形状寸法

一般財団法人日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0135-07」（平成24年8月17日付）
鉄骨梁貫通孔補強工法

３．施工

タイプ貫通孔径

標準
溶接サイズ

必要隅肉

貫通孔径

ｄｗ ※４Ｓ

適用
※１

品　名

ｄ２ｄ１

寸　　法　　（ｍｍ）

ｔｒｂｒｄ※３

ＯＳリング 工法設計施工標準図
Ｒ

2015年6月作成

鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技術者による施工管理のもと、溶接施工を行うこと。

ＯＳリングを溶接施工する際は、納品時に付属している「ＯＳリング溶接施工マニュアル」を必ず確認すること。

■施工手順

（２）ＯＳリング位置決め （３）組立溶接（１）けがき・孔あけ （４）本溶接

貫通孔径ｄｗは適用貫通孔径の範

ＯＳリング外周に組立溶接を行う。
組立溶接は等間隔に３～４箇所、
１箇所の長さは４０ｍｍ以上、１

パスとし、ショートビードになら
ないように注意する。

を行う。

ＯＳリングの溶接部とＨ形鋼のフ
ィレット部またはビルトＨ形鋼の
フランジとウェブの溶接部が重な

所定位置に梁ウェブ貫通孔径ｄｗ
をけがく。梁ウェブに円形貫通孔

をあける。貫通孔径ｄｗの最大許
容差は±２ｍｍとする。貫通孔ま
わりの切断バリはグラインダー等

で除去する。

囲（※１５）とする事ができる。

ＯＳリングと貫通孔の中心が合う

ように位置決めをする。 によりウェブ面に十分密着させる。

らないように十分注意する。
ＯＳリングタイプⅠは図に示すよ

ＯＳリングと貫通孔の中心のずれ
の管理値は「ＯＳリング溶接施工

マニュアル」による。

ＯＳリング取付面をシャコ万力等 シャコ万力等を取り外し、本溶接

うに厚肉面（最外径側となる面）
をウェブ溶接面に密着させる。

ＯＳリングとウェブ貫通孔の中心のずれの管理値は「ＯＳリング工法溶接施工マニュアル」による。

でなければならない。また、ＯＳリングと梁ウェブのすき間は２ｍｍ以下とする。
本溶接の隅肉溶接サイズは、各ＯＳリングそれぞれに定められた必要隅肉溶接サイズＳ以上

■検査

その他、外観・表面欠陥検査の合否判定は、「日本建築学会：鉄骨精度検査基準」による。

不合格となった欠陥箇所は適切な処置を行う。

溶接はＯＳリング外周の全周隅肉溶接とし、溶接姿勢は水平隅肉溶接とする。必ず鉄骨ウェブ面を上面に向け、溶接条件

軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒　（ＪＩＳ Ｚ ３２１１）

２溶接材料は下記の表に示す規格を満たし、溶接金属の引張強さが４９０Ｎ/ｍｍ　以上の材料を使用する。

種　　　　　類

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接
軟鋼および高張力鋼用マグ溶接ソリッドワイヤ（ＪＩＳ Ｚ ３３１２）

軟鋼、高張力鋼および低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ（ＪＩＳ Ｚ ３３１３）

溶接方法

■溶接方法

■溶接材料

φ７５～
　φ１００

適用貫通
孔径ｄｗ

１００Ｓ
１００Ｌ

１２５Ｓ
１２５Ｌ

１５０Ｓ
１５０Ｌ

１７５Ｓ
１７５Ｌ

２００Ｓ
２００Ｌ

２５０Ｓ
２５０Ｌ

３００Ｓ
３００Ｌ

φ１０１～
　φ１２５

φ１２６～
　φ１５０

φ１５１～
　φ１７５

φ１７６～
　φ２００

φ２０１～
　φ２５０

φ２５１～
　φ３００

φ３０１～
　φ３５０

φ３５１～
　φ４００

（※１５）適用貫通孔径

品　名 ５００Ｓ ６００Ｓ

φ５０１～
　φ６００　φ５００

φ４０１～
　φ４５０

φ４５１～

３５０Ｓ
３５０Ｌ

４００Ｓ
４００Ｌ

４５０Ｓ
４５０Ｌ

（溶接姿勢・環境etc）を確保する。ＯＳリングを溶接する際の予熱温度は「ＯＳリング溶接施工マニュアル」による。

■適用範囲

■検討および使用の決定

ＯＳリングの採用を検討の際は、「ＯＳリング工法設計ハンドブック」を必ず確認すること。

ＯＳリングの使用の決定は構造設計者により行う。

貫通孔無しで構造計算を行った結果から得られる貫通孔部分の存在応力が、ＯＳリング工法を用いた貫通孔部分の耐力を上回らないことを確認する必要があるので、

２．設計

タイプⅠ 国土交通大臣認定材

　　　　（ＳＮＲ４９０Ｂ相当）

　　　　 ローリング鍛造加工

タイプⅡ ＳＴＫＮ４９０Ｂ 鋼管切断加工 または
　       ＳＮ４９０Ｂ　   厚板切断加工

　　　　 認定番号：ＭＳＴＬ－０３５２

タイプⅠ タイプⅡ

※１：原則、梁ウェブ貫通孔径は適用貫通孔径の範囲とする。

　　　ただし、ＯＳリング内径（ｄ）の７５％まで小さくする

　　　ことができる。

※３：内径（ｄ）は仕様上、表数値よりタイプⅠで最大４ｍｍ

　　　タイプⅡで最大１１ｍｍ小さくなる事があるので納まり

　　　に注意する。

※４：括弧内の数値は、梁鋼種がＳＡ４４０の場合の必要隅肉

　　　溶接サイズを示す。

※２：３００Ｌ、３５０Ｌ、４００Ｓ、４００Ｌ、４５０Ｓ、

　　　４５０Ｌおよび５００Ｓは、梁ウェブ貫通孔径をＯＳ

　　　リング内径（ｄ）まで拡げる事ができる。

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

φ１００
φ７５～
φ１００

φ１２５
φ１０１～
φ１２５

φ１５０
φ１２６～
φ１５０

φ１７５
φ１５１～
φ１７５

φ２００
φ１７６～
φ２００

φ２５０
φ２０１～
φ２５０

φ３００

φ３５０

φ４００

※２

※２

φ３５１～ ※２

φ４００

φ３００
φ２５１～

φ３５０
φ３０１～

φ６００
φ５０１～
φ６００

φ５００ φ５００
※２φ４５１～

※２
φ４５０

φ４０１～
φ４５０

１００Ｓ ５（６）２０１２０１２２１００

９１００Ｌ ３３１４０１４４１００

１２５Ｓ ５（６）２４１４９１５１１２５

１２５Ｌ ３９１７１１７７１２５ ９

１５０Ｓ ２７１７６１７８１５０ ５（６）

１５０Ｌ ９４４２０２２０８１５０

１７５Ｓ ６３０２０３２０７１７５

１７５Ｌ ９５０２３３２４１１７５

６２００Ｓ ３２２３０２３４２００

２００Ｌ ９５３２６２２７０２００

２５０Ｓ ６３９２８６２９０２５０

２５０Ｌ ９６３３２２３３２２５０

３００Ｓ ７４３３４０３４６３００

３９４３５０

６００Ｓ - ８６１３ ６８３ ５７

５１３ ５７５ - ５１ ８５００Ｓ

７-４５０Ｓ ４６３ ５２５ ４４

３００Ｌ １２- ６４３９１３１３

３５０Ｓ ７４７３９４４００３５０

４００Ｓ ７- ４８４６１４１３

-４６３

３５０Ｌ

４００Ｌ

４５０Ｌ

４４８

５０８

５６８

７３

８４

８８

１１

２２

１３

２６

１４

２９

１６

３３

１７

３５

２０

４１

２３

３５

３１

３１

３９

２５

２４

４２．５

４７．５

５２．５

１２

１３

１３

鋼材の種類および製造方法

　　　約６０ｋｇと重量物となるため、移動の際はクレーンを用いる等、取扱には十分に注意する事。
（注）ＯＳリングの重量は５００Ｓ及び３００Ｌが約２３ｋｇ、６００Ｓおよび３５０Ｌが約３５ｋｇ、４００Ｌは約５０ｋｇ、４５０Ｌは
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※鉄骨梁貫通孔は参考図の仕様と同等以上の性能を有するものとすること
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工 事 名 称
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
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（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事
S-13

(原図:A2)

　　対象土は、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo.1　GL-1.80ｍまでの砂質シルト(暗灰色)層とする。
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一級建築士　第360917号

1.80ｍ/本

2.10ｍ/本

3.30ｍ/本

3.30ｍ/本

21 本

1.50ｍ/本

1.20ｍ/本

1.20ｍ/本3.00ｍ/本4.20ｍ/本

φ1000ｍｍ

地盤柱状改良工事特記仕様書

φ1000ｍｍ

設計基準強度　　　Ｆｃ＝９００ＫＮ/ｍ2

設計GLﾖﾘｽﾃｺﾝ含む設計GLﾖﾘ
平均掘削長 改良本数平均空掘長平均改良長改　良　径

合　　　　　　計

１.３１.４１.５１.６１.７１.９合格判定係数ｋａ

９～７～８４～６３２１採取ヶ所数  Ｎ　

⑧合格判定結果④固化材使用量及び注入量Ｆｃ　：　設計基準強度（ＫＮ/㎡、N/㎜2）

⑦施工記録写真③掘削深度及び改良長ａｔ　：　割増し係数　（8.品質管理抜き取り個所数Nより）

⑥施工記録データ②改良施工日Ⅹｆ　：　配合強度（ＫＮ/㎡、N/㎜2）

⑤一軸圧縮強度試験結果①改良体伏図及び施工番号Ⅹｆ　＝　ａｔ　×　Ｆｃ

に提出する。２、配合強度は下記の式より求める。

工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、２部を監督員にすみやか　※使用固化材は、土質を確認し、最終決定すること。

９.報　告１、固化材液に使用する固化材は、六価ｸﾛﾑ対応型ｾﾒﾝﾄ系固化材とする。

６.固化材液の配合及び使用量

ものとする。

ｑｕｄ：　想定した現場平均一軸圧縮強さ（ＫＮ/㎡、N/㎜2）３、セメントミルク作成用の混合プラントは、所定吐出量を十分供給できる

Ｖｄ　：　想定した強度の変動係数を装備したもので、自走式とする。

σｄ　＝　Ｖｄ・ｑｕｄ２、改良機本体は、施工時のデータを記録できる装置（施工管理用計測器）

σｄ　：　設計で想定したコア強度の標準偏差値（ＫＮ/㎡、N/㎜2）未改良土の共回り現象を防止する攪拌装置を装備した施工機械とする。

ｋａ　：　合格判定係数１、スラリー状のセメント系固化材と現状土を確実に混合攪拌する事が出来

Ｆｃ　：　設計基準強度（ＫＮ/㎡、N/㎜2）５.施工機器

ＸＬ　：　合格判定値（ＫＮ/㎡、N/㎜2）

ⅩＮ　：　Ｎヶ所の一軸圧縮強さの平均値（ＫＮ/㎡、N/㎜2）その指示を受ける。

　　　　　　　　＝　Ｆｃ　＋　ｋａ・{ Ｆｃ・Ｖｄ/（1-1.3Ｖｄ）}４、施工に対して異常が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、

ⅩＮ　≧　ＸＬ　＝　Ｆｃ　＋　ｋａ・σｄ３、本工法により排出される土は、場内処理とする。

検査手法は品質のバラツキを想定する場合の検査手法Ａにより行う。２、改良頭部の余長は１０㎝以上とする。

  (材令７日と２８日にそれぞれ３本）１、固化材液のてん充方法は、掘削時てん充方法とする。

４.施　　工４.施　　工

・圧縮試験は第三者で行うものとする。

１、改良土の一軸圧縮強度試験⑥品質管理

８.品質管理⑤施工管理

④配合管理（使用固化材・配合量・注入量等）

　　根切り工掘削時に改良体を損傷しないように改良体頭部を削り取ること。③施工機械器具

　　ただし、深基礎等、現場状況により改良天端処理が不可能な場合は、②施工方法

　　時期にバックホー等で改良体頭部を削り取って天端処理を行う。①工事内容（改良径・改良長・空掘長・改良本数・設計基準強度）

　　改良体頭部の位置を所定の仕上がり高さにするため、施工後適切な施工計画書は次の事項を明記する。

４、改良天端処理３、工事に先立ち、施工計画書を提出する。

　　　　　　　試料土にてｐH測定を行う。
※改良長は支持層により調整する。

　　　　　　　調査資料(ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ資料)と同等か確認する。

３、試験掘削：オーガーにより計画深度まで掘下げ資料土を採取し

　　　　　　　　　ジャッキアップを行う。

２、支持層の確認：改良機本体に設置されたﾄﾙｸ計で計測する。

・掘進深度：改良機本体に設置された深度計で計測する。

固化材の計量：1ton練りミキサーによりton袋にて確認

水 の 計 量 ：水量計で計測を行う。

・固化材液の作液２、柱状改良数量表

・鉛直度：改良機本体のリーダー内に設置された傾斜計にて確認により変更することがある。

１、施工過程における管理方法は次のとおりとする。１、改良の径、長さ、本数、位置及び固化材の配合等は、土質や地盤状況

７.施工管理３.一般事項

　示第46号による環境基準値（0.05mg/㍑）以下であることを確認する。３、改良の設計基準強度はＦｃ＝９００KN/㎡とする。

・所定強度を満足する供試体から六価クロム溶出量を測定し、環境庁告２、改良の径、掘削深度（改良長＋空掘長）、本数、配置等は設計図による。

４、六価クロム溶出試験１、本工事の施工業者は、本工法の施工技術に精通したものとする。　　　

　　　固化材液濃度　：　Ｗ/Ｃ　＝　60～100　％　(土質により調整する)２.特記概要

　　　固化材添加量　：　　λ　 ＝　３５０　Kｇ/m3

　　試験により添加量の変更があった場合、再見積にて精算するものとする。改良地盤の設計及び品質管理指針」日本建築センター発行による。

柱状の改良体を造成するものである。なお、技術基準は「建築物のための

　※配合試験を行い添加量を決定する事。状のセメント系固化材を機械的に地中で混合撹拌し、所定の強度を持った円

３、固化材液の配合　本地業は柱状地盤改良による地盤改良工であり、その工法概要はスラリー
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改良コラム φ1000

2
,
9
5
0

(
2
,
0
5
0
)

2
2
0

2
5
0

9
05
0

6
0
0

改良コラム φ1000

捨てコンクリート

6
5
0

1
,
5
0
0

設計ＧＬ

ＢＰＬ下端

1
,
7
5
0

3
0

1,000

155 155690

6
9
0

6
5
5

6
5
5

1
1
 
-
D
1
3

1,000

155 155690

6
9
0

6
5
5

6
5
5

1
1
 
-
D
1
3

2
2
0

2
5
0

改良コラム φ1000

設計ＧＬ

ＢＰＬ下端

1
,
7
5
0

3
0

9
05
0

6
0
0

捨てコンクリート

1
,
2
0
0 3
5
0

6
 
-
D
1
3

6 -D13 6 -D13

※ベース筋は標準フック付きとする。

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

根巻きコンクリート
補強筋 D10 @200

根巻きコンクリート
補強筋 D10 @200

根巻きコンクリート
補強筋 D10 @200

根巻きコンクリート
補強筋 D10 @200

4
6
0

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



土間接合部補強筋 1-D13

土間配筋と同ﾋﾟｯﾁ

2
0
0

1
5
0
5
0

2
0
0 ベース筋 D10@200

3 -D13

設計ＧＬ

5
2
0

9
2
0

1 -D13

150

500

壁筋 D10@200 クロス

設計ＧＬ

ﾖｺ筋 D10@200

ﾀﾃ筋 D10@200

1-D13
土間接合部補強筋 1-D13

土間配筋と同ﾋﾟｯﾁ

L
2

12020

L
2

L
2

L
2

180

1
3
0

5
3
0

6
6
0

ｽﾗﾌﾞ天端

梁天端

D10@200 ダブルクロス

2-D13

2-D13

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
1/30地中梁リスト・スラブリスト・雑配筋図

FG6

全断面

S=1/30

FB1

全断面

FG5

全断面

FG4

全断面

FG3

全断面

FG2

全断面

FG1

全断面

符 号

位 置

地中梁リスト

S=1/30

3 -D22

3 -D22

850350 ×

巾止め筋はD10@1,000とする

850

  - D10 @200

××

2 -D10

350 850

3 -D22

3 -D22

巾止め筋はD10@1,000とする

×

2 -D10

500 850

5 -D22

5 -D22

  - D13 @200

3 -D22

3 -D22

850350 ×

3 -D22

3 -D22

850350

2 -D10

×

巾止め筋はD10@1,000とする

4 -D22

4 -D22

  - D13 @200

850500

2 -D10

×

D13 @200

D13 @200

D13 @200

D13 @200

FS1

符　号 厚　さ 位　置 備　考

上端筋

下端筋

モチアミ配筋

（Ｗ）

短辺方向（主筋方向） 長辺方向（配力筋方向）

腹 筋

ＳＴＰ

下端筋

上端筋

Ｂ×Ｄ

スラブリスト

2 -D10(定着長さ40d)2 -D10(定着長さ40d) 2 -D10(定着長さ40d)

300

8
5
01
,
1
0
0

350

5
0

6
0

2
5
0

8
5
01
,
1
0
0

5
0

6
0

350

2
5
0

2
5
0

6
05
0

350

1
,
1
0
0

8
5
0

2
5
0

6
05
0

1
,
1
0
0

8
5
0

500

8
5
01
,
1
0
0

350

5
0

6
0

2
5
0

8
5
01
,
1
0
0

350

5
0

6
0

2
5
0

500

8
5
01
,
1
0
0

5
0

6
0

2
5
0

設計ＧＬ 設計ＧＬ 設計ＧＬ 設計ＧＬ 設計ＧＬ 設計ＧＬ 設計ＧＬ

形 状

S=1/30パラペット配筋図 S=1/30ｆ１配筋図

  - D10 @150   - D10 @150   - D10 @150   - D10 @150

巾止め筋はD10@900とする 巾止め筋はD10@900とする 巾止め筋はD10@900とする 巾止め筋はD10@900とする

※ 主筋は上下筋ともＹ方向を先に敷設すること

ＲＣ壁・土間増内部分配筋図

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

2 -D19

2 -D19

(原図:A2)

S-19

350

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計

φ
55

φ
55

φ
55

フランジ ウェブ符　号
C1 C2 C3

径階 ボルト ゲージ 外添板 内添板 ボルト 添板寸法
符　号 断　面 材　種 備　考

ｇ1 ｇ2 厚×長さ 厚×幅 Pc 厚×幅×長さＤ nF×mF mW×nW
２　階 □-300×300×12（BCR295） □-300×300×12（BCR295） □-250×250×9 （BCR295） mm mm mm　 mm mm　mm mm mm　mm　mm

RG1 H-294×200×8×12 SS400 M20 3×2 120 -  9×410 9×80 3×1 60 9×200×170

１　階 □-300×300×19（BCR295） □-300×300×16（BCR295） □-250×250×12（BCR295）

RG2 H-300×150×6.5×9 SS400 M16 2×2 90 - 9×290 9×60 3×1 60 6×200×170

RG3 H-294×200×8×12 SS400 M20 3×2 120 -  9×410 9×80 3×1 60 9×200×170

RG4 H-300×150×6.5×9 SS400 M16 2×2 90 - 9×290 9×60 3×1 60 6×200×170

柱　脚

形　状

ベースPL 550×550×50（SN490B） 520×520×40（SN490B） 420×420×36（SN490B）

ANC・BOLT 8 - M36 8 - M36 4 - M39

備　考 柱脚はベースパック 30-19V の仕様による 柱脚はベースパック 30-16V の仕様による 柱脚はベースパック 25-12V の仕様による

柱形状

Dx × Dy 740 × 740 740 × 740 690 × 690

主筋 12 -D22 12 -D22 12 -D19

HOOP D13 @100 D13 @100 D13 @100

T.HOOP 2 -D13 2 -D13 2 -D13

80 80 80 80
50 290 50 50 260 50

55 310 55

5
0

5
0

8
0

5
5

8
0

42
0

2
9
0

5
5
0

2
6
0

5
2
0

3
1
0

8
0

558
0

5
0

5
0

420
520550

5
0

4
0

7
4
0

7
4
0

740 740

S=1/30

1/30柱リスト・大梁リスト・小梁リスト・その他部材リスト

柱リスト 大梁リスト 大梁継手リスト

S-20

3
6

6
9
0

690

一級建築士　第360917号

前田　祐作

※柱脚は参考図の仕様と同等以上の性能を有するものとすること

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜
平成28年10月17日

λx=65.9(Y2-X2)

λy=61.8(Y4-X2)

λx=54.8(Y4-X3)

λy=54.8(Y4-X3)

λx=65.1(Y1-X2)

λy=57.0(Y3-X2)

λx=54.0(Y4-X3)

λy=48.5(Y4-X3)

λx=56.3(Y3-X1)

λy=66.7(Y3-X1)

λx=56.9(Y3-X1)

λy=58.3(Y3-X1)

GPL-4.5又は既製品ﾈｺ　普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

符　号 断　面 HTB ｶﾞｾｯﾄ 材種 備　考 符　号 材種 備　考断　面

B1 GPL-12 60 SS400 C-100×50×20×2.3 @606以下 SSC400

母屋

B2 H-400×200×8×13 GPL-9 60 SS400 ※ @1,820毎に□-100×100×2.3または2C-100×50×20×2.3とする

B3 H-294×200×8×12 3-M20 GPL-9 60 SS400 C-100×50×20×2.3 @606以下 SSC400 GPL-4.5又は既製品ﾈｺ　普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

B4 H-300×150×6.5×9 GPL-9 60 SS400 ※ 外壁材継目部分は□-100×100×2.3または2C-100×50×20×2.3とする

STKR400

その他の部材小梁リスト

2G1

2G2 H-450×200×9×14 SS400 M20 3×2 120 - 12×410 12×80 5×1 60 9×320×170

2G3 H-350×175×7×11 SS400 右端ﾋﾟﾝ接合　GPL-9  HTB 4-M20 M20 2×2 105 -  9×290 9×70 3×1 90 6×260×170

2G4 H-588×300×12×20 SS400 M20 5×2 150 40 12×530 16×110 4×2 120 9×440×290

2G5 H-600×200×11×17 SS400 M20 3×2 120 - 12×410 12×80 4×2 120 9×440×290

2G6 H-500×200×10×16 SS400 M20 3×2 120 - 12×410 12×80 5×1 60 9×320×170

2G7 H-440×300×11×18 SS400 M20 4×2 150 40 12×440 12×110 5×1 60 9×320×170

2G8 H-450×200×9×14 SS400 M20 3×2 120 - 12×410 12×80 5×1 60 9×320×170

2G9 H-350×175×7×11 SS400 M20 2×2 105 -  9×290 9×70 3×1 90 6×260×170

CG1 H-300×150×6.5×9 SS400 M16 2×2 90 - 9×290 9×60 3×1 60 6×200×170

□-125×125×3.2

4-M20

B5 H-250×125×6×9 SS400

B6 H-200×100×5.5×8 SS400

H-200×100×5.5×8 SS400

GPL-9 SS400B5A H-250×125×6×9 4-M20

GPL-62-M16

2-M20B6A

H-300×150×6.5×9 GPL-9 SS4004-M20B4A

80

P(ﾀﾃ)
mm

P(ﾖｺ)60mm

P(ﾖｺ)60mm

H-500×200×10×16 SS400 M20 3×2 120 - 12×410 12×80 5×1 60 9×320×170

3-M16

120

120

80

GPL-9

P1 SS400

P2 SS400

小屋ﾌﾞﾚｰｽ  V1

H-150×150×7×10

H-125×125×6.5×9

胴縁

ﾀﾃ胴縁

〃 STKR400□-100×100×2.3

GPL-6又は既製品ﾈｺ　普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ併用

GPL-6又は既製品ﾈｺ　普通ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬ併用

H-600×200×11×17 6-M20

柱脚部　BPL-12  A.Bolt 2-M16 L=400

柱頭部　GPL- 9  HTB 2-M16(@60)

GPL-9  羽子板 FB-6×50×160　HTB1-M161-M16（JIS認定品）

GPL- 9  HTB 2-M16(@60)

H-200×100×5.5×8 SS400

2-M16

2-M16

GPL-6

GPL-6

60

60B7

（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



図面番号工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺
一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
1/100軸組図№1

2G1

2G2 2G2

700 700 700 700

1C2

2C2 2C2

1C2 1C2 1C2

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=900

700

２Ｇ２天端

□
-
12

5×
12

5×
3
.
2

□
-
12

5×
12

5×
3
.
2

□
-
12

5×
1
25

×
3
.2

□
-
12

5×
1
25

×
3
.2

250 8,500 5,650 5,650 250

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

柱芯 壁芯壁芯 柱芯柱芯柱芯

2
2
0

20,300

250 5,400

基礎底面

地中梁天端

ＢＰＬ下端

FG2 FG2 FG2
F3 F3 F3 F4

壁芯

RG1

700

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=400

900

ＲＳＬ（水下）

1
3
0

２ＳＬ

合成ｽﾗﾌﾞ天端

2
2
0

地中梁天端

ＢＰＬ下端

基礎底面

ＲＳＬ（水上）

ＲＳＬ（水下）

1
,
2
0
0

8
,
6
1
0

9
5
0

4
,
3
5
0

3
,
2
1
0

1
,
3
0
0

9
5
0

3
,
9
6
0

1
,
2
0
0

7
0
0

2
,
9
0
0

Ｘ５通り軒高

7
,
3
1
0

1/100Ｙ１通り軸組図

1C1

2C1

2G1

2G2 2G2

1C1

2C1

1C1 1C1

700 700 700 700

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=900

700

２Ｇ２天端

1
3
0

２ＳＬ

合成ｽﾗﾌﾞ天端

250 8,500 5,650 5,650 250

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

柱芯 壁芯壁芯 柱芯柱芯柱芯

2
2
0

20,300

FG1 FG1 FG1

基礎底面

地中梁天端

ＢＰＬ下端

F2F2

2
2
0

地中梁天端

ＢＰＬ下端

基礎底面

250 5,400

壁芯

RG1

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=400

700

900

ＲＳＬ（水上）

ＲＳＬ（水下） ＲＳＬ（水下）

1
,
2
0
0

8
,
6
1
0

9
5
0

4
,
3
5
0

3
,
2
1
0

1
,
3
0
0

9
5
0

4
,
0
1
0

6
5
0

2
,
9
0
0

1
,
2
0
0

7
,
3
1
0

Ｘ５通り軒高

1/100Ｙ２通り軸組図

設計ＧＬ

設計ＧＬ

内ﾀﾞｲﾔ

内ﾀﾞｲﾔ

F1 F1

一級建築士　第360917号

前田　祐作

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

3
0

3
0

3
9
0
3
1
0

3
1
0

3
4
0

3
0

3
0

B6

B6

φ150 φ200

※ 上下階で連続するﾀﾃ胴縁は一体で（連続梁となるよう）取り付ける事

□-100×100×2.3

C-100×50×20×2.3

□-125×125×3.2

胴縁凡例

(原図:A2)

S-21
（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
1/100軸組図№2

□
-1
2
5×

1
2
5×

3
.2

□
-1
2
5×

1
2
5×

3
.2

1C1 1C11C3 1C1 1C1

2C1 2C12C3

P1 P1

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=900

700 700 700 700

2G3 2G1

2G2 2G2

700

２Ｇ２天端

ピン接合

□
-
12

5×
12

5×
3
.
2

□
-
12

5×
12

5×
3
.
2

B5

225 2,025 250 8,500 5,650 5,650 250

柱芯

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

柱芯 壁芯壁芯 壁芯 柱芯柱芯柱芯

2
2
0

1,800 2,900 3,800

FG3 FG2 FG2 FG2 地中梁天端

ＢＰＬ下端

基礎底面

1/100

F2 F2 F3

22,550

250 5,400

壁芯

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=400

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=400

500 500

700
RG2

RG1

900

ＲＳＬ（水下）

ＲＳＬ（水上）

RG2

1
3
0

２ＳＬ

合成ｽﾗﾌﾞ天端

2
2
0

地中梁天端

ＢＰＬ下端

ＲＳＬ（水上）

8
,
9
6
0

4
,
3
5
0

3
,
2
1
0

1
,
6
5
0

ＲＧ天端

2
0
0

基礎底面

1
,
5
0
0

1
,
2
5
0

9
5
0

3
,
9
6
0

1
,
6
5
0

1
,
2
0
0

8
,
9
6
0B6

7
0
0

2
,
9
0
0

Ｘ５通り軒高

Ｙ４通り軸組図

設計ＧＬ

1
3
0

1C3

2C3

2G3

２ＳＬ

合成ｽﾗﾌﾞ天端

2C2

1C2

ピン接合

225 2,025 250

柱芯

Ｘ１ Ｘ２

柱芯壁芯 壁芯

2
2
0

地中梁天端

ＢＰＬ下端

2,500

1/100Ｙ３通り軸組図

基礎底面

1
,
2
0
0

9
5
0

FG3

ﾉﾝﾀﾞｲﾔｺｱ H=400

500 500

RG2

ＲＳＬ（水上）

RG2

8
,
9
6
0

4
,
3
5
0

3
,
2
1
0

1
,
6
5
0

ＲＧ天端

2
0
0

設計ＧＬ

内ﾀﾞｲﾔ
内ﾀﾞｲﾔ

F2A

一級建築士　第360917号

前田　祐作

3
0

3
0

3
0

3
1
0

3
9
0

一級建築士　第277259号

鈴木　丈宜

F2

φ200×4

F3B
F3A

※ 上下階で連続するﾀﾃ胴縁は一体で（連続梁となるよう）取り付ける事

□-100×100×2.3

C-100×50×20×2.3

□-125×125×3.2

胴縁凡例

(原図:A2)

S-22
（仮称）津市豊が丘会館別館建築工事



工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝
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会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
1/100軸組図№4
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
1/40鉄骨詳細図№１
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
1/40鉄骨詳細図№２
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c - c'部分詳細図

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

前 野 建 築 設 計
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持出し柱壁取合い
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